
ESP教授法に基づく大学専門英語教育のための

平成 15年度～平成 16年度科学研究費補助金 (基盤研究 (C))

研究成果報告書

研究課題番号 15520362

平成 17年 3月

研究代表者 横山 彰三

(宮崎大学医学部)



ResearchonEffectiveSyHabusDesignandMaterials
DevelopmentforTeachingESPattheTertiaryLevel

ReportofCurrentResearch

supportedby

Grant-in-AidforScientificResearch

in2004

(No.15520362)

March2005

YOKOYAMAShozo

(Univers'oofMiyazaki)



はしがき

本報告書は､平成 15-16年度文部科学省科学研究費補助金 (｢ESP教授法に基づく大学専門

英語教育のための効果的シラバスと教材開発の研究｣基盤研究 (C)研究課題番号 15520362)

の交付を受けて刊行するものである｡

本研究の概要については､別に述べるので､ここではこの研究に至った経緯について説明す

る｡ESP研究会は 1996年以降大学英語教育学会 (以下 JACET)から毎年2万円の研究補助費

を受け､｢ESP教授法と教材開発の研究｣を一貫して行ってきた｡ESPという分野の特殊性から

主としてシンポジウムという形式により､種々の学会においてESP教授法の実践報告と幅広い

啓蒙活動を行ってきた｡1997年 6月には語学ラボラトリー学会 (鹿児島高専)においてシンポ

ジウム ｢ESP教育と将来の展望について｣､1998年 9月にはJACET全国大会 (就実女子大学)

においてシンポジウム ｢ESP教育の現状と課題-ESPとEGPの融合を目指して｣､1999年 8月

には国際応用言語学会 (早稲田大学)において合同シンポジウム ｢ESPinthe2lstCentury:New

Trends,NewChallenges(Part1)(Part2)｣､2000年 11月にはJACET全国大会 (沖縄国際大学)に

おいて合同シンポジウム ｢ESP教育の日本の現状を考える｣および ｢ESPとは何か｣､2001年 9

月にはJACET全国大会(藤女子大)においてシンポジウム｢ESP教材論-specificand/OrGeneral｣

をそれぞれ開催した｡これらシンポジウムで明らかにされたのは､ESP教育は日本における英

語教育の行き詰まりを打開するきわめて有効な教授法であるという事実である｡さらに最近に

なって学会などで､他のESP実践者の間でもESPとEGPの融合についての活発な意見を耳に

するが､これも我々の長年に渡る実践の成果といえるであろう｡コンスタントに研究会活動を

続けてきたことにたいし､それをいったん纏める意味で2001年に研究論集 ｢ESPの研究と実践

第 1号｣を発行した｡翌年にはISSN (国際標準逐次刊行物番号)を取得し､以降継続的に発行

されている｡

ESP研究会のメンバーは現在十数名を数えるが､本プロジェクトでは5名を研究分担者とし､

さらに 5名に研究協力者として参加してもらった｡科学研究費による ESP研究では､JACET

本部ESP研究会による先行プロジェクト (研究代表者 :笹島 茂)の中で､広範なデータの収

集と分析が行われている｡そのほかにも間接 ･直接的に参考にさせて頂いた先行研究 ･研究者

の方々にこの場を借りて深くお礼を申し上げたい｡同時に､本プロジェクトの中心的役割を担

うニーズ分析で､アンケー トに回答をお寄せ頂いた専門教員 ･学生の方々にも感謝申し上げた

い｡この研究成果が､一般英語教育と専門英語教育のあり方を問い直すきっかけとなり､ESP

教育のみならず､大学英語教育全体の改善と発展のために寄与することを願っている｡

平成 17年 (2005年)3月

研究代表者 横山 彰三
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1.本研究の概要

<研究の目的>

本研究の目的は､ESP(EnglishforSpecificPurposes:目的 ･職業別英語)理論に基づいて､日本

における新 しい大学専門英語教育のためのシラバスデザインとその教材開発のための方法論を

構築することにある｡従来の大学における一般英語教育はあまりにも教養主義偏向であった｡

大学英語教育学会 (JapanAssociationfわrCollegeEnglishTeachers:以下JACET)が行った目･韓 ･

中3カ国の英語力 ･学習実態調査でも､日本人学生の英語学習の目的が抜きんでて希薄である

ことが明らかになった｡

このような状況の中､｢英語が使える日本人｣育成の戦略構想が先般文部科学省により打ち

出され､この中で特に大学における効果的な英語教育カリキュラムの開発が重要課題 として位

置づけられている｡ 本研究ではこの課題に対する一つの解答を提示することをめざすことを目

的とした｡

ESP教育の効果については我々がこれまでに行った調査ですでに検証済みであったが､まず

大学におけるESP教育の現状および学習者ニーズをアンケー ト調査により分析することとした｡

今回はケーススタディとして地域を限定し九州沖縄地区の工学分野および医療 ･看護分野の英

語教育に対する意識調査および実際の英語教育カリキュラムの調査を実施 した｡その上でシラ

バスデザインと教材のモデル開発を行った｡今回は比較的初級または中級 レベルの教材開発に

焦点を当てることとし､教材開発では近年利用が激増 している CALL(ComputerAssisted

LanguageLeaming)システムを利用したESP教材を安浪 ･山内 ･中野が担当し､従来のテキス ト

ベースによる教材モデルを横山 ･川北が担当した｡

我々は ｢ESPの研究と実践 第 1号｣(2002年 3月)において､教材論にまつわるESP教育

の効果と問題点を指摘 した｡その中で強調 した点は､近年の大学生の基礎学力低下という現状

を考慮したEGP(EnglishfbrGeneralPu叩OSeS:一般英語)とESPをうまく融合させた ｢日本独自

のESPシラバスデザインの重要性｣である｡また､学習の段階や学習者のレベルに応 じてその

専門性(specificity)を ｢かなりspecificなものか､specificな中のgeneralなものか｣に分ける必要

性も指摘した｡

本研究によって､従来ESP専門家だけに限定され一般には敬遠されがちであったESPのシラ

バスデザインと教材開発の方法論をわかりやすく､具体的に提示することを試みた｡ 今後各大

学における個別の効果的な英語教育カリキュラム開発の足掛かりとなり､授業内容改善のヒン

トとなることを期待している｡

なお､｢5.各分野における英語専門語嚢の分析｣は､本プロジェク トの中間報告も部分的に

兼ねて発刊 した ｢ESPの研究と実践 第 3号｣(2004年 3月)に掲載 したものであるが､より

多くの方に成果を共有して頂きフィー ドバックを得るため､最終報告書である本書に再掲 した

ことをお断りしておく｡

<研究計画と概要>

ESP研究では､学習者あるいはその言語が使用されるディスコースコミュニティに対する

- 1-



｢ニーズ分析｣､コース内容に関する ｢シラバスデザイン｣､使用する教材に関する ｢マテリ

アルデザイン｣､コース途中あるいは終了後に実施する ｢評価(evaluation)｣が申し的課題とな

る｡本研究では､ ｢個別｣教授法から ｢共通｣教授法-､をキーワー ドとして対象を絞りつつ

なおかつ他分野-の応用を視野に入れて､九州沖縄地区の工学部､看護学部､医学部に対して

ニーズ分析を実施し､それをもとに具体的なESPシラバスデザインに取りかかる｡各専門の教

官に研究協力者として参加を要請し､教材開発-のフィー ドバックを実施しながら初 ･中級レ

ベルのESP教材の開発を行い､シラバスデザインと教材開発の方法論構築およびその評価を行

う予定を立てた｡以下は実際に行った研究の概要である｡

平成15年度

平成15年度前半期にニーズ分析の結果をまとめる予定であったが､多少ずれ込み年度末にほ

ぼデータが出そろう結果となった｡各担当者はパソコンにデータを記録し､進行状況は電子メ

ールにより逐次代表者に報告した｡なお､前期､後期に研究打ち合わせを実施した｡第42回

JACET全国大会 (東北学院大学)でシンポジウム ｢ESP語嚢論 :IsESPVocabularySub-technical?｣

を開催､中間発表を行い､フィー ドバックを得た｡また､平成15年9月には､横山と安浪が英

国 (レディング大学､バーミンガム大学)およびアイルランド (ダブリン大学､リメリック大

学)において文献収集､cALL教材資料調査､医学英語教育に関する調査を実施した｡

平成16年度

平成15年度で実施したアンケー ト調査の結果を基に､各大学における専門英語教育のニーズ

分析を実施した｡前期と後期に研究会を開き､ニーズ分析結果の報告と作成した教材例の報告

を行った｡第43回JACET全国大会 (中京大学)でシンポジウム ｢医学 ･看護系および工学系

ESPのためのシラバスと教材開発にむけたニーズ分析｣を開催 し､4名が発表しフィー ドバッ

クを得た｡その後シラバス例と教材モデルの作成を行った｡山内は工学関連のリーディングと

語嚢習得を重点に置いた教材､安浪はインターネットのオンラインリソースを利用したリスニ

ング教材､中野は近年その必要性が高いリメディアル教材､というそれぞれ異なった教材作成

モデルを提示した｡一方､横山と川北は従来型のテキス ト教材作成モデル (医学 ･看護)を提

示した｡今後､実際の授業で使用しLAN環境型 ･テキス ト型それぞれの利点 ･欠点を相補う形

での教材開発の研究を引き続き行うこととした｡

さらに今回の研究結果を基に､今後､コーパス分析を利用した専門教育 (特に医学 ･看護)

のための､英語リーディング･ライティング教育システムの構築にむけて研究を深化させたい｡
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2.九州沖縄地区におけるESP教育の現状について

横山 彰三

以下は､九州地区各大学のESPシラバスの概要 (平成 15年4月現在)である｡横山､山内､

安浪､中野､川北が､それぞれ地域ごとの担当をきめて､関連する大学からシラバスを取り寄

せて調査した結果である｡平成 15年 10月に全国一斉に国立大学の統合が実施されたため､こ

の後大きくシラバスの内容が変更された大学もある｡また､シラバスは可能な限り各大学から

現物を取り寄せて調査したが､実際の授業内容までは調査に至らなかった｡｢ESP授業無し｣の

場合でも､実際には個別の授業内容を細かく見ればそれに近いような場合もあるだろう｡あく

まで参考としてごらん頂きたい｡

下表の ｢必修/選択｣は､その科目が必修/選択科目のどちらであるか､｢専門/一般教育｣は､

その科目が専門単位/一般教養単位のどちらであるか､｢英語教員/専門教員｣は､その科目の担

当教員､｢Dudley-EvansScale｣は､その科目の専門性の度合い (1弱い～5強い)を､それぞれ

示している｡Dudley-EvansScaleは､調査者がシラバスから読み取った主観的なものであること

を付け加えておく｡

全体的な傾向として以下のようなことが読み取れる｡いわゆる単科大学の場合､一般教養レ

ベルでのESPの実践が比較的多い｡これは､英語教員の意識の違いによるところが大きいので

はないだろうか｡単科大学の英語教員の場合､他学部の一般英語教育を掛け持つことがないた

めに､ESPを実践するにしても心理的あるいは物理的負担もそれほど多くなくてすみ､それぞ

れの分野の専門英語教育に取り組みやすいこともあるだろう｡この傾向は､特に ｢工学部｣で

その傾向が大きいといえる｡あるいは､大学のカリキュラムそのものが ｢英語 1｣などのよう

に全学共通科目として設定してあるために､授業内容は担当者の裁量に任せられている場合が

多い｡

1.医学部/医学科関連 (対象 :11大学)

1.1 ESP授業あり (7)

大学 科目名称 必修/ 開講 専門/一般教 英語教員/ Dudley-EVans

選択 学年 A日 専門教員 Scale

福岡大学 英語ゼミ (自主ゼミ) 専門 3/4/5(担当者で異なる)

久留米大学 英語 (医学英語)*前期カリキュラム 必修 1 専門 専門 3～4

英語 (医学英語)*前期カリキュラム 2 専門 専門 3-4

佐賀大学 英語Ⅰ(担当者が医学英語の内容を扱う) 必修 1 一般 一般 3

英語ⅡC(同上) 選必 2 一般 一般 4

英語Ⅲ (同上) 溝必 2 一般 一般 4

熊本大学 英語 D-1(医学英語) 必修 2年前 共通基礎 専門 4(?)
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大分大学 英語Ⅱ.Ⅴ (担当者が医学英語の内容を扱う) 必修 1年 一般 英語 3

宮崎大学 生命科学入門 必修 1年 専門 専門 4～5

英語Ⅰ(担当者が医学英語の内容を扱う) 必修 1年 一般 英語 3

英語Ⅲ (同上) 必修 2年 一般 英語 4

琉球大学 医学外国語Ⅲ 必修 2年前 専門 専門 5

1.2 ESP授業なし (4)

九州大学､産業医科大学､長崎大学､鹿児島大学

2.看護学部/看護学科/保健学部関連 (対象 :16大学)

2.1 ESP授業あり (15)

大学 科目名称 必修/ 開講 専門科目/ 英語教員/ Dudley-Evans

選択 学年 一般教育科目 専門教員 Scale

産業医科大学 論文購読 選択 2年 一般 ? ?

英語Ⅲ 選択 3年 一般 英語 4

聖マリア学院 医療英語 必修 3年 一般 一般 3

短期大学 英語Ⅱ 必修 1年 一般 一般 EOP

英語Ⅲ 必修 2年 一般 一般 EOP

九州大学 英語 (医用英会話) 2年 未定 未定 EOP

英語 (医用外国語学) 2年 2

九州医療セン 医学英語 必修 2年 一般 (基礎) 専門 4

タ-九州助産 英会話 必修 1年 一般 (基礎) 一般 EOP

学院 英語購読 必修 1年 一般 一般 3

日本赤十字九州国際看護大学 看護英語 選択 4年 専門 専門 5

福岡県立大学 英語 Ⅰ 必修 1年前 専門 専門 5

英語Ⅱ 必修 1年前 専門 専門 5

英語Ⅲ 必修 2年前 専門 専門 5

英語Ⅳ 必修 2年後 専門 専門 5

西南女学院大学 外書購読 選択 4年 専門 専門 5

久留米大学 医用英語 選択 2年 一般 一般 3

医用英語 選択 4年 一般 一般 3

佐賀大学 医学 .看護英語 必修 2年 一般 一般 3

大分大学 英語 Ⅰ.Ⅱ 必修 1年 一般 英語 3

大分県立看護 国際看護学概論 必修 2年後 専門 専門 5(?)

大学 国際看護比較論 必修 3年後 専門 専門 5(?)

国際看護演習 必修 3年後 専門 専門 5(?)

漢語研究の基礎Ⅱ (原書講読) 必修 4年後 専門 専門 5(?)
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宮崎看護大学

琉球大学 健康科学英語 選択 3年前 専門 専門 5

国際母子保健論 選択 3年後 専門 専門 5

沖縄県立看護 研究-の導入 Ⅰ 必修 3年後 専門 専門 (外) 5

大学 研究-の導入Ⅲ 必修 3年後 専門 専門 (外) 5

2.2 ESP授業なし (1)

鹿児島大学

3.工学部/理工学部関連 (対象 :19大学)

3.1 ESP授業あり (18)

大学 科目名称 必修/ 開講 専門科目/ 英語教員/ Dudley-Evans

選択 学年 一般教育科目 専門教員 Scale

北九州大学 (環境 テクニカルライティングⅠ 必修 2年 一般 英語 4

化学プロセス工､環境機械システム工､情報メディア工､環境空間デザイン) テクニカルライティングⅡ 必修 2年 一般 英語 4

九州共立大学 実践英語 Ⅰ 選択 3年 一般 英語 4

(全 6学科) 実践英語Ⅱ 選択 3年 一般 英語 4

九州大学 (機械航空工) 技術英語 必修 4学期以降 一般 専門 4

西 日本工業大学 (全学科) 科学英語 選択 3年 一般 英語 3

九州工業大学 科学技術英語 Ⅰ 選択 3年 専門 専門 5

(生物化学システム工)〟 (他学部) 科学技術英語Ⅱ技術英語 Ⅰ 選択選択 3年3年 専門一般 専門英語 54

技術英語Ⅲ 選択 3年 一般 英語 4

福岡大学 (化学システム)〟(電気電子情報工) 外書購読演習工業英語 必修選択 3年3年 専門専門 専門英語 3または43-4

福岡工業大学(知能機械工) 工業英語 選択 4年 専門 専門 4

九州芸工大学 外書購読A 必修 2年 一般 英語 2

(芸術情報) 外書購読 B 必修 3年 一般 専門 4
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〟 (工業)〟 (環境設計)〟 (音響) 外書購読B 必修 3年 一般 専門 4

外書購読 A 必修 2年 一般 英語 2

外書購読B 必修 3年 一般 専門 4

外書購読 A 必修 2年 一般 英語 2

外書購読 B 必修 3年 一般 専門 4

外書購読 A 必修 2年 一般 英語 2

外書購読 B 必修 3年 一般 専門 4

東和大学仕業化学) 科学英語 必修 2年 専門 一フ ?(シラバス無)

〟 (経営工学) 経営工学英語 Ⅰ 選択 3年 専門 一フ ?(シラバス無)

経営工学英語Ⅱ 選択 3年 専門 ? ?(シラバス無)

九州産業大学 化学英語 Ⅰ 選必 1年 専門 英語 3

(工業化学)〟 (機械工) 化学英語Ⅱ 選択 2年 専門 専門 4

化学英語Ⅲ 選択 3年 専門 専門 4

機械技術英語 選択 3年 一般 英語 3

〟 (土木工)〟 (電気工) 技術英語 Ⅰ 必修 1年 専門 英語 3

技術英語Ⅲ 必修 2年 専門 英語 3

技術英語 必修 3年 専門 専門 4

久留米工業大 基礎工業英語 必修 1年 一般 英語 3

学 (機械システ 工業英語 選択 2年 一般 英語 3

ム .環境共生 上級工業英語 選択 3年 一般 英語 4

工) 基礎工業英語 必修 1年 一般 英語 3

〟 (交通機械 . 工業英語 必修 2年 一般 英語 3

情報ネ ッ トワ 上級工業英語 選択 3年 一般 英語 4

-クエ) 基礎工業英語 選必 1年 一般 英語 3

〟 (建築設備 工業英語 選必 2年 一般 英語 3

工) 上級工業英語 選必 3年 一般 英語 4

長崎大学応用化学) 技術英語 必修 1年後 専門基礎 専門 5

〟(情報システム工) 技術英語 必修 2年後 専門基礎 専門(非外) 5

〟(電気電子工) 科学英語 必修 3年後 専門基礎 専門(非外) 5

佐賀大学 (機械システム)〟 (機能物質 工業英語科学英語 1 必修必修 3年1年 専門専門 専門専門 43

化) 科学英語 2 必修 2年 専門 専門 3

熊本大学 (全) 英語 D- 1 (科学技術英語) 必修 3年前 共通基礎 専門 2～4

英語 D- 2 (化学施術英語) 必修 3年後 共通基礎 専門

日本文理大学(全) 専門英語レビュー 1.2 選択 2年 総合基礎 専門 (?) 4--5

宮崎大学 (材料 工学英語 Ⅰ 選必 2年後 専門 専門 3-4

物質工) 工学英語Ⅲ 選必 3年後 専門 専門 4

〟(物質環境化学) 工学英語 a 選必 2年前 専門 専門 3
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//(土木環境工) 工業英語 選必 3年後 専門 専門 3

〟 (電気電子工)JI機械システム工) 工学英語 a 選必 2年後 専門 専門 3'

工学英語 b 選必 2年後 専門 専門 3

工学英語 (集中講義) 選必 3年後 専門 専門 4--5

JI(情報システム工 工学英語 選必 3年後 専門 専門 3--4

鹿児島大学(機械工) 工学英語 Ⅰ 必修 3年前 専門 専門 4

〟 (建築工) 建築英語 必修 3年前 専門 専門 4

〟 (海洋土木工) 海洋学および土木工学に関する英語 必修 4年前 専門 専門 4

〟 (電気電子工) 工学英語 Ⅰ 必修 4年前 専門 専門 4

〟 (情報工) 工業英語 必修 4年前 専門 専門 1(NetAcad)

〟 (応用化学工) 応化工英語 必修 2年後 専門 専門 3

〟 (生体工) 工業英語 Ⅰ 必修 2年後 専門 専門 3

琉球大学(情報工)ト 電気電子工) DigitalSignalProcesslng 選択 3年前 専門 専門 (外) 5(?)

Simulation 選択 3年後 専門 専門 (外) 5(?)

情報英語Ⅱ 選択 4年前 専門 英語 2

3.2 ESP授業なし (1)

大分大学
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3.九州沖縄地区大学における専門英語教育に関するニーズ分析

<調査目的と質問内容>

この章では､各分担者に所属大学で実施してもらった､専門英語教育に関するニーズ分析の

結果について報告する｡

調査の目的は､本研究の最終的な提案である ｢シラバスデザイン｣と ｢教材作成｣に向けて､

各大学における学生および専門教員の英語教育に対する意識を具体的に知ることである｡その

上で､各大学の事情に応 じたESP教育のシラバスと教材作成のモデルを提示することになる｡

使用したアンケー トの質問項目は､医学部の場合以下の通りである :

<医学部学生に対するアンケー ト>

1.日本人医師に英語は必要と思いますか?

□必要 □まあ必要 □あまり必要なし一口必要なし □どちらともいえない

2.大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか?

□必要 □まあ必要 □あまり必要なし □必要なし □どちらともいえない

3.専門 (医学)英語の教育の必要性はあると思いますか?

□必要 □まあ必要 □あまり必要なし ロ必要なし □どちらともいえない

4.医学部学生に対する英語教育 (教養課程)では何を目標にすべきだと思いますか? (複数回答可)

□医学英語(terminology) □論文読解力の養成 口論文作成力の養成 □幅広い教養 口発表能力 (プレゼンテーショ
ン)の養成 □英会話能力 □講演 ･発表などの聞き取り ロ異文化理解 口検定試験 (TOEIC､TOEFL､英検)対策

5.あなた自身は大学の英語教育で何を学びたいですか/どの能力を伸ばしたいですか? (複数回答可)

ロ リーディング ロライティング (英作文 ･電子メールの書き方など)ロスピーキング (英会話 ･スピーチなど)

ロリスニング ロ検定試験 (TOEIC､TOEFL､英検)対策

6.5に関連してQまたそれはどの程度まで力を付けたいですか? (複数回答可)

D英検 2級 □英検準1級 □英検 1級 □TOEIC600点 □TOEIC700点 □TOEIC800点

□TOEFL500点 □TOEFL550点 □TOEFL600点

7.現在の英語教育に満足していますか?

□満足している 口だいたい満足している □あまり満足していない □満足していない □どちらともいえない

8.医学部において英語コミュニケーション能力 (聞く･話す)の養成は必要だと思いますか?

□必要 □まあ必要 ロあまり必要なし □必要なし □どちらともいえない

9.医学部における英語教育は時間的に可能であれば､何年生まで実施すべきだと思いますか?

□1-2年生 □3-4年生 □5-6年生 □必要ない

10.医師としてどのような英語力が必要だと思いますか? (複数回答可)
D英文読解力 (論文など) ロライティング (論文執筆 ･電子メール) ロ通常英会話 □診療英会話

口英語による発表 ･プレゼンテーション ロ医学用語(ter血nology)
11.それは研究者 (大学､研究所)としての場合と開業医になる場合とでは違うと思いますか?

ロ違 うと思う □違わないと思う □どちらともいえない

12.専門 (医学)に関する英語の勉強に意欲を持っていますか?
口持っている ロ持っていない □どちらともいえない

13.専門英語をだれに教えてもらいたいですか?

ロ日本人英語教師 ロネイティブ英語教師 口臨床の医師 □その他 (

<医学部 (講座)専門教官に対するアンケー ト>

1.日本人医師にとって英語は必要と思いますか?

□必要 ロまあ必要 ロあまり必要なし □必要なし 口どちらともいえない

2.大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか?
口必要 □まあ必要 口あまり必要なし 口必要なし □どちらともいえない

3.専門 (医学)英語の教育の必要性はあると思いますか?

□必要 □まあ必要 口あまり必要なし □必要なL Dどちらともいえない

4.医学部学生に対する英語教育 (教養課程)では何を目標にすべきだと思いますか? (複数回答可)

口医学英語¢m inology) □論文読解力の養成 □論文作成力の養成 口幅広い教養 □発表能力 (プレゼンテーショ

ン)の養成 口英会話能力 □講演 ･発表などの聞き取り ロ異文化理解 口検定試験 (TOEIC､TOEFL､英検)対策

5.医学部において英語コミュニケーション能力 (聞く･話す)の養成は必要だと思いますか?
□必要 □まあ必要 □あまり必要なし □必要なし □どちらともいえない

6.専門 (医学)教育を実施する上で､現在の学生の英語力はどうですか?

D問題ない 口少し問題有り □大いに問題有り □どちらともいえない

7.6に関して ｢問題有り｣とした先生-Qそれは具体的にどの部分ですか｡(複数回答可)

□英文読解の低下 口英文法力の低下 口英語秦力の低下 □英作文表現力の低下 口英語による口頭表現力の低下
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□英語のリスニングカの低下 □その他 (具体的に

8.医学部における英語教育は何年生まで実施すべきだと思いますか?
ロ1-2年生 ロ3-4年生 □5-6年生 口必要ない

9.医師としてどのような英語力が必要だと思いますか? (複数回答可)

□英文読解力 (論文など) ロライティング (論文執筆 ･電子メール) ロ通常英会話 □診療英会話

□英語による発表 ･プレゼンテーション ロ医学用語(teminology)
10.それは研究者 (大学､研究所)としての場合と開業医になる場合とでは違うと思いますか?

□違 うと思う 口違わないと思う □どちらともいえない

11.一般教育の英語教育で､一部専門 (医学)-の導入 (橋渡し)として ｢医学英語｣の教育を実施する際､使用する教

材はどのようなものが適切でしょうか? (複数回答可)

□専門 (医学)に関する新聞記事 □専門 (医学)に関する一般的読み物 □専門 (医学)雑誌

□専門 (医学)に関する会話集 □専門 (医学)に関するCAI教材

□専門 (医学)に関するインターネットのサイ ト(PubMedなど) □その他 (具体的に

工学部と看護学部に対する質問はこれと同じであるが､選択肢の内容などが若干違っているの

で､それぞれの報告内の表を精読いただきたい｡

<分析結果の概要>

近年のコミュニケーション志向を反映して教育現場のニーズは ｢話す､聞く｣ことが中心と

予想したが､かなり違う様相を呈していることが明らかになった｡今回の分析結果から判断す

る限りに於いては､医学､看護､工学のいずれの分野においても､専門教育でもっとも必要と

されている英語能力は ｢読解力｣であった｡どの分野においても､専門教員から見た学生の英

文読解力低下がかなり著しい｡さらに ｢専門教育を実施する上で学生の英語力に問題はあるか｣

との質問に対して､専門教員の7割以上が問題有りとしており､今後なんらかの早急な手だて

が必要である｡一方､コミュニケーション能力の重要性についての認識は､教員 ･学生ともに

強いが､その正確な内容について明確に把握しているかどうかは疑問の残る結果となった｡今

後さらに調査すべき点である｡
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九州沖縄地区大学におけるニーズ分析

一宮崎大学医学部編-

横山 彰三

0.調査の目的

宮崎大学医学部 (旧宮崎医科大学)では､1年生と2年生に対して英語教育を実施している｡

今回は特に医学科の教員と学生を対象に､一般 ･専門英語教育に対する実態調査を行った｡現

在の状況を把握し､英語教育に対するニーズを探ることが主な目的である｡

1.調査対象

アンケー トは､医学科の学生 (2003年度)1年生 :100名､2年生 :100名､6年生 :100名

と医学科の専門教員 (医師)168名に対して実施した｡

2.調査の目的

質問用紙を準備 し､それに回答を書き込んでもらい､回収の後集計した今後の英語教育に資

するためであることを明記し､正直な意見を聞かせて欲しい旨を伝え､無記名により提出して

もらった｡学生に対するアンケー トの質問内容は､Q日本人医師に英語が必要か､Q大学教養

課程で英語は必要か､Q専門英語教育の必要性､Q医学部学生に対する英語教育の目標､Q大

学の英語教育で伸ばしたい能力､q6どの程度まで力をつけたいか (能力試験など)､q7英語教

育に満足しているか､q医学部で英語コミュニケーション能力は重要か､q何年生まで英語の

授業は実施すべきか､Q医師として必要な英語力､Q開業医と研究者では違 うか､Q専門英語

の習得に意欲を持っているか､Q専門英語を誰に教えてもらいたいか､という項目である｡一

方､専門教員に対する質問は (学生のみに対する質問を除き)この他に､専門教育を実施する

うえでの学生の英語力について､一般教育で行 う ｢医学英語｣の教材としてふさわしいもの､

などについて質問した｡

3.調査結果

3. 1 日本人医師に英語は必要か

この質問に対しては､学生は1､

2､6年生ともに ｢必要｣としたの

が60%～70%で ｢まあ必要｣を合わ

せると9割以上がその必要性を認め

ている｡それに対し専門教員では｢必

要｣が83% であり､現場の医師がよ

り強い必要性を認識していることが

うかがえる｡

専門教員

6年生

2年生

1年生

Ql日本人医師に英語は必要と思いますか

0% 50% 100%
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ロ必要

□まあ必要

□あまり必要なL

EB必要なし

■どちらともいえない



3.2 教養課程での英語教育の必要性

教養課程での英語教育は必要かと

いう質問に対しては､若干違う傾向

が見て取れる｡1年次では70%が｢必

要｣､2年次ではそれが40%に減って

いるOその理由として考えられるの

は､本学では2年次から専門教育が

本格的に導入されるのに伴い､英語

学習に向ける時間的余裕も無くなる

Q2大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか

専門教員

6年生

2年生

1年生

0% 50% 1OO牝

ロ必要

E3まあ必要

□あまり必要なし

□必要なし

口どちらともいえない

ことがその原因の一つとしてあげら

れる｡とくに2年次後半からは専門基礎の実験やレポー ト作成などがある｡そのため英語どこ

ろではなくなる､というのが現実のようである｡一方､教員では ｢必要｣としたのが80%を超

えている｡日頃､教養の英語教育に対してはどちらかといえば批判的な意見を持っ専門教員が

多い (と思われる)が､この数字は教養教育における英語教育の責任の重大さを示すものであ

ろう｡

3.3 専門英語教育の必要性

専門英語教育については､学生､

専門教員ともに 80%以上がなんら

かの必要性を認めている O 特に1年

次においては､｢必要｣としたものが

69%と最も多い｡これから学ぶある
いは学びつつある専門学問について

の不安と､必要とされる英語教育に

対する期待でもあるといえる ｡ 実際

には､専門を学ぶ過程において英文

の原書を読んだり､あるいは配布さ

れる資料が英語であったりするなど ､

専門教員

6年生

2年生

1年生

Q3専門英語の教育の必要性はあると思いますか

0% 50% 100%

□必要

田まあ必要

口あまり必要なし

ロ必要なL

iつどちらともいえない

専門の講義のなかで自然 に学んでいく部分も多いが､そ

れでも専門教員の9割近くが専門英 語教育の必要性を認識している｡これは ､ 後述する学生の

現在の英語力とも絡む問題である｡

3.4 医学部における英語教育の目標

この質問に対しては､1年生では ｢医学英語｣､｢論文読解力｣､｢英会話力｣､2年生では ｢医

学英語｣､｢発表能力｣､｢論文読解力｣､6年生では ｢英会話能力｣､｢医学英語｣､｢論文読解力｣､

専門教員では ｢英会話能力｣､｢発表能力｣､｢論文読解力｣が､それぞれ顕著であるO興味深い

のはそれぞれの立場におけるニーズを反映しているという点であるが､ポイントに多少の差は

あるものの共通しているのは､専門の文献を読みこなす ｢論文読解力｣と､｢英会話｣｢発表｣
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などの口頭表現力の必要性で

ある｡ ｢医学英語｣が EAP

(English f♭r Academic

Pu叩OSeS)の一分野である以上､

｢読解力｣が重視されるのは

いうまでもないが､このアン

ケー ト結果はその証左といえ

る｡さらに､プレゼンテーシ

ョンを含む口頭表現力につい

ては､国際学会などに参加す

る際当然要求されるもので､

これは特に医学に限ったこと

ではなく現在あらゆる分野に

おいて必要とされている｡

ここで医学部での英語教育

を考える場合､大きく2つに

分けて考える必要がある｡す

なわち､①大学の専門教育を

実施する上で必要なスキルと､

②卒業後必要となるスキルで

ある｡読解力は①､口頭表現

力は②といえるだろう｡

Q医学部学生に対する英語教育では何を目標にすべきだと思い
ますかく複数回答可)

…こ:::::こ:i::::≡:;:::H:;>……詳#li:::

呂;辞li≒董

i ≡=懐嚢纂妻

ゴ由･:.:i:.:.>*:弓,

毒筆

i.'.:) う.'.:.'

:祝::封.;

I:.:.:.麗;≡

S.モ:::ち: こく

.i::謹 ::::∫こ暮､-

恵 与 :-Ii--i-==tf

3.5 大学の英語教育で何を学びたいか

この質問に対しては､スピーキングと答え

たものが多いが､2年生ではライティングが

多かった｡いずれにせよ､前述の医学部の英

語教育で目標とすべき内容の第 1が ｢読解力

養成｣｢英会話｣であるとしたのに対し､学び
たいスキルとしてはスピーキングのほうがリ

ーディングを上回る結果となっている｡

この点については､宮原ほか(1997)で 日

本 ･韓国 ･中国の比較データが示していると

おり､日本だけに限った傾向ではなさそうで

ある｡｢英語授業における希望重点領域｣で､

｢聞くこと･話すこと｣を希望した学生は､

中国70.9%､韓国66.8%､日本66.9%と3カ

国ともに第 1位で､実用的能力-の志向が強

く見られる｡

112-

81年生

白2年生

86年生

田専門教員

Qあなた自身は大学の英語教育で何を学びたい
ですか/どの能力を伸ばしたいですか(複数回答

可･学生のみ)

♂ 丈'̂:̂^̂丈,ll,*-'hj;'巾♂



3.6 どの程度まで力をつけたいか

この質問については､学生自身の各検定試

験の内容や意義に関する理解が､それほどま

でしっかりしたものでないので､あくまで参

考程度とすべき内容であると思われる｡その

中でも英検は身近な検定試験なので､回答数

も他に比べて多いようである｡ 1年生では､

入学後の意気込みもあってか､1級を挙げた

ものが多いが､2年生､6年生では､圧倒的に

準 1級程度を目標にしているようである｡

準 1級を大きな山としながらも､2級から1

級まで比較的人数がばらついているのは､宮

崎大学医学部の場合､学生の英語力にはかな

りの個人差が見られるため､個人レベルでの

正直な自己分析がそのまま反映したものと思

われる｡

3.7 現在の英語教育に満足か

この質問に対しては､1､2年

生と6年生では大きく違 う｡1､

2年生では ｢満足｣｢だいたい満

足｣ としたものが､それぞれ

53%と 68%であるのに対し､6

年生では 15%にしかすぎないO

その背景として､それぞれの英

語教育シラバスの違いが挙げら

Q在学中どの程度まで英語力をつけたいですか
(複数回答可･学生のみ)

･肇9% 環in;gi寒QiREss簿 桑sSSqQ

07現在の英語教育に満足していますか(学生のみ)

50% 100%

園満足している

口だいたい満足している

ロあまり満足していない

ロ満足していない

団どちらともいえない

れる｡

宮崎大学医学部 (旧宮崎医科大学)では平成 14年 4月から､一般教育 (1､2年次)におけ

る英語教育を改編した｡

概要は以下のとおりである｡(専ネ-専任ネイティブ)(週 1-過 1コマ授業)

(変更前)2年次 :医学英語 【通年/週 1】､英会話 (専ネ)【通年/週 1】

(変更後)2年次 :英語 2-1･2-2【前期/週2】､2-3･2-4【後期/週2】

この改編の主な理由は次の3つにある｡すなわち､①単なる ｢英会話｣クラスをやめる｡特

に以前の1クラスあたり50人という大人数授業の弊害を解消するため｡②なるべく学生の興味

やニーズにあった授業を提供するために､英語2-1,2,3,4では選択必修クラスとして週2コマ履

修する｡非常勤講師 (ネイティブ)の応援を頼み､それぞれに ｢リーディング｣｢リスニング/

スピーキング｣｢ライティング｣｢メディカル トピックス｣という4つを設定し､最多で4つの

異なった内容が履修可能にした｡この部分がいわば改編の目玉である｡まず4月最初の授業時
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に担当教師合同による説明授業を行う｡各自10分程度の持ち時間で自分の授業内容､評価の方

法や課題提出などについて説明､場合によっては模擬授業を行うOいわば ｢客引き｣ であるO

学生はそれをもとに第2希望までを書いた用紙を提出するolクラス30人程度が目安であるが､

希望者が多い場合は担当教官との協議により調整することもある｡教師も学生もお互いに気持

ち良く自分の意思を大切にしながら力をつけてもらおうというコンセプ トである｡

初年度の授業終了時のアンケー ト (無記名)では､この授業に9割のものが満足という結果

であった｡自分のニーズや興味にあった授業を履修できることが､大きな理由であったようだ｡

3.8 医学部で英語コミュニケーシン能力養成は必要か

この質問に対しては､積極的に

｢必要｣としたものが､専門が進

むにつれて増えている点が興味深

い｡2年次では､前述のように専

門での必要以上の負担を避けたい

という心理が働いているものと推

察されるO専門教員では 65%が

｢必要｣､30%が ｢まあ必要｣ と考

Q医学部において英語コミュニケーション能力の養成は必
要だと思いますか

専門教員

6年生

2年生

1年生

0% 50% 100%

国必要

ロまあ必要

□あまり必要なし

□必要なし

ロどちらともいえない

えており､個人的な経験からも､

95%が英語コミュニケーション能力についての必要性を痛感しているようである0

3.9 医学部における望ましい英語教育期間

専門教育が忙しいため､ほとんど

が 1-2年生のみで十分と考えてい

ると予想していた ｡ しかし､実際に

はかなり違う結果が示された｡ここ

で注目すべきはやはり､6年生では

54%､また専門教員では 65%が､3

-4年生までの英語教育の必要性を

支持しているという点であろう｡5
-6年生までの英語教育の必要性で

Q医学部における英語教育は何年生まで実施すべきと思
いますか

専門教員

6年生

2年生

1年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国1-2年生

□3-4年生

ロ5-6年生
口必要なし

は､6年生は30%､専門教員は24%が必要あ りとして いるO特に6年生では､ ほ ぼ 3 人に一人

が最終課程までなんらかの英語教育が必要だ と感じて いる｡

3. 10 医師として必要な英語力

この質問は､大学医学部という枠を超えて､医師としてどのような英語力が必要かを質問し

たものである｡やはり､際だっているのは英文読解力であり､大学における英語教育のニーズ

と基本的に一致している｡ 興味深いのは､専門教員では読解力に次いでライティングを重要な

スキルとして挙げている点である｡これはもちろん研究成果を世に問う場合には､英語で行う

ことが多いからである｡ この点､大学の研究者と一般開業医で違うかという質問に対しては､
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53% の専門教員が ｢違う｣と答え､

33%が｢違わない｣と答えている(3.

ll)｡今回は開業医に対するアンケー

トを実施しなかったため､実際のと

ころはわからないが､開業医でも研

究を続ける医師は少なくないと思わ

れる｡この点については､開業医に

対しての調査が別途必要であること

はいうまでもないが､英文を全く読

むことのない開業医はいないだろう｡

研究者が週に 1-2度読むのに比べ

て､開業医では月に1-2度のような

頻度の問題であって､英文読解やラ

イティングの必要性は変わらないの

ではあるまいか｡

Q医師としてどのような英語力が必要だと思いますか(複数
回答可)

<{<{. ii試 S 禦-:〟

:S> ;>㌔:辛 i..._.,..
# A

※ 詫*ち:::I.}:

:ち 一:.～-I:.:i* ･:.:i:i
･LI:
i:: :I-A

義;顎 ･:一

;,享 -:･=;---=;-I-=17--I--='-f=L
Qそれは研究者の場合と開業医の場合では違いますか

専門教員

6年生

2年生

1年生

0% 50% 100%

国違うと思う

口違わないと思う

□どちらともいえない

3. 11 専門英語の勉強に意欲があるか

この問いに対して ｢持っている｣

と答えたものは1年生56%､2年生

58%､6年生66% である｡ ただし｢ど

ちらともいえない｣の中に､時間が

許せば､専門科目の学習に余裕があ

れば､といった条件付きのものが多

いと思われるので､実際には専門英

語の学習に意欲を持つ学生は､かな

田1年生

田2年生
E36年生
E3専門教員

Q専門(医学)に関する英語の勉強に意欲を持っています
か(学生のみ)

0% 50% 100%
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り多いものと思われる｡ いずれにしても､医学部では専門科目の比重がかなり重いため､余裕

のない学生にとって､英語の重要性は認識しつつも､実際の学習となるとやはり二の次である

ことは否めない｡

3. 12 専門英語を誰に教えて欲しいか

この質問に対する回答で特に興味

深いのは､学年があがるにつれ ｢臨

床の医師から｣は少なくなる一方で､

｢ネイティブスピーカーの英語教師

から｣が増えている点である｡また､

｢その他｣では､｢ネイティブスピー

カーの医師｣としたものがかなり多

かった｡実際には医学というコンテ

クス トの中で英語を使うことを考え

Q専門英語を誰に教えてほしいですか(学生のみ)

0% 50% 1OO牝

田日本人英語教師

田ネイティブ英語教師

□臨床の医師

□その他

た場合､必ずしもネイティブである必要はないのだが､この部分は日本人のネイティブスピー

カー志向の強さが現れているのかもしれない｡

3. 13 現在の学生の英語力に問題はあるか (専門教員のみ)

専門教育を実施する上での学生

の英語力については､｢大いに問題

あり｣が 42%､｢少し問題ある｣

が25%と､7割弱の専門教員が学

生の英語力について問題ありとし

ている｡その具体的問題点として

群を抜いて ｢英文読解力｣があげ

られ､次に ｢英語口答表現力｣｢リ
スニング｣が続いている｡講義で

使用する専門書のほとんどは英語

によるもので､またその分量もか

なりにのぼる｡前述の項目でも､

必要とされるスキルは ｢読解力｣

であることを考えると､これは専

門教育を実施する上での大きな障

害になる-あるいはすでになって

いる-といえるO何らかの早急な

対応が必要である｡

Q専門教育を実施する上で､現在の学生の英語力はどう
ですか(専門教員)

問題ない7%

どちらともいえ
ない26% 少し問題あり

25%

Q英語力に｢問題あり｣とは具体的にどの部分ですか(複数回答
可.専門教員)

その他

英語リスニングカ

英語口頭表現力

英作文力

英語語曇力

英文法力

英文読解力
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3. 14 ｢医学英語｣の教材

0一般教育の英語教育で､一部専門(医学)への導入として｢医学英語｣の教育を
実施する際､使用する教材はどのようなものが適切でしょうか(複数回答可)

その他

専門に関するインターネットサイト

専門に関するcAI教材

専門に関する会話集

専門雑誌
専門に関する一般的読み物
専門に関する新聞記事

L:I:<J:.･-:ウ:..:/.Y-I/:<<<S: ･'{--J' I:.: {J: I:.I/.･:.:J:′

柄崇等葬 罪i

_;宅考垂笥

I_.rJJ_qH 甘 † # ÷:

群 近 ≡;負 #j#染 M#X幼 ;中納 言ミ

宅頻弼 i串麦類琴 浴辞き蕗 I,きき:.;

0 20 40 60 80 100

人数

あくまで一般教育の中で実施する ｢医学英語｣として､使用する教材を専門教員に問うたと

ころ､最も多かったのは ｢専門に関する一般的読み物｣が挙げられた｡次いで､｢専門雑誌｣｢専
門に関する会話集｣が目立ったが､一般教育という中で専門雑誌を扱えといわれても､これは

語学教師の能力と範囲を超えたものであるし､専門-の橋渡しとしては意味のないことであろ

うo｢その他｣として､以下のような意見もあった :

｢学術論文作成の際は､その分野の論文で表現方法が違います｡書くのはマネして書けますが､まず

読んで理解できる能力が必要と思われます｡医学では主語が何をしたかでは不十分で､どういう順で

やったかが間違えると大変なことになると思います｡正しい読解力をトレーニングするべきと考えま

す｡通常の文では､単語だけ調べるとだいたい意味がわかりますが､医学､科学分野は単語の意味さ

えわからないので､十分な文法や読解力が求められます｣

やはり､英語を ｢読む｣｢書く｣という基本的な能力は､ESPとくにEMP(EnglishforMedical

Purposes)においては､最も重要な教育項目であることは間違いなさそうである｡

4.考察

4. 1 大学英語教育に対するニーズ

今回の調査で明らかになったことの一つに､学生､専門教員ともに大学英語教育に対して､

その必要性を強く認識しているという点があげられる｡教養課程での英語教育については､そ

の在り方も含めていろいろと批判もあるものの､厳然として強いニーズがあるO 教養における

英語教育のあり方は､ただ単にスキルとしての英語を教授することが目的であってはならない｡

英語を通して多様な世界や価値観を知ることも､大学英語教育の重要な役目である｡TOEICス

コアを上げるための授業などは論外であるoLかしその一方で､現実世界に対応するための学

生のニーズを無視することはできないO

4.2 専門英語教育に対するニーズ
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さらに､専門英語教育についても学生､専門教員ともに必要性を強く認識している｡具体的

なニーズとしては､専門書や論文を読みこなすための英文読解力と､英会話やプレゼンテーシ

ョンなどに必要とされる口頭表現力(コミュニケーション能力)の養成を望む声が非常に強い｡

また､英語教育の実施期間としては､前述のように､6年生では54%､また専門教員では65%

が､3-4年生までの英語教育の必要性を支持している｡5-6年生までの英語教育の必要性では､

6年生は､ほぼ3人に一人が最終課程までなんらかの英語教育が必要だと感じているが､この

ような学生に対するケアをどうするかは､今後の大きな課題の一つといえるO

4.3 現在の学生の英語力と英語教育 ･システムの問題点

専門教育を実施するにあたっての学生の英語力では､教員の67%が何らかの問題があるとし

ている (｢どちらともいえない｣の解釈によってはさらに多いかもしれない)｡特に英文読解力
について問題があるようだが､単に読解力といっても､語桑すなわち専門用語の問題なのか､

専門に関する知識の問題なのか､それともパラグラフリーディングの問題なのか､具体的に調

べる必要があるだろう｡また口頭表現力については､特に医学部に限った問題ではなく､日本

人全体にいえることであろうOこれらの問題に対するいくつかの解決策があるとすれば､例え

ば､1)英語の授業時間 (コマ数)を増やす､2)クラスサイズを10人以下にする､3)すべ

ての授業を英語で実施する､などが考えられる｡しかし､現実には専門科目が中心である以上､

大学設置基準の大綱化以降は､英語の時間数は削減されるばかりである (統合後､2004年4月

からの宮崎大学の新しいカリキュラムでは､全学部とも英語の時間は削減となった)｡英語のコ

マ数を増やす､ましてや少人数など､夢のような話である｡そのような状況において､いった

いどうすれば学生の期待に応えられるのか､本学に限らず多くの大学で同様のジレンマを抱え

ているのが現状である｡

アンケー トの余白部分に､専門教員 (1名)から次のような意見が寄せられていた :

｢最大の問題は教える人がいないということでしょう (日本では無理と思います)｡英語教師は ｢医

学研究｣の英語を知らないし､医学研究者は英語を使えても学生に教えるほど暇な人はいない｡本調

査はそこのところをわかっていないのでは?｣

たとえば岡山大学医学部などのように､科目としての ｢医学英語｣教育に携わっている専門

教員 (医師)は日本に数多くいる｡結局は､やる気 ･熱意の問題なのであるが､それはさてお

いても､やはり重要な点は､横山(2004)でも指摘した以下の点である｡ すなわち､初 ･中級の

ESP教育においては､専門教員と英語教員との棲み分けをはっきりさせ､ESP教師の職能を専

門英語-の基礎教育､橋渡し教育として位置づけることが必要である｡そうすることで､英語

教育に対する専門教員からの過剰な期待や､上記のような不条理な失望も減るのではないか｡

参考文献

宮原文夫ほか (1997)『このままでよい か大学英語教育 日･韓 ･中3カ国の大学生の英語

学力と英語学習実態』松柏社

横山彰三 (2004)｢医学分野の専門語桑分析-HumanBiologyの語桑分析からみえるもの-｣

『ESPの実践と研究 第3号』大学英語教育学会九州沖縄支部ESP研究会
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工学系ESPのためのシラバスと教材開発に向けたニーズ分析

-工学系 (久留米工業大学)の場合一一*

山内ひさ子

1.はじめに

ESP(EnglishforSpecirlCPurposes)は基本的に学習者中心主義教育 (Nunan,1988)である｡学習

者のニーズに応えた学習計画を学習者と教師が話し合いを通して企画立案し､教材を選択し､

学習進度も学習者との協議で決めていく教育法である｡そのための第 1歩となるのがニーズ分

析 (Hutchinson&Waters,1980:Robinson,1991:Dudley-Evans,1998)である｡

日本の大学における英語教育でESPを導入する場合､大半の英語の授業が学部別､学科別あ

るいは専攻別に行われているので､履修学生の専門分野は同一である｡従って､学習者のニー

ズ分析を行わなくても､専門英語のジャンルは明白である｡たとえば工学部の学生対象の場合

は工業英語であり､医学部の学生対象の場合は医学英語となる｡しかしながら､学生が本当に

専門英語の学習の必要性を感 じているのかどうか､あるいは専門の教員が学生にとって専門英

語の必要性を認識しているのかどうかを知ることは､英語教員がESPを英語教育に導入する上

では大変重要なことである｡

久留米工業大学では専門の教員の要請を受けて､1995年度よりESP科目を英語のカリキュラ

ムに導入しているが､今回のアンケー ト調査により､ESPに対する学生のニーズと専門教員の

ニーズを分析し､(1)教員が学生にどのような技能をどの程度学習させたいのか､また(2)学生

がどのような技能をどの程度習得することを望んでいるのか の二点を考察した｡さらに､こ

の調査結果を踏まえ､工学部 1年生向けのESP導入科目のシラバスと教材案を試作した｡

(pp.72-78)

2.久留米工業大学のカリキュラムとESP教育内容と現状

久留米工業大学は工学部のみの単科大学であり､機械システム工学科､交通機械工学科､建

築 ･設備工学科､情報ネットワーク工学科､および環境共生工学科の､5つの工学科と大学院

(2専攻)で構成されており､全学生数は約 1500名｡専任教員数は助手を含めると約65名である｡

英語のカリキュラムは 1993年度の文部省の大学設置基準の大綱化以降3回改訂され､現在

ではオーラル系､リーディング系､工業英語系の 3系統の科目が基礎科目から上級科目まで 3

科目ずつバランスよく開設されており､学生は 1年次から4年次まで段階的に各系統の科目が

履修できるようになっている｡(各科目とも半期完結､2単位)そのうち必修科目は学科により

異なり､O革位(外国語科目のうちから4単位選択必修)～8単位である｡上級科目はすべて選択

科目となっているが､1学年の約20% の学生が受講登録を行い､その内の約 50%が単位を取得

している｡

2001年 7月に3,4年生対象に実施したカリキュラムと工業英語科目に関するアンケー ト調査

(山内､2002)では､カリキュラム上に｢工業英語科目があるのは良い｣と回答した学生が63.2%

であった｡それに対して ｢工業英語より一般的な英語を学習したい｣と回答した学生は31.6%

であった｡工業英語科目を受講した感想では､｢工業英語は難しい｣と感じた学生が 55.3%､｢工

業英語は役に立っと思う｣と回答した学生は 52.6%､｢工業英語は必要と思う｣が 52.6% であ

った｡従って､ESP系とリーディング系､オーーラル系の3系統の英語科目で構成されているカリ

キュラムに対し学生からは良い評価を受けており､また､ESP科目 (工業英語)の必要性も過
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半数の学生が認識している｡

次の2点は私が英語教員として約 20年間､学生や専門教員と接して､英語教育に対してどの

ような意識を学生や専門の教員が持っているのか､日頃から感じている点である｡

(1)教員 :大学として英語教育を充実するべきと考えている教員と､学生の質を見てあきら

めている教員が半々｡

(2)学生:英語はできないと自覚しているが､英語は大学生として勉強するべきだと考えてい

る学生と､英語の勉強をあきらめている学生が半々｡ 後半の学生の大半は必修科目は単

位を取得しなければ卒業できないので学習している｡たとえ必修科目であっても､勉強

したくないと考えている学生も若干いる｡

この論文では久留米工業大学のカリキュラムの現状とカリキュラムに対する学生の評価､

ESP科目に対する学生の認識と､今回の統一アンケー ト調査結果､および､私の英語教員とし

て感覚的に捉えてきた学生と教員の英語に対する態度を比較検討し､ESP導入科目のより良い

シラバスと教材を考察する｡

3.アンケー ト調査結果

アンケー ト項目はレジュメの質問内容を工学部用に改訂したものを使い､平成 16年 1月に

実施した｡教員用のアンケー ト調査の回答者は 34名(専任教員 65名中)､学生用のアンケー ト

調査の回答者数は 115名(2年生､交通機械工学科､情報ネットワーク工学科)であった｡全員英

語の必修科目の履修をちょうど終えた段階での回答となった｡

3. 1 工学部の学生にとって英語は必要と思いますか?

工学部の学生にとって英語の必要

性について､教員の回答では 91%が

｢必要｣と回答し､9%が ｢まあ必要｣

と回答し､｢あまり必要なし｣あるいは

｢必要なし｣と回答した教員はなく､

全教員が英語の必要性を認識している｡

それに対して学生の回答では､｢必要｣

と回答したものが37% ､[まあ必要]と回答したものは42% であった｡それに対して ｢あまり必

要なし｣と回答したものが9%｡｢必要なし｣と回答したものは8%であった｡従って､約 8

割の学生が英語の必要性を認めているが､15%程度の学生は英語の必要性を認識していないこ

とが判明した｡教員より学生の方が英語の必要性に対する認識は低い0

3.2 大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか?

教養課程での英語の必要性について､教員の場合､76% が ｢必要｣､21% が ｢まあ必要｣と

回答し､｢どちらともいえない｣と回答した教員が 3%(l名)いた｡ほとんどの教員が教養課程

での英語の必要性を認識している｡ 学生の回答では､41%が ｢必要｣､42%が ｢まあ必要｣と回

答している｡｢あまり必要なし｣ と ｢必要なし｣をあわせると 11% であったので､3. 1のア

ンケー ト項目よりも必要性は若干強く感 じている｡大学の教養課程での英語の必要性は､学生

も強く認識していることがわかった｡
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3.3 専門英語の教育の必要

性はあると思いますか?

専門英語の教育の必要性に

ついての質問に対し､教員の回

答では ｢必要｣と回答したもの

が 67%､｢まあ必要｣と回答し

たものが21% であった｡ 専門英

語の必要性を 90%近い教員が

肯定的に認識していることが判

明した｡しかし､｢必要なし｣と

3.専門英語教育の必要性はあると思いますか?

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田必要

田まあ必要

ロあまり必要なし

巳必要なし

■どちらともいえない

田無回答

回答 したものは3%､｢あまり必要なし｣と回答したものは6%､｢どちらともいえない｣と回答

した｡これらをあわせると､10% の教員は専門英語の必要性を否定している｡学生の回答では

｢必要｣｢まあ必要｣の回答者を合わせると67%であったので､約 3分の 1の学生は専門英語

の必要性をあまり感 じていないという結果が出た｡このように､専門英語に対する必要性の認

識は学生の方が低い｡

3.4 工学部学生に対する英語教育(教養課程)では何を目標にするべきだと思いますか?(複

数回答可)

教員の回答結果

で回答率が高い順

に ｢論文読解力の

養成(73.5%)｣､｢英

会話力(67.6%)｣､

｢工 学 英 語

(Terminology)

(61.8%)｣であったO

学生の回答では 1

位 が ｢英会話力

(60.9%)｣､2位が

4.工学部学生に対する英語教育(教養課程)では何を目標にするべきだと

思いますか? (教員と学生の意識の比較)

工学英語(terminObE)

論文言責解力の兼成

論文作成力の集成

幅広い教暮

発表(プレセンテ-ション)の養成

英会話力

講演/発表Tiとの聞き取り

異文化理解

検定…式J弁

その他

l17

ロ83174 6_529120

l60_9

29.l 8_2

22_74

t29_5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1()0

｢｢工学英語(Temi nology)(47%)｣､3位は ｢論文読解力の養成(31.3%)｣であったので､教員も

学生も同じような内容を目標にするべきであると考えていることがわかったO特に教員からは

読解力の養成が強く望まれていることが判明したO ｢論文作成力｣や ｢発表(プレゼンテーショ

ン)の養成｣､｢講演 ･発表などの聞き取り｣などは教員の約 30% が目標に挙げたが､学生は20%
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程度であった｡理系､文系を問わず､学習内容希望についての大学生対象のアンケー ト調査で

は､｢英会話｣に対する学習希望は60% 以上に達する(山内2002他)ので､今回の調査でも同様

な回答結果であった｡

3.5 工学部において英語のコミュニケーション能力(聞く,話す)の養成は必要だと思いま

すか?

コミュニケーション能力の養成に

関しては､88%の教員が ｢必要｣ま

たは ｢まあ必要｣ だと回答している

が､12%の教員はその必要性を積極

的には認めていない｡学生の回答結

果では､83%の学生は ｢必要(39%)

または ｢まあ必要(44%)｣であると

肯定的な回答であるが､14%の学生は

定的な回答をした｡

｢必要なし (6%)｣または ｢あまり必要なし(8%)｣と否

3.6 専門(工学)教育を実施する上で､現在の学生の英語力はどうですか?

これは教員に対してのみに回答を求めた質

問であったが､｢問題ない｣と回答した教員は

わずか 3%であった082%の教員が ｢大いに

問題あり｣と回答し､6%の教員が ｢少し問題

あり｣と回答している｡このように90%近い

教員は学生の英語力に問題があることを認識

している｡

3.7 3.6に関して｢問題あり｣とした先生へ｡それは具体的にどの部分ですか?

3.6で ｢問題あり｣

の低下｣､③ ｢英文法

力の低下｣､④ ｢英語

表現力の低下｣を挙

げている｡つまり､

英語の ｢聞く､話す｣

能力より､英語の｢読

み､書き｣の能力の

低下がより大きな問

題であると捉えてい

る｡

と回答した教員は､具体的には① ｢英文読解力の低下｣､② ｢英語語嚢力

7.6に関してr問増あり｣とした先生へoそれは具体的にどの部分ですか?

取去力の低下
真部 〕の低下
英作文表現力の低下

英語による口頭表現力の低下

英語のリス二ンクカの低下

その他

′"〟""ー〝"′′′′"∫"'′′′rT""'r.""""一一一'′〝""｢′""∫"'′′′′′′′′′""′′′′一一′T"ー一一一一一′ー""""""一一一一一一｢"〟"""′"′"′′′′"′"ー′…｢′′′I′′′′一一一′ー′√""√ー""′′;

･5 葛

芽宅等;妄き;≒き;妻;垂;≒字事実≒;孝甥 弓三宅琴似 妻;諸家重き;≒三重壬孝孝茸】
安窃群琵諾≡詔実話だ妻琳 ≡諺仰 琵 20

i

浴

裏芸≒:Ill･占a;i111

学萎繁 某≡萎;孝三=:章≡三三;:嘉g::学葵祭繋…≡‡…海幕F:i{x案

仰 鞍萱草萎鞍苧姦類字諾#さま;苧;;;.≡;≒岩手##iT::

0 5 10 15 20 25 301
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3.8 あなた自身は大学の英語教育で何を学びたいですか?どの能力を伸ばしたいですか?

学生に対して､どのような

能力を伸ばしたいかを尋ねる

と､最も多かったのが ｢スピ

ーキング｣で､115名のうち

74名が選んでいる｡｢リスニ

ング｣を選択 した学生数は

115名中40名であった｡学生

は ｢読む､書く｣能力より､

｢聞く､話す｣能力を伸ばし

たいと望んでおり､教員が｢問

題あり｣ と指摘する ｢読む､書く｣能力の養成の希望は30% 台に留まっている｡このように教

員側からの要望と学生の要望にはかなりのズレがあることが判明した｡

3.9 3.8に関してどの程度まで力をつけたいですか?

学生が伸ばしたい英

語の能力の程度につい

ての質問-の回答の ト

ップ3は｢英検準2級｣､

｢工業英検 3級｣､｢英

検 2級｣ であった｡こ

れらの目安は､本学の

学生でも多少努力すれ

ば到達可能な目標であ

ると思われる｡その次

に多かった回答は ｢英

検 1級｣や ｢工業英検

2級｣で､これらの到

達目標はは単に理想的

な目標として選択した

ように思われるO一方､

i6.5に関してどの程度まで力をつけたいですか?(学生)

美模準2敏美搬 敏美検車1故英検l故TOEIC45)点以上TOElC5∝一点以上TOElC6(氾点以上TOEIC700点以上TOEFL40q点以上TOEFL4∈D点以上TOEFL5(冗)点以上TOEFL550点以上工業美掛 故工業英検3故工 業 美境2故 ー-】Illl【0

iI 戟:汝;122伽 白洲 賛汝#;{E銘仙 :;≠:≒榊 ;:怒棚 ≒類語賛英:i≒

E=芹正調 17.諾諾珊 ㌔鞍莞#附 芦諸声拙 芳許2:l章節 苧力投

10拡 召=讃歩112

#桝 諾地 類等賛辞轟類繋EiiifiJ#鞍:E革み

垂垂車 重】

55

_XjEjH-35第#真筆器;草_.fB1

嬉抜染宕##話芸≡#:::i::;

I/{{{---{{=====-3

繋撃方;某瑞#iif]4
′

l

名相 だ≠≠#ま脚 #棚 /ql重宝壬;芸;-;Ji昌併 読方城 群#妻;淵 23

若潮 17
I

TOEICや TOEFLのス

コアを選択した学生が少ないのは､これらの資格試験に対する知識があまりないためであると

考えられる｡

3. 10 現在の英語教育に満足していますか?

現在の英語教育に対して満足度について学生に調査 したところ､｢あまり満足していない

(33%)｣または ｢満足していない(12%)｣と回答した学生の方が ｢満足している (5%)｣あるい

は ｢だいたい満足している(27%)｣と回答した学生を上回っており､半数近い学生が満足して
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いないことが判明した｡久留米工業大

学で｢オーラル系｣､｢リーディング系｣､

｢工業英語系｣ の3系統のカリキュラ

ムを提供しているにもかかわらず､英

語教育に対する学生の満足度が低いこ

とは英語教員が大いに反省しなければ

ならない点であろうが､具体的にどの

ような点で満足していないのかを詳し

く調査する必要があると思われる｡

3.11 工学部における英語教育は何年生まで実施するべきだと思いますか?

英語教育を大学のどの学年

まで実施するべきであるかと

思うかという質問に対して､

現在のカリキュラムで英語の

必修科目が開講されている｢1

-2年生｣ までという回答者

数より､｢3,4年生｣と ｢修

士課程｣を合わせた回答者数

の方が教員も学生も多かった｡

(教員 :32%対65%､学生 :45% 対50%)現在のカリキュラムでは3,4年生でも選択科目とし

て3系統の科目を履修できるようになっているので､学生や教員のニーズに応えた英語のカリ

キュラムを提供していることが確認された｡｢修士課程｣ までとの教員の回答率が 30% 近くあ

ったことを考慮すると､今後､修士課程でも英語科目が選択できるように検討する必要がある

と思われる｡

3. 12 エンジニアとしてどのような英語力が必要だと思いますか?

エンジニアとして必要な英

語力について､教員は① ｢英文

読解力(91.2%)｣､② ｢通常英会

請(73.5%)｣､③ ｢ライティング

(47.1%)｣などの回答が多かった

が ､ 学 生 は(∋ ｢工 学 用 語

(59.1%)｣､② ｢通常英会話

(56.5%)｣､③ ｢英文読解力

(49.6%)｣の順であった｡この結

果は ∃.4での ｢教養課程におけ

9.エンジニアとしてどのような英語力が必要

思いますか?(教員と学生の意識の比較)

美文読解プメ論文fiど)

ライティング(論文､t子メールなど)

通常英会話

工宇美会話

英言寄こJ:る発表･プレゼンテ-シ]ン

工学用語(tbr'Tlrt'bgy)

0 20 40 60 80 1∝I

る英語教育の目標｣に関する質問-の回答や､3.7での学生の英語力の問題点に関する教員-の

質問に対する回答､また3.8での学生の ｢伸ばしたい英語力｣-の回答内容とほぼ一致する｡
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3.13 研究者(大学､研究所)と しての場合と企業で働く場合とで は違うと思います か?

研究者として働く場合と企業で

働く場合の相違についての質問に

対し､教員は ｢違わないと思う｣

-の回答が 53%､｢違うと思う｣

-の回答が41%であり､意見が分

かれた｡学生の回答では ｢違 うと

思う｣｢違わないと思う｣｢どちら

ともいえない｣がそれぞれ約 3分

の1ずつに分かれた ｡ これは学生

10.研究者(大学.研究所)としての場合と企業で働く場合とで

は違うと思いますか?T ｢ ｢ T 喜

教員学生 0 #6,.:"王BagN き敵 襲潤 や田違うと思う日蓮わないと思う□どちらともいえない0%

光弦芽 ′%洲 ■■丘

加配,JJJIJ _‥景

% 20% 40% 60% 80% 10

が将来働く場合､職場の違いにより､英語の必要性の違いについて はまだよくわか っていない

ことを示していると考えられる｡

3. 14 専門(工学)に関する英語の勉強に意欲を持っていますか?

この質問は学生に対してのみになされたが､

｢どちらともいえない｣と回答した学生が51%

を占めた｡意欲を ｢持っている(24%)｣と積極

的な回答をした学生と ｢意欲をもっていない

(25%)｣と否定的な回答をした学生はほぼ同じ

であった｡｢どちらともいえない｣が過半数を占

めていることは､本学の学生は大半の学生が

ESP科目が ｢必修科目であれば受講して勉強す

る｣が ｢必修科目でなければ進んで受講登録はしない｣という態度であることが判明した｡

3.15 専門英語を誰に教えてもらいたいですか?

この質問に対する回答では､学生は専門英語

を ｢現場のエンジニア(39%)｣に教えてもらい

たいと希望するものが一番多かった｡次に ｢ネ

イティブの教員(32%)｣で､｢日本人の教員｣は

23%であった｡現在､工業英語科目はすべて日

本人英語教員が担当しているので､学生は現実

的な選択をするのではなく ｢ないものねだり｣

の傾向が強いことが伺える｡

13.専門英語を誰に教えてもらい
たいですか?(学生)

田日本人英語教
師

Eaネイティブ英
語教師
E3現場のエンジ
ニア

E]その他

3. 16 一般教育の英語教育で､一部専門(工学)への導入(橋渡し)として｢工業英語｣の教育

を実施する際､使用する教材はどのようなものが適当でしょうか?
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これは

教員にの

み回答を

求めた質

問項目で

あるが､

｢専 門

(工学)に

関する初

歩的な読

み 物 (24

名)｣ と

11.一般教育の英語教育で､一部専門(工学)への導入

(橋渡し)として｢工業英語｣の教育を実施する際､

使用する教材はどのようなものが適当でしょうか? (教員)

専門(工学)に関する新聞記事

専門(工学)に関する一般的な読み物

専門(工学)雑誌

専門(工学)に関する会話集
専門(工学)に関するcAl教材

専門(工学)に関するインターネットのサイト

専門(工学)に関する初歩的な読み物

その他
0 5 10 15 20 25 30

｢専門(工学)に関する一般的な読み物(18名)｣-の要望が突出していた｡ESP教材として教員

が望む内容は専門性の高い教材というよりはむしろ初歩的､一般的な専門に関するリーディン

グ教材であることが判明した｡(pp.72-78にシラバスと教材案および研究全体のまとめを示す｡)

*この論文は2004年 9月に大学英語教育学学会第 43回全国大会でのシンポジウム (｢工学系

ESPのためのシラバスと教材開発に向けたニーズ分析｣)で発表した内容に加筆 したもので

ある｡
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シラバスデザイン･教材例

一九州共立大学工学部編-

1. 九州共立大学工学部の英語教育

1.1新カリキュラム

中野 秀子

九州共立大学工学部では英語のニーズの多様化､工学部としての専門性 (ESP)の必要性に

対応した英語教育を目指して､2002年度より新カリキュラムに移行した (完成年度 :2005

午)｡新カリキュラムの詳細は次のとおりである :

1年:ReadingI,ⅠⅠ (各 1単位必修)､基礎英語 (1単位選択)

2年:英語表現Ⅰ,ⅠⅠ (各 1単位必修)､communicationI,ⅠⅠ (各 1単位選択)

3年:実践英語Ⅰ,ⅠⅠ (各1単位選択)(TOEIC/TOEFL/工業英語/英会話コース)

1.2学習支援体制

大学生の学力低下が問題になっているが､勤務校も例外ではない｡2003年4月より学習支援

センターが設立され､全教員によるチューター制で積極的な学習支援が開始された｡この制度

は各教員が毎週 1コマ学習支援センターに待機し学生からの質問に応じるものである｡教員の

専門分野以外に教養科目の指導も含まれる｡学習者は前回の講義でわからなかった数学の内容

などについて個別指導を受けることができる｡ さらに､同年､教養の英語 ･数学の教員による

StepUp講座が開講され､所属の教員のリレー方式で基礎学習指導が行われるようになった｡

2004年には英語 StepUp講座はさらに学生のニーズにあわせ､基礎文法講座 ･英会話講座 ･

e-leaning(TOEIC対策)講座の3分野に細分化された｡

2. アンケー ト調査

上記の状況を踏まえて､2003年 1月に工学部 1年生､4年生､教員を対象にESPに関するア

ンケー ト調査を行った｡

2.1方法

工学部 1年生68名､工学部4年生98名 (工学部の25名の教員の講座所属4年生)､工学部

専門教員 25名 (機械工学科/建築工学科/土木工学科/電気 ･情報工学科/地域環境工学科 ･環境

科学科)に対して2003年 1月に実施アンケー ト調査を行った｡

2.2アンケー ト

アンケー トの内容は下記のとおりである｡
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Ql工学部の学生に英語は必要と思いますか (必要 ･まあ必要 ･あまり必要なし･必要なし･どちらとも

いえない)

Q2大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか (必要 ･まあ必要 ･あまり必要なし･必要なし･

どちらともいえない)

Q3専門英語の教育の必要性はあると思いますか (必要 ･まあ必要 ･あまり必要なし･必要なし･どちら

ともいえない)

Q4工学部学生に対する英語教育では何を目標にすべきだと思いますか

Q5あなた自身は大学の英語教育で何を学びたいですか/どの能力を伸ばしたいですか

Q6どの程度まで力をつけたいですか

Q7現在の英語教育に満足していますか

Q8工学部において英語コミュニケーション能力の養成は必要だと思いますか

Q9工学部における英語教育は可能ならば何年生まで実施するべきだと思いますか

QIO工学部出身としてどのような英語力が必要だと思いますか

Qllそれは研究者としての場合と企業人になる場合とでは違うと思いますか

Q12専門(工学)に関する英語の勉強に意欲を持っていますか

Q13専門英語をだれに教えてもらいたいですか

Q14工業英語検定試験等の技術英語検定試験指導は必要ですか

3 アンケー ト結果

3.1英語教育の必要性 (0ト03)

qlの英語の必要性に関して､必要だと答えたの

は教員 (100%)､1年生 (84%)､4年生 (8

1%)の順であった｡ただし､必要には ｢まあ必

要｣も含まれる (以下同様).また､Q2の教養課

程での英語教育の必要性に関して必要だと答えた

のは教員 (92%)､4年生 (91%)､1年生 (8

4%)の順であった｡q3の専門英語の必要性に関

しては､教員 (88%)､1年 (84%)､4年 (7

6%)の順で必要だと回答している｡これらの結

果から学生 ･教員を含めて英語教育の必要性が非

常に高いことがわかる｡

3.2英語教育の目標 (04) (複数回答)

工学部学生に対する英語教育では何を目標にす

べきだと思いますか｣という問いに対して､1年

は英会話 (53%)･工業英語 (47%)･発表能

力 (25%)の順で回答し､4年は英会話 (49%)

･工業英語 (39%)･発表能力 (28%)であっ

た｡教員は英会話 (64%)･論文読解力 (56%)･
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工業英語 (48%)と回答 した｡ 1年

生と4年生の回答の順番が同じで教員

が2番 目に論文読解力を挙げていると

ころが興味深い｡

これらの結果から､卒論指導をする

にあたり､教員が英語論文読解力を学

生に求めていることが示唆される｡
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3.3伸ばしたい英語能力 (05)･程度

(06)

伸ばしたい英語能力に関 しては 1年で

はSpeaking(63%),Reading(47%),

ListeningNriting(31%)の順で挙げ､4年

ではSpeaking(73%),Reading(30%),

検定試験(27%)をあげている｡4年生に

なると就職活動に関連 して英語の資格試験

-の関心が高くなることがわかる｡さらに､

英語の伸ばしたい程度に関しては英検 2級

を1年 (46%)､4年 (54%)共に1番

にあげ､2番にTOEIC600(1年､21% ;

03専門英語の教育の必要性はあると患いますか

♂

i田4年(98名)!
.甲整員(2時).

04工学部学生に対する英語教育では何を日林にすべきだと思いますか

/r nr-:::5,:::-53:
l

1 ･::/I++-A x一.芦:I~窪■く現≒≒･→-不:､■≡遠
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:田1年(68名)
El4年(98名)

LD教員(25名)

Q5あなた自身は大事の美括教書で何を学びたいですか/どの能力を伸ばしたいですか

i::

ご丁.ヒ¥ XJこ:}::ら.:

S:/+5'_I

::<L-詩i 鼓* ･'_=◆幣

:'■､ 軽

IJ-ディング ライティング スピーキング リスニング 検定拭験

･田4年(i99垂)

4年､24%)､3番 目に1年ではTOEFL500･英検 1級 (16%)､4年ではTOEFL500･700

(14%)をあげている｡
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3.4満足度 (07)

｢現在の英語教育に満足していますか｣の

問いに関して肯定した回答をしたのは1年で

47%､4年で15%であった｡この結果か

ら大学における英語教育が学生のニーズに十

分あっておらず､4年になって専門分野で必

要とされる英語力を十分養っていないことが

推察される｡

3.5コミュニケーション能力の必要性 (08)

｢コミュニケーション能力の養成は必要だ

と思いますか｣の問いに必要だと答えたのは1

年で87% ､4年で82%であった｡学生のコ

ミュニケーション能力の必要性が高いことが

わかる｡また､逆に大学までの英語教育でコ

ミュニケーション能力の養成が十分でないこ

とも推察される｡
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Q8工事跡こおいて英語コミュニケーション能力の暮成は必要だと思いますか
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3.6工学教育実施するのに求められる学生の英語力の現状 (教員06,7)

-1--------1

一方､教員に対しての英語力の現状に関する問いに関しては､大いに問題あり (83%)を

含んだ93%の教員が問題ありと回答し､具体的に英文読解力の低下 (88%)､語糞力の低下

(56%)､作文表現力の低下 (48%)に問題があると指摘している｡この結果を真筆にとら

え､学力低下がいわれている大学生のリメディアル教育を含めた大学英語教育を充実させるこ

とが急務であろう｡
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06.工学教育を実施する上で､現在の英語力は

どうですか

3.7英語教育期間 (09)

Q7.｢問題あり｣とは具体的にどの部分ですか

その他 ;o
L

英語のリス二ングカの低下

英語による口頭表現力の低下

英作文表現力の低下

英語話糞力の低下

英文法力の低下

英文読解の低下

｢英語教育を何年生まですべきか｣の問いに関しては

1年では1年 (47% ),2年 (42% ),3年 (19%)､

3年 (28%),2年 (31%)､4年では､4年 (29%)､

2年 (40%),3年 (19%)､2･1年 (24%)､教

員では､1年 (47%)､2年 (42%)､4年 (6%)

であった｡

3.8求められる英語力とは (010,ll)

0 5

Qgエ字書L=おける其泣暮書は可能ならJf何年生まで集集するべきだと患いま

すか

.E)1年(68名) :

LE)書A(25名).

｢求められる英語力はなんですか｣の質問に対して1年では､英会請 (49%)･読解力 (4

0%)･ビジネス英会話 (37%､)4年では､英会話 (51%)･読解力 (44% ) ･発表 (2

9%)をあげている｡一方教員は､読解力 (80%)･英会話 (60%)･ライティング (56%)

の順であげている｡工学部で教員が学生に最も求めている英語力は読解力であり､卒論や研究

に英語読解力のニーズがあることが示唆される｡

さらに､｢求められる英語力は研究者と企業人とで違うか｣という質問に対して､｢研究者と

企業人とで違う｣という回答が1年で最も多かった (46%)0 ｢違わない｣という回答が多か

ったのは4年 (46% ) と教員 (72%)であった｡この結果から工学部の1年生の英語に対

するニーズが4年生になると変化し､企業人としても英語力が必要であるという認識が高くな

っている｡
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011それは研究者としての場合と企業人lニなる場合と

では違うと患いますか
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3.9専門英語の勉強意欲 (012)
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QI0.=学細出身としてどのような英語力が必要だと思いますか
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:13- ∵

専門英語の勉強意欲に対する質問に､1年の2

9% と4年の36%が ｢意欲を持っている｣と回答

している｡4年になって卒論研究に英語の論文を読

む力が求められていることが推察される｡

3.10今後の専門英語を教える教員 (013)

｢今後の専門英語を教える教員は日本人とネイ

ティブのどちらがよいか｣との質問に､1年では

日本人英語教師(50%)､4年ではネイティブ英

語教師 (62%)を希望している｡この結果から､

日本人教師が教えている現状で満足していない様

子が伺える｡ネイティブ教師を希望している4年

生の理由を再度調査して､よりよい英語教育を目

指す必要がある｡

3.11工業英語検定試験指導の必要性 (014)

h- … ‥i-

.P_垂鼻(_!声卓_)_

a12.書FX工学忙関する英語の地卦こ意欲を持ってい‡すか

齢

知

VJn

-
H

持ってLti 持ってし崎い

11

:0.%

W･40

1

0.刀

ら 0.20

0.10

】0,00

どちらともいえない

】

Q13寺門英語をだれに教えてもらいたいですか

｢工業英語検定試験等の技術英語検定試験指導は必要ですか｣との問いに対して

必要と答えたのは教員 (80%)､4年 (68%)､1年 (59%)の順であった｡
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必要と答えたのは教員 (80%)､4年 (68%)､1年 (59%)の順であった｡

3.12工業英語教材 (教員011)

一般英語教育で､専門の導入として ｢工業英語｣を実施する際の教材を教員に尋ねた Ql1

では､専門に関する一般的読み物 (80%)､CAI教材 (44%)､新聞記事 (40%)という

回答であった｡

去証童;≡i/:.:.印ー;::;

:÷:∫:ン:ヽ//i.責 買.:-:/Jl:J先:i.鞍;#

4.まとめ

011.-般教育の英語教育で､一部寺門への導入として｢工学英語｣の教育を

実施する際､使用する教材はどのようなものが遺切でしょうか?

その他

寺門に関するインタ-ネットのサイト

専門に関するCAl教材

専門に関する会話集

専門雑誌

専門に関する一般的読み物

専門に駆する新聞記事

長安=Jl iljlll10 20

串洪鰍 瑚8
I

:1<i#劣#公共#拡 ち蒜

l

韻斑壬#話Z.調7
l

諺;-;_iSj;i:;謀.≡…某三重妻三三琵
l

害毒毒重視 棚 三宅榔 宅仰 望要害弓

】 人数

0 5 10 15 20 25

教養英語､専門英語としてのニーズは教員､学生ともに高く､英語教育の目標としては学生

は英会話 ･工業英語 ･発表能力をあげ､教員は論文読解力を上げていることが注目される｡さ

らに､現行の英語教育に問題があるという点を約8割の教員が指摘し､具体的に英文読解力の

低下､語嚢力の低下､作文表現力の低下をあげているOまた､工業英語検定試験などの目的 ･

ゴールを明確にした､すなわち､ある意味数値目標を掲げた､英語教育の指導を教員 ･学生の

両方が求めていることがわかった｡このような､教員､学生のニーズを把握した､シラバスと

教材作成を目指す必要がある｡
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九州沖縄地区大学におけるESPニーズ分析

一宮崎県立看護大学看護学部における事例-

0.はじめに :調査の目的

川北 直子

国内大学の看護学部における英語教育のためのニーズ分析はこれまでも研究事例があり､担当す

るクラスを対象としたものと､全国的傾向を観察するためのものが見られる｡園城寺他(2004)は､全国

の看護系大学の専任教員と200床以上ある病院の看護師を対象とした統計調査報告を行っている｡

そういった背景の中で､本稿は､あくまでも教育実践現場におけるニーズ分析を行い､それによって新

たなシラバスデザインと教材開発を試み､教育実践の向上につなげる､とい った過程の事例を示すも

のである｡

報告者が授業を担当している宮崎県立看護大学のカリキュラムは､｢生命の尊さを知り､人々の生命

力を高め､心に働きかけ､人々のセルフケア･セルフコントロール能力を手助けできる看護職者の育成

を目指し､科学的なものの見方･考え方を育てながら､体験を通して看護学の概念を身につけることが

できるように､一般教育と専門的教育とを体系的に統合して編成｣されている｡一般教育にあたる｢普遍

科目群｣の中には､｢自然界と看護｣､｢人間社会と看護｣､｢個の尊重と看護｣､｢文化と看護｣の領域が

あり､英語科目は｢個の尊重と看護｣グループとして｢その人の心に働きかける｣看護コミュニケーション

能力育成のための前段階的役割の一部を担っている｡現行カリキュラムの中では､1･2年次に必修科

目である英語Ⅰ～IVを設置､選択科目は各年次に設置している｡

本報告では､このようなカリキュラム全体における英語科目の位置付けを前提として､1看護大学に

おける英語教育-のより具体的なニーズの調査･分析を試みる｡

1.調査対象

看護学科の1年生 ･4年生 ･教員を対象としたアンケー ト調査を行った｡アンケー ト回答者

は､看護学科の1年生 (2003年度)88名 ･4年生 (2004年度)75名 ･教員 21名 (内看護専

門教員 19名,基礎科目教員 1名,普遍科目教員 1名)であったO

2.調査の方法

アンケー トは今後の英語教育の質的向上のためのものであることを明記し､無記名により実

施した｡学生に対するアンケー トの質問内容は､Ql日本人看護師に英語が必要か､Q2大学教

養課程で英語は必要か､Q3専門英語教育の必要性､Q4看護学部学生に対する英語教育の目標､

Q5大学の英語教育で伸ばしたい能力､Q6どのレベルまで力をつけたいか (能力試験など)､

q7英語教育に満足しているか､q8看護学部で英語コミュニケーション能力の養成は重要か､

Q9何年生まで英語の授業は実施すべきか､QIO看護師として必要な英語力､Qll臨床ナースと

研究者では必要な英語力が異なるか､Q12専門英語の習得に意欲を持っているか､Q13専門英
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語を誰に教えてもらいたいか､という項目であるO 一方､教員に対しては､上記 (Q5､Q6､

Q7､Q12､Q13を除く)の他に､専門教育を実施するうえでの学生の英語力の評価､一般教育

で行う ｢看護英語｣のための適切な教材､などについて質問した｡

3.調査結果

3. 1 日本人看護師に英語は必要か

この質問に対して､教員は62% が｢必要｣､

｢まあ必要｣まであわせると100%が英語の必

要性を感じている回答を示した｡学生も､｢まあ

必要｣まであわせると80%程度の回答者が英語

の必要性を認めており､傾向としては､看護分

Ql日本人看護師に英静ま必要と患いますか

0% 50% 100%

白必要

田まあ必要

ロあまり必要なし

ロ必要なし

E3どちらともいえない

野では学生を含め､英語の必要性を感じてい

るといってよいと考えられる｡

ただし､グラフを見ると､より積極的に英語が必要と考えている回答者の割合が高いのは教員であり､

比較的学生のほうが職業的実用性に疑問を感じていることが読み取れる｡ 園城寺ら(2004)の全国調査

では､現場ナースの英語の使用頻度について､極めて低頻度であることを報告している｡ほとんどの学

生が卒業後臨床現場に出ていることを考えると､このデータは､職業上の道具としての英語という意識

が学生に薄いことにつながるであろう｡

本アンケート中の4年生のコメントの中には､｢自分が就職する病院では外国人のお産が時々あると

聞いたので､必要かなあと思った｣というものがあり､4年生になると､進路の決定にともなって､目を向

けている現場によって英語の必要･不必要の違いがはっきり分かれてくるため､1年生の回答内容とは

含まれる意味がかなり違うことも推察される｡

教員と学生の意識の違いに関連して､教員が看護師に必要と考えている英語の種類と学生が看護

師に必要と考えている英語の種類の相違について後ほどふれることにする｡

3.2 教養課程での英語教育の必要性

｢大学教養課程で英語教育の必要はあると

思いますか?｣ という質問に対して､教員は

｢まあ必要｣ まであわせると100%に達した｡

学生も､かなり高い割合である程度必要だと

感じていることがわかる｡また､回答の内訳

から前の質問と比較すると､教養課程での英

語教育について ｢必要｣｢まあ必要｣と答えた

Q2大学教養課程で英語教育の必要はあると思いますか?

(識 5m 1∝粘

囚必要

田まあ必要

□あまり必要なし

ロ必要なL

E]どちらと毛いえない

回答者の多くが看護師に英語がある程度必要と考えている一方で､教養課程での英語教育が必

要だと答えた1年生のうち9名､4年生のうち11名は､前の質問で看護師に英語が必要とは

考えていないこともわかった｡
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3.3 専門英語教育の必要性

｢専門 (看護)英語の教育の必要性はあ

りますか?｣ という質問に対し､｢まあ必要｣

まであわせると､全体的に80%以上が必要

性を認識している｡

3.2のグラフと比較すると､教員は全員が

Q専門(看護草)英語の教育の必要性はあると思いますか?

0% 50,i 100%

巳必要

ロまあ必要

【コあまり必要なし

ロ必要なL

Pどちらともいえない

教養課程での英語教育には必要性を感じてい

るが､専門英語教育の必要性となると少し減っているOこの結果に関連して､口頭でのコメン

トで､｢基本的な英語の力があれば専門英語は必要に応じて覚えればよい｣という意見が聞かれ

た｡

教員と比較した学生の回答の特徴は､3.ト3.3までの3つの質問について意識にばらつきがあ

ることである｡全体的には約70%の1年生､約75%の4年生が看護師にとっての英語､教養課

程での英語教育､専門英語教育すべてが必要であると答えているものの､教養課程での英語教

育をある程度必要だと回答した学生のうち､専門英語の教育の必要性をあまり感じていない回

答者が 10%程度 (1年生9名,4年生8名)いる一方､専門英語教育は必要だが教養課程での

英語の必要はあまり感じていない回答者も5-7% (1年生 5名,4年生 5名)いた｡また､大

学での英語教育は必要としながら､看護師にとって英語が必要か､という最初の質問には必要

性をあまり感じていない回答者が15-17% (1年生 14名,4年生 13名)いたり､1年生には看

護師としての英語を必要としながら大学での英語教育の必要性を感じていない回答もわずかで

はあるがみられた｡専門職者としてどのような能力が必要で､そのために大学で何を学ぶ必要

があるのか､という学習の方向性が､学生にはまだ定まっていない傾向がみられた｡ニーズ調

査を学生に行う場合､｢何を学習すべきなのか｣という点についてはまだ認識にばらつきがある

ことを念頭におく必要があるだろう｡

3.4 看護学部における英語教育の目標

｢具体的に看護学生に対する英語教育 (教養

過程)では何を目標にすべきだと思いますか?｣

という質問に対しては､学生は英会話能力､

看護英語､異文化理解が多かった｡それに対し､

教員側は､項目別に顕著な差はあまり見られな

いものの､論文読解力を重視しているのが最も

大きな違いである｡

報告者の予想以上に学生のニーズが高かった

のは､異文化理解である｡実習先で文化 ･習慣

の異なる患者さんに接する機会をもった経験

も影響しているのではないかと思われる｡

とくに4年生では､看護英語とほとんど変わら

ない関心の高さを示しているO
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Q看護学生に対する英語教育(教養課程)では河

を日棟にすべきだと思いますか?(複数回答可)
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3.5 大学での英語学習における学生の関心

学生のみに｢あなた自身は大学の英語教育で何を

学びたいですか/どの能力を伸ばしたいですか?｣と

いう質問を行った｡ 前の質問で英会話能力の養成に

目標がおかれていたこととも関係して､1年生も4年

生もスピーキング､ついでリスニングに関心､があるこ

とがわかった｡ 教員側が｢学んでほしい｣と期待して

いるリーディングについては､学生の関心は非常に

低く､必要な技能習得を目的とした学習-の関心を

高めるためのシラバス･教材を用意することがESP

教員の役割の1つとい えるであろう｡

3.6 学生が目標とする英語のレベル

Qあなた自身は大学の英語枚青で何を

学びたいですか/どの能力封申(乱.た

いですか?(複数回答可)
80

70

60

50

40

30

20
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0

■■■■ー■●■
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某葉栗I:::I.Hi..･i.樅f･;:三幸完:::.X 訴≡;三遷it三;くま童;素瓶 ;;;三;;≡;

目標とする英語のレベルを資格試験の級･点数で尋ねたところ､特にTOEFL,TOEICについて

｢レベルがよくわからない｣というコメントが多く

戻ってきた｡本学学生に比較的なじみのある

英検では｢2級｣が回答として多かった｡

学生が看護師として目指すべき英語力を明確

に理解しているとは考えにくい ため､入学時平均

が準2級レベルである学生にとって､このレベ

ルはどちらかというと実現可能な次の目標であ

るようにも考えられる｡

点数では回答が難しいようだったが､4年生

には質的なコメントが見られた｡具体的には

｢日常会話レベル｣(4名)､｢現場で困らない程

度｣(3名)､｢ある程度｣(1名)といったもので

あった｡1年生にはこのようなコメントが出て

いないことから､専門領域の学習が進み､実習

Q(前の質問に関して)どの程度まで力を

付けたいですか?(複数回答可)

無回答

その他

TOEFLO(力点

TOEFL550点

TOEFL500点

TOEICBa)点

TOEIC700点

TOEI(刃00点

英検1級

英検準1級

英検2級

英検準2扱

襲禁照蓑
-杉 #他 室藍

0 10 20 30 40

経験をふんだ4年生には､英語のレベルに対しても漠然とした目標を持っていることが読み取れる｡学

習意欲と学習効果を高めるために重要なのは､学生が目標としている英語の質が具体的にどのレベ

ルにあたり､目標レベルに到達するためには何が必要なのか､ということを､教員と学生が共有すること

である｡そのためには､まずは､学生のコメントにあった｢日常会話｣｢現場で困らないコミュニケーション

能力｣についての分析が必要とされると考える｡

3.7 現在の英語教育への満足度

｢現在の英語教育に満足していますか?｣という質問に対して､ 1年生は ｢満足している｣､

｢だいたい満足している｣まで含めると61%になる一方で､4年生については､｢満足してい

ー 37-



ると答えた4年生は4%で､だいたい満足して

いると答えた学生をあわせても35%である｡

一方､｢あまり満足していない｣､｢満足していな

い｣学生をあわせると46%という高い数字を示

している｡

本学は1997年4月に開学し､完成年度をす

ぎた2001年度以降､カリキュラムの見直しを

継続的に行い､いくつかの大きな再編成を行っ

てきた｡調査対象となっている4年次生は､

ちょうどカリキュラム再編成を開始した年度に

入学した学生であり､現1年次生と現4年次生

には下のようにカリキュラム上の相違がある｡

現 1年次生

semester 設置科目

1 英語 Ⅰ(Listening)(必修)

英語講読Ⅰ(Extensivereading)(選択)

2 英語 ⅠⅠ(総合)(必修)

3 英語ⅠⅠⅠ(総合)(必修)

4 英語 ⅠⅤ (総合)

英語講読Ⅰ(comprehensivereading) (選択)

5 応用英語 Ⅰ(選択)

比較文化概論 (選択)

6

7 応用英語 ⅠⅠ(選択)

英語講読 ⅠⅠ(選択)

8 英語表現法 (選択)

その他 :海外英語研修 (選択)全学年

Q現在の英語教育に満足していますか?

:
,:
,
.o

J
..:,I.,･I:
,,

･

､<'TL･JJ
･

).,7-,
:
1h:
,I,,.
[

''J･,,Q･
.:
,:

現4年次生

050003020hU

semester 設置科目

1 英語 Ⅰ(総合)(必修)

2 英語 ⅠⅠ(Listening)(必修)

3 英語 ⅠⅠⅠ(総合)(必修)

応用英語 Ⅰ(選択)

4 英語 ⅠⅤ (総合)(必修)

応用英語 ⅠⅠ(選択)

5 英語講読 Ⅰ(選択)

6

7 英語講読ⅠⅠ(選択)

その他 :海外英語研修 (選択)全学年

1年生と4年生とでは､選択科目の種類､学習段階の設定などが現在の新しいカリキュラムと

若干異なる｡人員的な条件もこの2つの年度で異なるため､回答内容の比較が困難である｡ カ

リキュラム再編は､段階的学習到達目標をより明確にするために行われたもので､その点が今

後4年次生の満足度に影響を与えるのかどうか､観察を続けていかなければならない｡

また､不満の理由として､｢英語の学習に時間がかかりすぎる｣という欄外コメントがあり､

学習時間および学生の負担感がこの数字に表れているとも考えられる｡ この点が不満の理由と

して強いとすれば､カリキュラム再編後の学生に同様のアンケー トを行っても､満足度は上が

らないことが予測できる｡ いずれにしても､学生の回答の意味がもっと具体的にわかるよう､

アンケー トの内容自体も検討する必要がある｡
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3.8 教員からみた学生の英語力

英語学習による負担感を訴える学習者がいる

一方で､学生の英語力について半数近くの教員

が ｢大いに問題あり｣ ｢少し問題あり｣ と答えて

おり､教員側はもっと英語の力をつける必要性

を指摘している｡このギャップを埋めるために

は､取り組まなければならない課題が2点ある

と考えられる｡ 1つは､学習者の大学入学時点

Q,専門(看護)教育を実施する上でt現在の

学生の英語力はどうですか?
問題ない

5ヽ

どちらともいえ

ない

47ヽ

での英語の基礎力の引き上げのための取り組みを

行うこと､もう1つは､専門科目との連動学習の可能性などの調査を行い､大学内での英語教

育の効率化をさらに検討していくということである｡

3.9 学生の英語力における問題領域

過半数を占める ｢学生の英語力に問題あり｣と

答えた教員に対し､技能の種類としてどのような

技能が問題ありか､という質問を行ったところ､

｢英文読解力の低下｣､｢語糞力の低下｣が特に

問題視されていることが概観できる｡

この教員側の問題意識は､学生側の意識とずれ

が見られる｡この点については､後ほどもう一度

ふれることにする｡

3. 10 コミュニケーション能力の養成の必要性

｢看護学科において英語コミュニケーショ

ン能力の養成は必要だと思いますか?｣とい

う質問について､｢まあ必要｣まであわせると

ほとんどの回答者が必要性を感じていた｡

読解力養成のニーズが高い教員も､コミュニ

ケーション能力もまた重要と考えていること

がわかる｡

Q.学生の英語力に関して｢問題あり｣とした先生へ｡

それは具体的にどの部分ですか｡(複数回答可)

その他

美丘のリス二ンクカの低下

英花によもD印表現力の低下

英作文女現力の延T

美;-..-i;Sの色下

英文)主力のせT

英文桝 の億T

0 2 4 6 8

Q看護学科において英語コミュニケーション

能力の養成は必要だと思いますか?

0% 50% 100%

El必要

【コまあ必要

口あまり必要なし

口必要なし

【コどちらともいえない

特に､初めに述べたとおり､本学の英語科目では､｢ひとりひとりの心に働きかける｣力を育てる看護

学習-の前段階的役割を担う位置づけあるため､英語学習を通したコミュニケーション能力の養成が

求められている｡

3. 11 大学における必要な学習期間

｢看護学科における英語教育は何年生まで実施すべきだと思いますか?｣という質問に対す

る回答には､ばらつきが見られた｡
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前に示したように､現在本学では､必修科目が

1-2年次に置かれているが､カリキュラム再編

成の際､選択科目を各セメスターに増設し､それ

ぞれのニーズに応えている｡

3. 12 看護師に必要な英語力

前述の通り､教員側は学生の英語読解力が低下して

いることを特に問題視していた｡｢看護師としてどの

ような英語力が必要か｣という質問に対しても､教員

は､通常英会話と英語読解力に同じくらい高い必要性

を感じていることがわかる｡学生のほうは､1年生も

4年生も共通して教員同様通常英会話の必要性を高く

感じている｡一方で､英語読解力の必要性については

学生はあまり感じていない｡通常英会話についで必要

と感じているのは､診療英会話力や医療用語となって

おり､あくまでもコミュニケーションに必要な英語力

を重要視している｡

Q看護学科における英語教育は何年生まで実施

すべきだと思いますか?

0% 50% 100%

宙1年生

□2年生

□3年生

□4年生

口必要ない

Q看護師としてどのような英語力が

必要だと思いますか?
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3. 13 研究のための英語力と臨床現場で必要な英語力の違い

看護師として必要な英語力について､｢研究とし

ての場合と一般の看護師になる場合とでは違うと思

いますか?｣ という質問については､教員も学生も

共通して ｢違うと思う｣ が7割程度を占めている｡

Qそれは研究(大学､研究所)としての場合と一般の

看護師になる場合とでは遭うと思いますか?

ただし､先に述べた通り､その内容については､教 '年生

員は読解力を重視している点で学生と異なる｡ 教員

のほうが ｢違わないと思う｣という回答の比率が

0% 50% 100%

団違うと思う

ロ違わないと思う

ロどちらともいえない

少しだけ高いのは､必要性を感じている英語力の内容が学生のイメージと異なるためであろう｡

3. 14 専門 (看護)英語学習への学生の意欲

｢専門 (看護)に関する英語の勉強に

意欲を持っていますか?｣ という質問に

ついては､全体的にあまり意欲が高いと

はいえなかった｡ただ､看護大学生の意

識を最もよくあらわしているのが､｢どち

らともいえない｣という回答の多さであ

Q専門(看護)に関する英語の勉強に意欲を持って

いますか?

0ヽ

る｡ 必要な学習の方向性が学生に見える

ような援助の必要性を示唆する結果といえるであろう｡
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正l持っている

【コ持っていない

[】どちらともいえない



3. 15 専門英語の指導教員に関する学生のニーズ

｢専門英語をだれに教えてもらいたいです

か?｣ という質問については､1年生と4年生

で類似傾向が見られ､ネイティブ英語教師が最

も高く､ついで日本人英語教師であった｡

大学での教養英語と専門 (看護)英語の教育

の必要性に対する学生の意識に関連して､この

結果は､学生にとっては､専門 (看護)のため

の英語の指導というより､あくまでも教養課程

5
0
5
0
5
0
5
0
5
0

4
4
3
3
2
2
1
1

Q専門英語をだれに教えてもらいたいです
か?

;至;護
;;…≡F:

至;:.三条:.:i.::::H

'∴#::.:.X:.-ii:;;S

言 草 - ∴ 予

での英語教育の延長線上に専門英語があることを示唆しているように思われる｡

3. 16 看護大学教員からみた適切な看護英語教材

最後に､教員のみを対象として､専門科目-の橋渡

しとして看護英語の教育を実施する場合の適切な英語

教材についての意見を求めた｡

回答で最も多かったものは､専門 (看護)に関する

一般的読み物であり､ついで専門雑誌があげられた｡

学生の専門学習段階と英語力とのバランスで､必修科

目が設置されている1-2年次に専門雑誌などを読ま

せることは難しいが､学生の関心と個人差に応じた教

材を用意し､個々のレベルや興味にあった教材利用が

可能なシラバスを提供することは十分可能である｡

また､最近よく素材として活用されるインターネッ

トのサイ トなどは､看護大学教員の視点からは適切と

一般教育の英語教育で､一部専門(看護)への

導入(橋渡し)として｢看護英語｣の教育を実施す

る場合､使用する教材はどのようなものが適切

でしょうか? (複数回答可)
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みなされていないのも特徴的である｡口頭でのコメントにより､｢正しい情報を選択する能力が

なければインターネットの情報を安易に取り入れるべきではない｣とのコメントも聞かれた｡

4 考察

園城寺他(2004)は､全国調査の結果､看護集団からのニーズについて､｢一般的英語の使用頻

度は実際の臨床の場でも看護教員の場合でも非常に少ない｣という点と､しかし ｢臨床で役立

つ英語-のニーズは高い｣という点をあげ､ESP的視点からの英語教育が強く望まれている､

と報告しているoそして､カリキュラム-の示唆の1つとして､ニーズに的確に応える有効な

方法は､当然ながら看護英会話､看護専門用語などの科目をカリキュラム中に設定することで

あると示唆しているOこの示唆そのものは本当に当然のことで､本報告におけるニーズ調査に

おいても､看護英会話 ･看護専門用語の学習には比較的高い関心があることがわかった｡発達

年齢に応じた動機付けという点から考えても､専門科目の学習段階と学習者の関心に応じた学
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習内容を提供することは必要であると考える｡

ただし､専門英語的な内容の提供については､動機付け以外の面で根本的な課題が残されて

お り､ここでは2つの未解決課題 :看護英会話と専門用語学習について議論したい｡

4.1 看護英会話

看護英会話についての現在の問題は､実のところ､一体 ｢看護英会話｣とは何だろうか､と

いう客観的分析がきちんと行われていない､というところにあると考える｡全国調査報告の中

で､看護英会話や専門用語の授業の職場での効果について質問しているが､90%の回答者が

｢まったく､あるいはあまり役に立たなかった｣と答えており､その理由としては ｢使 う機会

や必要がない｣という理由のほかに ｢実際の場で役立つ内容でなかった｣という答えが報告さ

れている｡これはまさに､看護英会話についての適切な分析の必要性を示唆するものである｡

看護英会話で最も重要なのは当然看護対象者との会話である｡川北 (2002)で述べているよ

うに､実際の看護の現場でのコミュニケーション記録を読んでいくと､看護職の方々が看護 し

ていると実感する会話内容と､現在市販されている看護英会話の教科書が扱っているものとの

ギャップが非常に大きいというのが現状である｡そして､キーワー ドとなる ｢臨床で使える英

会話｣ という目標の意味を丁寧にESPシラバスデザインに取り入れると､会話の内容は生活全

般に広がることが見えてくるはずである｡ 現在看護英会話本として使われている教材の問題点

は､いわば ｢レス トランでのオーダーとか買い物のときの店員とのや りとりといったマニュア

ル的シナリオを日常会話ととらえて､対象 ･状況に応 じた本当の意味でのコミュニケーション

がいつまでたってもできるようにならない｣というような問題点と似ているように思われる｡

したがって､ニーズ調査の結果､看護学生のために英会話能力の養成が少なくとも必要である

と認識されたならば､ESPテキス トの見直しという大きな作業が必要となると考える｡

4.2 専門用語学習について

第2点は､看護専門用語学習についての課題である｡看護英語の授業を提供することが学習

者の学習意欲づけにもなりうる､と述べた｡一方で､園城寺らの全国調査報告において､前述

の ｢看護英会話や専門用語が現在の職場で役立っているか｣という質問に対し､｢あまり役立っ

ていない｣､もしくは ｢まったく役立っていない｣と答えた約 90%の回答者があげたそのほか

の理由が､｢忘れてしまった｣｢しっかり身についていなかった｣というものである｡特に1--

2年次の英語で専門英語を覚えても､継続 してふれたり使ったりしなければ2-3年後に就職

する頃には忘れてしまうというのは当然といえば当然である｡勤務大学でも看護や健康に関わ

る基本的な用語は授業の中で扱っていながら､3年次の実習では記憶に残っていないというの

が実状である｡

この問題の解決策としては､長期記憶に残る語嚢指導方法を見出すか､あるいは少なくとも

記憶 した語嚢は忘れることを前提として､必要になったときに再び自分でアクセスしやすい語

嚢教材を提供する方法が考えられる｡実際の取り組みについては ｢シラバス案 ･教材開発-の

取り組み事例｣で報告する｡
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4.3 異文化理解について

考察の最後に､意外と学生の関心が高かった異文化理解について､看護大学生の学びとの関わりと

いう視点から考察する｡

園城寺らの全国調査研究では､英語圏の文化に対象を限定して､文化 ･背景知識の学習の必

要度を調査し､約5割の看護職者が文化 ･背景の知識の学習を大変 ･あるいはやや重要と考え

ていると報告されている｡ ただし､看護職者にとって必要な異文化理解とは､英語圏に限定さ

れるものではなく､看護活動の対象となりうるすべての文化背景を含むものでなければならな

いと考える｡

異文化についての学習が看護専門分野に役に立っのか､という点については､直接的効果と

間接的効果があると考えられる｡直接的には､現場で外国人の患者さんのケアが必要になった

とき､または国際ボランティアや海外での看護職を選んだ場合､特定の文化の学習は避けるこ

とのできないものであるO

間接的効果というのは､ここでは ｢看護とは何か｣ という大前提をもとに､看護学生の対象

に対する観察力に関わる効果を意味している｡看護とは､｢病気や症状だけでなく､対象となる

その人の全体像を正しく観察し､適切なコミュニケーション技術により､対象者の認識を混乱

させることなく､回復の方向-向かう援助を行うことである｣というのが私なりの理解である｡

したがって､ひとりひとりの心に働きかけるためには､看護対象について､とりまく自然環境 ･

社会関係 ･文化を含めた全体的な観察が必要とされる｡これは決して異文化のステレオタイプ

的な知識をさすのではなく､個人を見よ､ということであるが､異文化における文化背景の学

習によって､学生が自分自身の常識がすべての常識ではない､ということに気づくならば､観

察力を育てる1つの学習内容として意味があるのではないか､と考える｡そのような意味での

効果を間接的効果と呼んでいる｡

5 ニーズ分析まとめ

-看護大学における英語教育に関するアンケート調査分析を通して､ESPに対するニーズについて

1つの特徴的なずれが教員と学生の間に見られた｡教員は論文読解につながる英語読解能力の養成

を求める傾向があり､一方､学生は一般英会話･診療英会話といったオーラルコミュニケーション能力

の訓練を強く求めていることがわかった｡ 専門職につながる英語の必要性､および大学教養課程での

英語教育の必要性､専門英語教育の必要性の意識に関するデータから､｢何を学ぶ必要があるのか｣

という視点からの学生のニーズにはばらつきがあり､一貫性に欠ける回答もあり､その点では教員側の

ニーズを反映したカリキュラム構築､シラバスデザインが望ましいと考える｡

ただし､学生側からのニーズも､学習意欲､学習-の関心につながる重要な要素であり､無視してよ

いものではない｡ESP教員に求められている課題は､教員側からあげられた必要性と学生側からあげ

られた関心をバランスよく組み合わせたシラバスと教材をデザインすることである､という方向性を見出

した｡
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九州沖縄地区大学におけるニーズ分析

一熊本大学医学部医学科編-

安浪 誠祐

0.調査の目的

熊本大学医学部医学科では､1年生と2年生に対して英語教育を実施している｡今回は特に

医学科の教員と学生を対象に､一般 ･専門英語教育に対する実態調査を行った｡現在の状況を

把握し､英語教育に対するニーズを探ることがこの調査の目的である｡

1.調査対象

アンケー トは､医学科の学生 (2003年度)1年生 :100名､6年生 :102名と医学科の専門教

員 (医師)150名に対して実施した｡回答者は 1年生 :60名 (回答率60.0%)､6年生 :58名 (回

答率 56.9%)と専門教員 :128名 (回答率 85.3%)であった｡教員の関心の高さが回答率に顕

著に現われている｡

2.調査の方法

質問用紙を準備 し､それに回答を書き込んでもらい､回収したデータを分析及び検討するこ

とによって今後の英語教育に資するためであることを明記し､正直な意見を聞かせて欲しい旨

を伝え､無記名により提出してもらった｡学生に対するアンケー トの質問内容は､Ql日本人医

師に英語が必要か､Q2大学教養課程で英語は必要か､Q3専門英語教育の必要性､Q4医学部学

生に対する英語教育の目標､Q5大学の英語教育で伸ばしたい能力､Q6どの程度まで力をつけ

たいか (外部検定試験など)､Q7英語教育に満足しているか､Q8医学部で英語コミュニケーシ

ョン能力は重要か､Q9何年生まで英語の授業は実施すべきか､QIO医師として必要な英語力､

Qll開業医と研究者では違 うか､Q12専門英語の習得に意欲を持っているか､Q13専門英語を

誰に教えてもらいたいか､という項目である｡一方､専門教員に対する質問は上記 (Q5､Q6､

q7､q12､q13を除く)の他に､専門教育を実施するうえでの学生の英語力について､一般教

育で行 う ｢医学英語｣ の教材としてふさわしいもの､などについて質問した｡

3.調査結果

Ql日本人医師にとって英語は必要か

3. 1 日本人医師に英語は必要か

この質問に対しては､学生は ｢必要｣とした者が 学生1年

1年生､6年生共に70% を超え､｢まあ必要｣を合わ 学生6年

せると90% 以上がその必要性を認めている｡これに

対して専門教員では ｢必要｣が 85%であり､｢まあ

必要｣まで合わせると98%に達している｡ 専門教員

がより強い必要性を認識していることがうかがえる｡
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3.2 大学教養課程で英語教育は必要か

大学教養課程で英語教育は必要かという質問に対

しては､70% 以上が ｢必要｣｢まあ必要｣と回答し1

年生と6年生でほぼ同様の傾向である｡ 専門教員で

は ｢必要｣ とした者が 83% であり､｢まあ必要｣ま

で含めると90% を超えている｡ やはり､教養課程で

の英語教育に対する期待の大きさが読みとれるが､

どのレベルの英語教育が求められているのかについ

ては別な質問項目で検討する必要がある｡

3.3 専門(医学)英語教育は必要か

1年生は専門に関連した科目を教科目しか履修し

ていないためか､専門(医学)英語教育の必要性を認

識しない者もいるが､80%が ｢必要｣｢まあ必要｣と

回答している｡ 6年生では ｢必要｣｢まあ必要｣とし

た者が93% であり､講義で使用する教科書や論文等

があるために専門(医学)英語教育の必要性を強く認

めている｡ 専門教員は 91%が ｢必要｣｢まあ必要｣

として､その必要性を認識している｡

3.4 医学部における英語教育の目標

1年生(回答者数 :60名)では ｢医学英語｣(40名)､

｢英会話能力｣(35名)､｢論文読解力｣(33名)､｢講

演発表などの聞き取り｣(31名)､6年生(回答者数 :

58名)では ｢医学英語｣(40名)､｢論文読解力｣(33

名)､｢発表能力｣(33名)､｢英会話能力｣(30名)､専

門教員(回答者数:128名)では｢英会話能力｣(84名)､

｢論文読解力｣(72名)､｢発表能力｣(66名)､｢講演

発表などの聞き取り｣(50名)､｢医学英語｣(41名)

が､それぞれ顕著であるO学生 ･専門教員は共に専

門文献を読解するのに必要な ｢論文読解力｣や ｢英

会話｣｢発表｣｢聞き取り｣などのプレゼンテーショ

ンに必要とされる口頭による英語運用能力を目標と

している｡両者の違いは ｢医学英語｣に対する見ら

れる｡これは調査対象者自身が既に習得しているか

どうかで違いが出てくるものと考えられる｡
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Q3専門(医学)英語教育は必要か
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専門教員
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Q4医学部学生に対する英語教
育では何を目標にすべきだと思

いますか(複数回答可)
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3.5 何を学びたいか

1年生と6年生とで同様の傾向である｡｢スピーキ

ング｣｢リスニング｣の口頭による英語運用能力､｢ラ
イティング｣｢リーディング｣の論文や文献を読解し
たり執筆したりする能力の順に並んでいる｡｢検定試

験｣ を目標とする者は極めて少数である｡

3.6 英語力の目標

前項目に対する回答で ｢検定試験｣を目標とする

とした者は1年生6年生共に少数であった｡ 1年生

は高得点を目標とすべきであると考えているが､6

年生は高得点を取ることに拘りを抱いてはいないよ

うである｡外部試験の成績を基に単位認定を行う制

度の下に学ぶ 1年生としては妥当な回答であると考

えられる｡

3.7 現在の英語教育に対する満足度

新カリキュラムの下の1年生は旧カリキュラムの

6年生よりも満足度が高いが､1年生で ｢満足｣｢だ
いたい満足｣ と回答した者が 18%､6年生では 3%

の者しかいない｡昨年度9月まで医学系単科大学で

カリキュラムを作成し専任の英語担当教員がいる宮

崎大学医学部と比較すると､医学部単独のカリキュ

ラムを持たず専任の英語担当教員もいない熊本大学

との違いが歴然としている｡宮崎大学の1年生で｢満

足｣｢だいたい満足｣と回答した者は 53%､6年生

でも15%が同様に回答している｡宮崎大学でもカリ

キュラム改革の結果､1年生の満足度が高いようで
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あるO学部が英語担当の専任の教育を持つことが必

要であると考えられる｡

3.8 医学部で英語コミュニケーション能力養成

は必要か

学生は1年生6年生共に ｢必要｣｢まあ必要｣とし

ている者が80%であるが､専門教員は91%が ｢必要｣

｢まあ必要｣と考えている｡専門教員は国際学会に

出かける機会が多く､学生に対しても英語によるコ

ミュニケーション能力が必要であると考え､その養

成を求めている｡また､英語によるコミュニケーシ

ョンだけでなく日本語によるコミュニケーション能

力の養成も求められるようになっている｡

3.9 何年生まで英語教育を実施すべきか

1年生で ｢1- 2年生｣が 51%､｢3-4年生｣

が 33%､6年生で ｢1-2年生｣が 56%､｢3-4

年生｣が26%と回答しほぼ同様の傾向である｡専門

教員の場合は宮崎大学と同じく ｢5- 6年生｣との

回答が多い｡これは英語担当教員が英語教育を担当

するというよりも､記述回答に他の科目も英語でや

るべきだと記している教員がい ることから専門科目

を英語で行うことの必要性が求められているものと

考えられる｡

3. 10 医師としてどのような英語力が必要か

学生では1年生6年生共に ｢英文読解力｣が上位

を占めているが ｢ライティング｣は最下位である｡

これまでのアンケー ト結果と同様の傾向であるO論

文や文献が英語によるものが多くそのための読解力

が必要と考えられている｡ ｢ライティング｣を必要と

する者が多数でないのは､学生では論文執筆の機会

が少ないことに起因しているためとも考えられる｡

専門教員も ｢英文読解力｣が必要な英語力であると

回答する者が多く､｢通常英会話｣と答えた者に次い

で ｢ライティング｣と回答した者も多かった｡論文

を英語で執筆する機会が多いためだと考えられるO
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Q9医学部における英語教育は何年生ま

で実施すべきだと思いますか

学生1年

学生6年

専門教員

0% 50% 100%

ロ1-2年生 ロ3-4年生 □5-6年生 白必要なし

QIO医師としてどのような英語力
が必要だと思いますかく複数回答

可)

♂

♂

♂
♂
憲

軒

□専門教員 田学生6年 包学生1年



3. 11 研究者と開業医では違うか

6年生は ｢違わないと思う｣との回答が57%を占

めて ｢違うと思う｣の36%を大きく上回った｡これ

は論文や講義で使用されるテキス ト類が英語で書か

れているためと考えられる｡但し､専門教員は ｢違

うと思う｣と回答した者が60%､｢違わないと思う｣

と回答した者が30% であった｡専門教員の中に次の

ように答える者いた｡｢始めから開業医になる訳では

ないので､何とも言えない｡開業医になるにしても､

Qllそれは研究者としての場合と開業医

になる場合とでは違うと思いますか

学生1年

学生6年

専門教員

0% 50% 100%

4違うと思う E3どちらともいえない ロ逢わないと思う

初期教授で英語論文などを読む必要が少

なからずあると思う｡｣研究者と開業医とでは違いという意見であろうかo今回の調査対象に開

業医が含まれていないため推測するしかないが､専門教員の30% が ｢違わないと思う｣と回答

していることから､開業医にも同様の英語力が必要とされているとも考えられる｡

3. 12 医学に関する英語の勉強に意欲を持って

いるか

意欲を ｢持っている｣と回答した6年生が1年生

よりも多数である｡前述した通り､6年生で使用さ

れる専門書や論文が英語で書かれているため､医学

に関する英語の勉強に対する意欲も高いものと考え

られる｡

3. 13 専門英語を誰に教えて貰いたいか

1年生と6年生共に同じ傾向であるが､日本人

英語教師はネイティブ英語教師や臨床の医師に比

べて少数であるO日本人英語教師は初歩的なメデ

ィカル トピックであれば教材として扱うことは可

能であると考えられる｡ネイティブ英語教師であ

っても専門英語の場合は専門的な知識が必要であ

るため､専門英語教育ができるとは限らない｡専

Q12専門(医学)に関する英語の勉強に

興味を持っていますか

学生1年

学生6年

0% 50% 100%

E)持っている E)どちらともいえない t)持っていない

Q13専門英語を誰に教えて貰いたいか

学生1年

学生6年

0% 50% 100%

8日本人英語教師 Elネイティブ英語教師 E)沌床の医師 E)その他

門知識を持っ臨床の医師である専門教員が専門英

語を担当することが適当であると考えられる｡しかし､専門教員はネイティブ英語教師とのテ

ィーム ･ティーチングを行い､ディスカッション､プレゼンテーション､論文のチェック等を

担当することになると考える｡日本人英語教員､ネイティブ英語教員そして専門教員のそれぞ

れの役割を明確にし 6年間で学ぶべき英語教育の目標達成のために充分に考慮したカリキュ

ラムを作成することが必要ある｡
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3. 14 現在の学生の英語力は

｢問題ない｣との回答は僅か9%に過ぎない｡｢少

し問題あり｣｢大いに問題あり｣としたものは 72%

に達している｡

3. 15 ｢問題があり｣ を具体的に

｢口頭表現力｣(46名)｢リスニングカ｣(42名)｢英

文読解力｣(39名)｢英作文表現力｣(35名)｢英語語

嚢力｣(30名)と続いているO学会や研究会などでの

口頭による発表能力と発表の聞き取りそして質疑応

答で必要とされる英語力に問題があり､論文などを

読み解く能力､論文を作成する能力にも問題がある

ということである｡ 英語語桑力とは医学に関わる専

門用語の知識のことである｡国家試験が日本語で行

われるため､疾患や専門用語を英語で覚えようとい

う意欲のない学生が少なくないとの回答もあった｡

更に､専門教員の中からは日本語による表現能力の

低下を指摘するものもあった｡

3. 16 ｢医学英語｣教材として適切なものは

｢専門に関する一般的な読み物｣(76名)､｢専門に

関する会話集｣(51名)､｢専門雑誌｣(45名)､｢専門

に関する新聞記事｣(33名)､｢専門に関するWebサ

イ ト｣(31名)となっている｡医学的知識のない英語

担当教員が扱える ｢医学英語｣の教材は限られてい

ると考えられるが､一般の人を読者とする ｢一般的

な読み物｣｢新聞記事｣｢webサイ ト｣等であれば､

英語担当教員にも取り扱えるものもあると考える｡

｢専門に関する会話集｣には ｢診療英語｣や ｢医学

的 トッピックに関する会話｣が考えられる｡ ｢プレゼ

ンテーション｣訓練のための教材の使用や ｢ER｣な

ど医療を扱った TV番組や映画の使用を希望する自

由記述の回答もあった｡
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Q14専門(医学)教育を実施する上で､現

在の学生の英語力はどうですか

専門教員

0% 50% 100%

EI閉場ない E)どちらともいえない E)少し問JZあリE)大いに間Jlあり

Q15｢問題あり｣とは具体的にどの
部分ですか(複数回答可)

董

凄

専

0 20 40 60

Q161般教育の英語教育で､-

般専門(医学)への導入として

｢医学英語｣の教育を実施する

時､使用する教材はどのような

ものが適切でしょうか(複数回答
可)
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4.シラバスデザインと教材開発に向けて

4.1 現行カリキュラムと問題点

現在のカリキュラムは右表の通りである｡

1年次では､A-1がネイティブ教員による

｢英会話｣､A-2が日本人英語教員による ｢リ

スニング｣､B-1が日本人英語教師による ｢リ

ーディング&ライティング｣そしてB-2が日

本 人 英 語 教 員 に よ る ｢CALL(Computer

AssistedLanguageLeaming)｣である0 2年次

医学部必修外国語カリキュラム
選択者敷くA>:<B>=7:3

<A>英括⑥独持仏括④

1 節期 A-1①A-2①B-1①B-2(令 A②B②(通年)年 後期

2年 節期 D-1(9

くB> 美持⑧ 独持仏括②

1 前期 A-1(令A-2① A②

年 後期 B-1①a-2① (通年)

2年 節期 C-1(彰D-1①

では､C-1､C-2が ｢英会話｣｢リスニング｣｢リ
ーディング&ライティング｣及び ｢CALL｣から2つ選択となっている｡以上の科目を英語担

当教員が担当している｡他学部の授業科目と同じで特に医学部を意識した教材を使用してはい

ない｡2年次のD-1､D-2は専門学部教員が担当する ｢医学英語｣である｡

学生による選択はパターン<A>とパターン<B>の2通りであるが､両者の割合は7:3

である｡つまり､2年次に英語担当教員の授業を履修する学生は30%しかいないということに

なるOまた､｢外部試験等による単位認定制度｣と利用して英語担当教員の英語授業の単位を取

得する学生がいるため､最終的には2年次まで英語担当教員の授業を履修する者は10% 前後し

かいないものと考えられる｡ 但し､｢医学英語｣は ｢外部試験等による単位認定制度｣の対象外

となっているため､100%の学生が履修することになっている｡

4.2 提言

<学部英語専任教員の配置>宮崎大学医学部の場合､前身の宮崎医科大時代から英語担当教

員が学部所属であり､医学部のニーズに応えるようなカリキュラムと教材が使用されていたた

め､学生の英語教育に対する満足度も高い｡本学においても医学部所属の英語担当教員の配置

が望まれる｡ 英語担当教員とネイティブ教員更には専門学部教員の強力な連携関係に基づいた

英語教育を行う必要がある｡｢何年まで英語教育を実施すべきか｣との問いに対する回答にもあ

るが､現行の1･2年生で終了する英語教育ではなく､卒業時点までに行うべき英語教育の目

標を明確にした医学英語教育システムが構築されるべきである｡

<教材 ･動機付け>英語担当教員による授業で使用される教材が一般的な内容のものになっ

ているO医学部学生を意識した教材が選択されれば学習意欲も更に高まるものと考えられるO

勿論､英語担当教員が医学に関する専門的なことは扱えないが一般の人でも理解できるような

医学的な話題であれば対応できるものがあると考えられる｡例えば保健や医療に関するニュー

ス番組やテレビ･映画のようなものであるO

<単位認定制度の見直し>現行の ｢外部試験等による単位認定制度｣ によって恩恵を受けて

いるのは医学部学生がその殆どを占めている｡外部試験で高得点であれば英語担当教員の授業

を免除されるということが､その後の学生の英語力向上に資することになるのだろうか｡ 外部

試験で高得点を取れる学生にはそれなりに高度な英語教育を施すべきではないだろうか｡

<シラバスデザイン>所謂4技能(リーディング､ライティング､リスニング､スピーキング)
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のバランスの取れた授業を展開する｡1･2年次においては専門に関する基礎的な事項を扱い､

3年次以上ではより実践的な論文読解や論文作成､口頭発表や診療英語等に移行する｡英語担

当教員､ネイティブ教員そして専門学部教員とのティーム ･ティーチングを行い､それぞれが

補完し合うようにする｡

5.最後に

文部科学省 ｢英語が使える日本人｣の育成のための戦略構想及び育成計画に示されているよ

うに､世界共通語としての実際に使える英語の習得が求められている｡特に､大学における達

成目標として ｢国際的に活躍する人材等に求められる英語力｣とされ､｢各大学が､仕事で英語

が使える人材を育成する観点から､達成目標を設定する｣と述べられている｡医学の分野では､

研究活動､先端医療情報収集､国際医療協力､そして更に国内における外国人の増加に対応で

きる英語力を学生に付けることが求められていると考える｡

この度のニーズ分析はESP(EnglishforSpecificPurposes)(特別な目的のための英語)の考え方

に基づいたものである｡この分析結果を基に適切なシラバスをデザインすることを目指すこと

となる｡ESPに関心をお持ちでない方にも英語教育のあり方を取り巻くESPの考え方に対する

理解が得られたのであればこのニーズ分析はその役割を果たしたものと考えるO

今後は開業医対象のアンケー ト調査そして更に精密なニーズ分析を行う必要がある｡そのた

めに専門学部の先生方からの忌博のないご助言や更なるご協力をお願いしたい｡

ニーズ分析のためのアンケー ト調査は医学部所属教員及び1年生と6年生の協力なしには実現

できなかった｡ご多忙な中にご回答頂いた皆様に対して謝意を表したい｡
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ConstructingaSurveyInstrumentforMedicalStudents

KathleenBrown

IssuesofforeignlanguageintheuniversitylevelcurriCulumarecomplexandmultifaceted･In

many,ifnotmost,血 versitiesinJapan,somecourseworkinatleastonefbrelgnlanguageisarequired

partofthecurriculum･Theeffectivedesignandimplementationofacurriculumthatsatisfiesthe

needsofstudents,teachers, andadministratorsisacontinualchallengeforthoseinvolvedinthe

plannlngandadministrationofsuchcurricula.

In1993,theMinistryofEducationofTaiwanabolishedthemandatoryEnglishlanguage

requirementforcollegestudentsbecausethenationalcurriculumhadbeencriticizedforfailingto

addressstudentneeds(Chia,Jolmson, Chia, & Olive, 1999). WiththechangesintheEnglish

curriculum attheelementaryschoollevelandthechangingdemographicsanddynamicsofthe

universitysystem,accountabilityinthecurriculumisanissuethatiscomingtotheforefrontinJapanas

well.

Theimpetusforthecurrentstudystemsfromsuchissuesbeingfacedatonesuchuniversity･

Studentsinthemedicalcollegeofaprivate,fouryearuniversityhaveconsistentlygivenpoorratingsto

theEnglishreadingclasstheyarerequiredtotakeasfirstyearstudents.Studentsareaskedtoevaluate

theirclassesastohowwelltheyunderstoodtheclass.ThemainreasonglVenforseveralyearsforthe

lackofunderstan血nghasbeenbecausethestudentshad"nointerest"intheclass.ThisratlnglSin

contrasttotheratmgglVentOtheOralEnglishclassesthatstudentsarealsorequiredtotake.The

currentcurriculumhasbeensuchthatinstructorswerefreetochoosethecontentandmaterialsfortheir

classes.Wh athasresultedisacurriculumwithadisparatevariety ,oneinwhichthestudentswere

glVennOpowertOChoose,astheyweremerelyasslgnedtotheirclassesbystudentnumber.

hameetlngbetweentheEnglishstaff,theDean ,andStudentAdvisorofthemedicalschool,ideas

werediscussedastohowtosolvetheproblem,including movlngtOanESPcurriculum,changlngthe

classestoaTOEFLfocus,ordropplngthereadingclassesaltogether.AsarlrStStepinlookingtowards

revISlngandimprovlngthecurriculum,ltWasdecidedtoflrStgalnabetterofunderstandingofhowthe

studentsviewedthecu汀entCulTiculuminmoredetail.

Oneconstructthatwasofparticularinterestinthisinitialstudywasthatofmotivation.Onan

informalclasssuⅣeytakenatthebeginnlngOfeachacademicyear ,firstyearstudentsinanOralEnglish

class(N-12)areaskedtowritewhytheyaretakingthecourse.Everyyearforthepastfouryears,over

80% ofthestudentshaveresponded,"Becauseit'sarequiredcourse".Thecurrentsurveywas

designedtolookabitdeeperatsomeotherpossiblemotivationsfわrstudyingEnglish.

TraditionalmodelsofmotivationareoRenusedinmotivationsurveys.Gardner'S(1985)model

ofanintegrative/ins加mentalmotivationaldichotomyhasbeenusedincountlesssuⅣeys,andhascome

underquestionforpotentialetlmocentricity(LoCastro,2001,citedinO'Donnell,2003).Newmodels,

buildingonGardner'smodelhavebothre-definedtheintegrativeconstruct,aswellasincludeintrinsic

andintegrativeconstructsonacontinuum,ratherthaninoppositiontooneanother(e.g.,Dornyei,1990;

Irie,2003;Sclm idt,Boraie, & Kassabg y,1996;Williams&Burden,1997).

GiventhatmoreandmoreJapanesestudentsandyoungadu lts aretravelingove rse asfor v a c a tions
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andshort-term study,theconceptofintegrativemotivationisonethatneedstobere-thoughtand

perhapsoperationalizedinamannerdifferenttoitsoriginalconceptionbyGardner(1985)･

As partofthisinvestigation,apilotquestionnairesurveywasdrawnuptotryandgetsomeinitial

feelforwhatthestudents'attitudestowardsandinterestsinlearnlngEnglishare.Thecurrentproject

wasundertakenwiththefbllowlngresearchquestionsinmind:

I)Can asuⅣeybedesignedthatcanhighlightstudents'interestsinandmotivationtowardsEnglish

study?

2)DostudentshaveanyinterestinareadingcomponentinanEnglishcurriculum?

3)DostudentsbelievethatEnglishstudyisofnecessitytomedicalstudentsandmedicaldoctors?

METHOD

Participants

TheparticipantsinthisstudywereflrStyearmedicalstudents,ages18121,atapnvatemedical

collegeinwestemJapan. SuⅣeyswereglVentOStudentsasintactclassgroupsd血 g血elasttwo

weeksoftheschoolterm inJuly2004.StudentswereglVenaminimumof20minutestofinishthe

strrveys. 88surveyswerereturned.Dependingonthestatisticalprogramrun,duetoincomplete

answersheets,theparticipantnum berforanyglVenitemwaslessthan88inmostcases.

Materials

Thequestionnairethatwasusedforthestudywasanadaptationoftwoquestionnairesalreadyin

use.ThefirstquestionnairemodelwastakenfromastudydoneofflrStyearuniversitystudentsina

privatefouryearuniversity(0'Donnell,2003).ThesuⅣeyinstrumenthadinitiallybeenputtogether

byincorporatingportionsoftheBALLIsuⅣeyinstrument(Horwitz,1988)andtheAMTB(Gardner,

1985).ThesuⅣeyhadalreadybeentranslatedintoJapanesefortheO 'Donnellstudy,andtherefore

itemswereuseddirectlyfromthesurvey.TheothersurveyInstrumentincorporatedwasaportionofa

questionnairegiventosecondyearmedicalstudentsatadifferentmedicaluniversityalsolocatedin

westernJapan(Yokoyama,2002).

Allitemswerearrangedona6-polntLikertscale,whichdifferedfrombothquestionnairesintheir

originalfbm. ThemedicalsuⅣey(Yokoyama, 2002)wasnotoriginallydesignedasascaled

instrument,andsoalloftheresponsesweregiveninpercentageform.TheO'Donnell(2003)suⅣey

utilizeda6-polntLikertscale,butdidnotincludeazerooptionfor"Idon'tknow".Thiswasincluded

onthecurrentsurveybecauseitwasfeltthattheparticipantswouldnotbeoverwhelminglydrawn tothis

answeroption,anditwasfeltnecessarytoincludean "Idon'tknow"option,ratherthan forclng

particIPantSintoananswercategory.

Thesurveyconsistsof58items(AppendixA). TheflrSt37itemsareaseriesofbelief

statementsthatarescaledfrom 6-stronglyagreetoI-stronglydisagree.Theitemswerenot

groupedinanyorder,andinthecombinationoftwosuⅣeyInstruments,so血eitemscarriedthe

possibilityofoverlappingwithothers.Thesecondhalfofthesurvey,items38-58,wdsdividedinto

threestatementsconcemngtheneedforlanguageskillsformedicalstudents,forthemedicalcurriculum,

andformedicaldoctors.TheseitemsweretakenfromtheYokoyama(2002)Surveyandwerethen

scaledfrom6to0.
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DataAnalysis

ThedatawasputintoanExcelspreadsheetandcopiedintoan SPSSdatafile.DescnptlVe

statisticsweredeterminedfortheentiresurveyInstrument,andmean scoresforeachvariablewere

determined.Skewandkurtosisvalueswerealsoincluded.Two-tailedPersonCorrelationcoefficients

b<.05)werecalculatedfortheentiresuⅣey(k-58).Therestoftheanalysesrunwereconductedwith

onlytheflrStPOrtion(1-37)ofthesuⅣey,asthisportionwasthemainfocusforthecurrentstudy.The

datawascheckedforoutliers,multi-collinearityandoutlyingvariables.

Although thefinaldatanumberwassmallerthananticIPated,afactoranalysISWasrun aRer

runnlngtheKMO&Bartlett'stest.PrinciplecomponentsanalysISWasrun initially,followedbyan

exploratoryfactoranalysisuslngVarimaxrotationandvarymgextractionmethods:alpha,generalized

leastsquares,maximumlikelihood,andpnncipalaxis.A鮎rsuⅣeylngthedata,theanalyseswererun

agam selectlngfourfactorsanduslngthepnncIPalaxisextractionmethodwithvarimaxrotation.

Ⅵ山ableswithafactorloadingvalueof>.32wereconsidered(Tabachnick&Fidell,2001).

RESULTS

DescnptlVeStatistics

Initialdescriptivestatisticswererunthrough SPSSontheentire581itemsuⅣey(Table1).After

runnlngatwo-tailedPearSonCorrelation,fivevariablesweredroppedfromthedata,resultinglna32

VariabledatasetfortherlrStportionofthesuⅣey. Threeoutlierswerefoundintheresponsedata.

Uponinspectionoftherespondents'answerpattems,ltWasdecidedtoleavethethreeinfortherestof

theanalyses.OnepartlCIPantanSWeredthelatterportionofthestrrveywithall6sasresponses.The

othertwopartlCIPantSChosethe"0-Idon'tknow"optlOnfrequently,although innoapparentorder.It

isdifrlCulttoknowfromthedataiftherewasafatigue/non-interestelement,orifthesewerethe

respondents'加eresponses.

ChronbachalphawascalculatedforthisflrStSection(alpha-.786,N-58,k-32).Withthe

removalofthethreeoutliers,reliability wentupslightlytoalpha-.797(N-55,k-32).Although

Skewnessandkurtosisvalueswerecalculatedforallofthevariables,allthevariables(exceptforthose

showingasoutliersthroughthePearsonCorrelations)werekeptinthedataforftutheranalyses.Itwas

discoveredlaterthatseveralofthevariableswithlargekurtosisvaluesdidnotloadontoanyfactors,

whileotherstendedtojumpbetweenfactors,makingthefactoranalysismoredifrlCulttocomplete.

Thesuggestedminimumsamplesizeforafactoranalysisrangesfrom300(Tabachnick&Fidell,

2001)tothenumberofvariablesplus51(Kin&Mueller,1978,citedinO'Bryen,1996).Thiswould

requlreaSamplesizeof88respondents,whichwasnotattainableafterattritionduetoimproperlyfilled

outquestionnaires(meanvalueswerenotinputintouncompletedanswerspaces.) Giventhesmall

samplesize,aKMO皮Bartlett'stestwasrun･Avalueof･599wasattainedforthe37variableset,Just

underthe･60suggestedmimimum(Tabaclmick&Fidell,2001).Itwasdecidedtogoaheadandrunthe

analyseswiththeunderstandingthattheresultsmightbeaffectedbysuchasmallsamplesize.

AfterrurmlngaPru1CIPalcomponentsanalysesandseveralexploratoryfactoranalyses,the

principalaxisextractionwithvarimaxrotationwaschosentorunwithfourfactors(Table3).Although

10factorswitheigenvaluesover1.00wereidentified,afterlookingattheskreeplot(Figure1)itwas

decidedtoworkwiththesefourfactors.Thesefourfactorshavetentativelybeenlabeledas:
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1)In廿insicmotivation

2)htegrativemotivation

3)Extrinsicmotivation

4)htrinsicnnstrumentalmotivation

DISCUSSION

OfimmediateinterestwerethemeanvaluesforthevariablesontheflrStSectionofthesurvey

(Table1).ThetopandbottomscoringvaluescanbeseeninTable2. Contrarytosomeofthe

discussionsamongthemedicalschooladministrators,thereseemstobeaninterestinEnglish,Withthe

beliefthatEnglishisnecessaryformedicaldoctors.Incontrast,ItemsthattargetedEnglishasaboring

subjectandasrelatedtotheoldmethodsofgrammar-translationrankedqutelowonthescale.

AnOtherinterestlngaspectOfthedatawasfoundinlookingatvariable34,"Englishisnecessary

fordoctors".Therelationbetweenitem34andtheinclusionofstandardizedtestcourses(TOEFL,

TOEIC,etc.)inthecurriculum (V.46,V.51)wasnotstatisticallysignificantinaPearsoncoeEicient

correlation.Theperceptionofthesetestswasfdherinformedbytheirmeanvalues(V.46-3.69,V.51-

3.87)whichweretheonlyitemsinthelatterpartofthesurveyscoringunder4.00.Ratherthandoing

awaywiththereadngclassormerelyreplacingltWithaTOEFLpreparationclass,thereseemtobe

morealtemativesinlookingatdeveloplngtheEnglishc血 culum.

OnesetofvariablesstoodinmarkedcontrasttosimilaritemsintheO'Donnell(2003)study.

Item14,"Englishisusefulinfindingajob"rankedhigher(M-3.23,N-135with3-slightlyagree,

4-slightlydisagree)than"Englishstudyisnecessaryformyfuturecareer(M-3.85,N-135).Although

onadifferentscale(4-slightlyagree,3-slightlydisagree),theoppositeresultswereseenforthemedical

students,with"Englishforfuturecareer"(M-4.40,N-86)rankinghigherthan"Englishwillhelpmeget

ajob"(M-3.03,N-86).AsmanymedicalstudentsareassuredajobuponpassingtheNational

MedicalBoards(onwhichEnglishisnotincluded),thereseemstobeadifferentmotivationalconstruct

atwork.Inmanyuniversities,thefocusonEnglishismovlngtowardsa"certificate-basedcumiculum",
whichoftenmeansTOEICpreparationclassestohelpsupplementone'sresumeforjobhunting.This

doesnotseemtobethecasewiththemedicalstudents.

ThefourfactorsidentifiedalsoseemtobetapplngIntoSlightlydifferentconstructs.FactorOne

isclearlyanintrinsicallymotivatedfactor,includingstudyingbecauseonelikesEnglish(V.8)andwants

tospeakbetter(V.32).TravelandstudyoverseasarethedeflnitiveelementsinFactorTwo,butitis

herethatperhapsthenewconstmctofintegrative motivationcanbeintroduced,asseveralofthe

variablesloadingontothisfactorinCludeshort-term ,ornon-permanentvisitstoaforeigncountry.As

bothwork(V.22)andresearchoverseas(V.20)load ontothisfactor,therecouldbean elementof

extrinsIC,Orinstrumentalmotivationhereaswell.

FactorThreehasavarietyofinterestingvariablesloadingontoit,severalofthemthatwouldnot

makethecutpointbysomestandards(e.g.,Schmidt,et.a1.,1996,withacutpointof.45).Ofspecial

interestaretheESPvariablesatthebottom(V.34-37)indicatingthatEnglishandESPareconsidered

importantbothfordoctorsandaspartofthecumiCulum .Wh atismoreinterestlngPerhaps,arethe

readingvariables(V.21,V.28,&V.30)alongwiththepractice(V.23),repeat(V.29)andvocabulary(V.31)

Variablesthatareloadingonaswell.Thisaddsevenfdhersupporttotheideathatreadingclasses
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shouldbeconsideredforcontinuationinthecurriculum.

FactorFourisaninterestlngCOmbinationofmoretraditionalelementsofinstrumentalmotivation

(V.9,V.14,V.15,V.16)withthemoretraditionalmethodsofleamingalanguage:grammar(V.27)and

translation(V.26).Furtherstudyisneededtolookatthisconstructmoreclearly,althoughitisthis

combinationofvariablesthatheldtogethermostconsistentlythroughseveralfactoranalyses.

0血erstudieshaveshownthat血ereisindeedaninterestandaperceivedneedfわrEnglishamong

medicalschoolstudents.Yokoyama(2002)found88%of100studentssuⅣeyedfeltthatEnglishwas

somewhatnecessaryfordoctors.IntheTaiwanmedicalstudentsurvey,(Chia,et.A1.,1999),reading

waschosenasthemostimportantskill,followedbylistenlngandwntlng,Withspeakingcomlngln

fourth(N-164).A1980surveyfoundthatjustover72%ofallmedicaljoumalsandmagazinesare

publishedinEnglish(Maher,1986,citedinChia,et.Al.,1999).Itistroublesome,therefore,tosee

suchaheateddebateagalnStthecontinuationofareadingcurriculum,andconcermngthecontinuation

ofEnglishatall,atthecurrentsite.

Limitations

As withanystudyofthissize,theresultsareplaguedwiththepossibilityofproblemsofvalidity ,

particularlyinregardstothefactoranalysisfindings.Forthecurrentstudy,pilotingandsamplesize

areindeedproblems,astheentirestudentbodyofflrStyearStudentsisJustoverloostudents.One

waytohelpfilloutthesenumbersmightbetoinsertmeanvaluesinareasleftblankfortheupcomlng

factoranalyses.

Asapilot,thedataisinformative,butnotconclusive,somuchfdherworkneedstobedone.

Theredoesseemtobepromise,however,thatthestudentsdocarrymoreinterestln,andideasabout

theirEnglishcurriculun thantheyseemtobegettlngCreditfor,andthatiswhatisnotbeingcapturedon

thelittlesuⅣeytheycompleteeveryfortheschool.PerhapswithfdherdevelopmentofasuⅣey

instrument,sourcetriangulation,andsomequalitativedata,aricherandmorecompletepictureCanbe

drawn forthefutureoftheEnglishcurriculumatthemedicalschool.
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APPENDIX A

久留米大学医学部学生アンケー ト

このアンケー トは研究を目的としたものであり､他の目的に使うことは一切ありません｡全ての質問に答えて下さるよう､ご協力お願

いします｡

性別 :(○をつけて下さい｡) 女 男

年齢 :
学年 :

以下に述べられていることについて､あなたの意見に最も近いものにマルをつけて下さい｡

(例)イチロー鈴木は､今までで最高の野球選手である｡

非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

上にある選択肢の一つを選び､マルをつけて下さい｡正解､不正解を問うものではありませんので､率直なご意見をお聞かせ下さいO

それぞれの問いについては､あまり考えすぎず､読んだ後の第一印象で選んで下さい｡ただ､みなさんの本当の気持ちをお聞きしたい

ので､真剣に答えて下さい｡

1)高校の先生は生徒が英語を使いこなす力をつけるために英語を教えていた｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

2)高校の先生は生徒を受験に合格させることを目的として英語を教えていた｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

3)高校時代､両親は私が出来るだけ英語を流暢に話せるように勧められた｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

4)私は受験に合格することを目的として英語を勉強した｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

5)両親は私が英語に堪能になるべきだと思っている｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

6)私は英語を使いこなす力をつけるために勉強した｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

7)高校時代､両親は私が大学に進学するには英語の勉強が必要であると強調した｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

8)英語を勉強するのが好きである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

9)私にとって英語の勉強が重要なのは､教養ある人になるためである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

10)私にとって英語の勉強が重要なのは､英語を話す外国人に会ったときに緊張しないためである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

ll)英語の勉強は退屈である｡

非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

12)私は英語が嫌いである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

13)英語を勉強する理由の一つは将来英語を話す国に住んでみたいと思っているからである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

14)私にとって英語の勉強が重要なのは､就職する時に役に立つと思うからであるO

非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

15)私にとって英語の勉強が重要なのは､将来の仕事のためである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

16)私に外国語の知識があればほかの人から尊敬されると思うからである｡

非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

17)英語をうまく話せるようになりたい｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

18)外国語を話す人と会ったり､話 したりする事は楽しい｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

19)外国を訪れるなら (外国に行くなら)､その国の言葉を話せるようになりたい｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

20)将来､海外で研究したいである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

全くそうは思わない

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

わかりません

21)外国語で新聞や雑誌を読めたらいいなと思うC
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません
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22)将来､海外で働きたいである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

23)英会話を練習すれば英語が上達する｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

24)英語を話すことは英語を聴くことより簡単である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

25)英語を勉強する時にヒヤリングの力をつけることが大切である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

26)英語を習得する中で一番大切なのは母国語から英語に訳せるようになることである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

27)英語の学習で一番大事な点は文法を習うことである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

28)英語の読み書きは会話より簡単である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

29)英語の習得には反復練習が重要である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

30)英語を書くことと読むことは英語を話し理解することより簡単である0
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

31)外国語を覚える中で一番大事なのは語嚢を増やすことである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

32)これから英語を上手に話せるようになれると思う｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

33)将来､海外に留学したいである｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

3Jt)日本人医師に英語は必要である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

35)大学教養課程で英語教育は必要である｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

36)専門 (医学)英語の教育の必要性はある｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

37)専門 (医学)に関する英語の勉強に意欲を持っている｡
非常にそう思う そう思う ややそう思う ややそう思わない そうは思わない 全くそうは思わない わかりません

38)医学部学生に対する英語教育 (教養課程)において､次に上げるものを目標にすべきである｡(そろぞれの番号にマルを付けて下

さい｡)

非常にそう思う1そう思う2ややそう思う3 ややそう思わない4 そうは思わない5 全くそうは思わない6 わかりません0
非常にそう思う

□医学英語(terminology) 1 2
□論文読解力の養成 1 2
□論文作成力の養成 1 2
ロ幅広い教養 1 2
□発表能力 (プレゼンテーション)の養成 1 2
□英会話能力 1 2
□講演 ･発表などの聞き取り 1 2
□異文化理解 1 2
□検定試験 (TOETC､TOEFL､英検)対策 1 2

全くそうは思わなし
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0
3 4 5 6 0

39)大学の英語教育で以下の技能を学びたい｡(そろぞれの番号にマルを付けて下さい｡)
T)-デイング

ライティング

(英作文 ･電子メールの書き方など)

スピーキング (英会話 ･スピーチなど)

リスニング(LL)
検定試験 (TOP,TC､TOFJFL､英検)対策

1 2 3 4 こ) 6
1 2 3 4 5 6

0
0

0
0
0

6
6
6

5
5
5

1.
1
.ll

3
3
3

ハソ】
入り
】
リヽ･)

=
=
日
日

40)医師として以下のような英語力が必要である｡(そろそれの番号にマルを付けて下さい｡)
非常にそう思う1そう思う2ややそう思う3ややそう思わない4そうは思わない5全くそうは思わない6わかりません0

英文読解力 (論文など)

ライティング (論文執筆 ･電子メール)

通常英会話

診療英会話

英語による発表 ･プレゼンテーション

医学那吾(terminnlogy)

非常にそう思う
1 2
1 2
1 2
1 2
1 2
1 2

3 4
3 4
3 4
3 4
3 4
3 4

全くそうは思わない

5 6 0
5 6 0
5 6 0
5 6 0
5 6 0
3 6 0



41)医学部において英語コミュニケーション能力 (聞く･話す)の養成は必要である｡ 1 2 3 4 5 6 0

42)次のアンケー ト項目は､前期のオーラルの授業に対するあなたの印象やイメージを知るためのものです｡各項目の下線部は強弱6
段階の変化を示 しています｡あなたの印象にもっとも近い部分に○をつけてください｡

(授業が割合簡単だったと思った場合)

例 :簡単easy O
意味があった

愉快だった

つまらなかった

良かった

難 しかった

価値がなかった

必要だった

魅力がなかった

役に立たなかった

基本的だった

教育的ではなかった

無益だった

満足できた

重要ではなかった

楽 しかった

わかりにくかった

difficult難 しい

意味がなかった

愉快ではなかった

面白かった

悪かった

簡単だった

価値があった

不必要だった

魅力があった

役に立った

込み入っていた

教育的だった

有益だった

満足できなかった

重要だった

楽 しくなかった

わかりやすかった

43)次のアンケー ト項 目は､前期のリーディングの授業に対するあなたの印象やイメージを知るためのものです｡各項目の下線部は強
弱 6段階の変化を示 しています｡あなたの印象にもっとも近い部分に○をつけてください｡
(授業が割合簡単だったと思った場合)

例 :簡単easy O
意味があ った

愉快だった

つまらなか った

良か った

難しか った

価値がなか った

必要だった

魅力がなか った

役に立たなか った

基本的だった

教育的ではなか った

無益だった

満足で きた

重要ではなか った

楽しか った

わかりにくか った

difficult難 しい

意味がなかった

愉快ではなかった

面白かった

悪かった

簡単だった

価値があった

不必要だった

魅力があった

役に立った

込み入っていた

教育的だった

有益だった

満足できなかった

重要だった

楽 しくなかった

わかりやすかった

Figure1
ScreePlot

ScreeP一ot

4

2an
le
^

ua6
l山

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31

FactorNumber

-60-



Table1

DescriptiveStatistics Ⅳ-7夕
N MinMaxim Mean

um SD
StatisticStatisticStatisticStatisticStd.E汀Or Statistic
V1 85 0 6 2.88
V2 86 0 6 4.52
V3 86 0 6 3.27
V4 86 0 6
V5 86 0 6
V6 86 1 6
V7 85 1 6
V8 85 1 6
V9 86 0 6
V10 86 0 6
Vl1 86 1 5

5
3
1
00
∠U
7
0
/∩)

0
つJ
7
0
0
2
2
′LU

4
4
3
4
4
つJ
つJ
2

14 1.32
13 1.22
19 1.73
17 1.56
17 1.58
14 1.29
17 1.53
15 1,37
15 1.38
15 1.42
12 1.ll

Vl2 86 1 6 2.49 .14 1.25
Vl3 86 0 6 3.27 .18 1.69
V14 86 0 6 3.03 .17 1.59
V15 86 1 6 4.40
V16 86 0 5 2.31
V17 86 3 6 5.56
V18 86 0 6 4.38
V19 86 2 6 5.29
V20 86 0 6 3.63

.13 1.22

.12 1.12
7.32E-02 .68
.16 1.45

9.34E-02 .87
.18 1.72

V21 86 2 6 5.199.58E-02 .89
V22 86 1 6 4.17
V23 85 0 6 4.27
V24 85 0 6 2.88
V25 86 0 6 5.03
V26 86 0 6 2.73
V27 86 0 5 2.47
V28 86 0 6 3.57
V29 86 0 6 5.07
V30 86 0 6 3.48
V31 86 0 6 4.23
V32 86 0 6 3.85
V33 85 1 6 4.35
V34 86 0 6 5.06

.17 1.55

.14 1.32

.18 1.69

.10 .96

.14 1.31

.12 1.12

.17 1.60

.12 1.09

.18 1.66

.13 1.22

.17 1.57

.17 1.57

.13 1.21
V35 86 0 6 5.09 .11
V36 86 0 6 5.21 .ll
V37 86 0 6 4.74 .11
V38 85 0 6 5.42 .ll
V39 85 1 6 5.00 .12
V40 85 1 6 5.01 .ll
V41 85 0 6 4.96 .14
V42 85 0 6 5.20 .10
V43 85 0 6 5.12 .12
V44 85 0 6 5.02 .13
V45 85 0 6 4.74 .15
V46 85 0 6 3.69 .17
V47 85 0 6 4.87 .13
V48 85 0 6 4.78 .12
V49 85 0 6 5.429.95E-02
V50 85 0 6 5.28 .ll
V51 85 0 6 3.87 .17
V52 86 4 6 5.268.30E-02
V53 86 2 6 5.028.90E-02
V54 86 0 6 5.05 .13
V55 86 1 6 5.479.OIE-02
V56 86 1 6 5.209.62E-02
V57 86 1 6 5.59 8.17E-02

.99
1.06
I.06
.99
1.14
1.02
I.33
.96
1.08
I.21
1.42
1.59
1.15
I.15
.92
.97
I.56
.77

.83
1.25
.84
.89
.76

V58 85 0 6 5.39 .11 1.02
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Table2

Meanvaluesforhighandlowscoringvariables
Mean Mode Median SDVariable

v.17 IwanttospeakEnglishbetter
v.19 Iflvisitafbreigncountry,Iwantto
beabletospeakthelanguageo fthecountry

v.36 MedicalEnglisheducationisnecessary
v.21 Ithinkitwouldbenicetobeabletoread

5.56 6.00

5.29 5.50
5.21 5.00

fToreignnewspapersandmagazines 5.19 5･00
V.34 EnglishisnecessaryfTordoctorsinJapan 5.06 5.00

6.00 .68

6.00 ,87
5.00 1.06

6.00 .89
6.00 1.21

V.16 0therpeoplewillrespectmeiflhave
knowledgeofafわreignlanguage

v.12 1dislikeEnglish
v.27 Themostimportantpartorleamlng
Englishisstudyinggrammar

v.ll StudyingEnglishisboring
v.26 Themostimportantpartofleamlng
Englishisleamlnghowtotranslatefrom
mynativelanguage

2.31 2.00
2.49 2.00

2.47 2.00
2.66 2.00

2.73 3.00

2.00 1.12
2.00 1.25

2.00 1.12
2.00 1.ll

2.00 1.31

6-stronglyagree,5-agree,4-somewhatagree,3-somewhatdisagree,2-disagree,1-stronglydisagree

Table3
ResultsofFactorAnalvsis RotatedFactorMatrix

Factor
l

VAROOOO5 .235
VAROOOO6 .652
VAROOOO8 .830
VAROOOO9 .138
VAROOO10 6.459E-03
VAROOO13 4.963E-02
VAROOO14 -9.014E-02
VAROOO15 3.114E-02
VAROOO16 5.514E-02
VAROOO18 .468
VAROOO20 3.382E-02
VAROOO21 .318
VAROOO22 .129
VAROOO23 6.727E-02
VAROOO26 -4.282El02
VAROOO27 .116
VAROOO28 -6,102E-02
VAROOO29 .301

2 3 4
-.169 .358 .147
.198 -.217 .412
.116 .151 4.866E-02

-9.822EI02 -5.612E-03 .448
5.313E-02 -1.490E-02 .627
.575 -4.521E-02 .382
.262 2.001E-02 .631
.245 .251 .486
-.117 -1.239E-02 .543
.319 .131 7.645E-02
.831 -,155 6,318E-02
.295 .333 -8.380E-02
.940 8.254E-02 -1.153E-02
-.145 .436 .191
-.194 .255 .595
.243 .206 .587
-.151 .637 -5.179E-02
-.117 .347 2.891E-02

VAROOO30 4.161E-02 2.182E-02
VAROOO31 -6.860E-02 6.686E-02
VAROOO32 .505 -4.473E-02
VAROOO33 .167 .696
VAROOO34 .351 .148
VAROOO35 .378 ,328
VAROOO36 .193 .264
VAROOO37 .388 .375

ExtractionMethod:PrincIPaIAxisFactortng.

.591 -.131

.384 .124

.202 .239

.104 -1.439E-02

.424 .223

.466 .168

.655 .219

.451 .271
RotationMethod:VarimaxwithKaiserNormalization.
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4.ESP教育シラバスデザインと教材モデル

ニーズ分析によって､それぞれの大学学部の教員 ･学生のもつ問題点やニーズが明らか

になった｡大学によって学生の英語力やモチベーションも様々である｡シラバスデザイン

と教材作成で重要なのは､単なる理想だけではなく日々の授業において目の前にいる学生

にどう向き合っていくかである｡ ここで取り上げられたシラバスや教材例は､執筆者が実

際に各大学で実践する ESPの一部である｡分野もレベルも様々であるが､むしろそのこと

によりESP教育の多様性という現実を反映しているといえよう｡
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シラバスデザインと教材例

一医学部 1年生に対するリーディングを中心とした教材例-

横山 彰三

この章では､特に限られた授業時間で教育効果を上げるための､ESPアプローチによるシラ

バス例と教材についていくつかの提案をする｡

前出のニーズ分析で明らかになったように､医学部で最も必要とされる英語能力は ｢読解力｣

である｡もちろん専門教員 ･学生ともに､コミュニケーションのための英語教育についても強

く要望している｡ここではそのような視点も盛り込みながら､最初に､調査者自身の過去の実

践も交えた､なるべく医学 ･医療分野-のモチベーションを高めるような導入的なリーディン

グ中心のシラバスと教材作成の例について報告する (1年生むけ)｡次に､海外で実践された効

果的な EMP教育の事例を報告し､今後それを日本の教育現場でどう生かせるかを考えてみた

い｡

アンケー ト分析の結果から､学生および専門教育のニーズに基づいた､本学医学科における

英語教育のシラバスデザインと教材のレベルについて考えてみたい｡筆者の担当する授業時間

内で実施可能であることが前提となるが､これは 1年生の後期 30時間 15コマと2年生の前後

期 60時間 (30コマ)である｡今後､3年生以上に必修科目としての英語が設定される可能性は､

おそらく無いだろう｡ しかし､ニーズ分析で明らかになったように､6年生では54% ､また専

門教員では65%が､3-4年生までの英語教育の必要性を支持している｡6年生の3人に一人が､

最終課程までの英語教育を望んでいる点はここではひとまず考えないにしても､せめて 3-4

年生時における何らかのケアが一当然､選択科目として一必要と思われる｡

ニーズ分析 (横山 ･宮崎大学医学部編)でも一部指摘したが､｢英語教師｣が ｢英語の授業｣

で ｢医学英語 (あるいは医学に関連した英語)｣を実践する場合に重要なことは､できることと

できないことをまずは明確にすることである｡ その点と専門におけるニーズ､および英語の講

義時間などを考慮すると､おおよそ以下の方針でシラバスを構成するのが望ましいと考えられ

る｡

●1-2年次

･医学､医療に関する興味を高める､モチベーション重視

･専門に向けたリーディングカの強化

●3-4年次

･より専門に近い実践力の養成

1.シラバス例

以下は､半期 15回分を基準としたリーディング中心のシラバス例である｡ なるべく多くの情

報を素早く読み取る訓練として記事などの速読を､またペーパーバックの精読を､さらにイン

ターネット上の医学関連サイ トの情報を読み取る訓練などを組み合わせた｡2-5回目までは､

サマリーをもとにして口頭で内容を再構成するペアワークもタスクとして取り入れている｡ ペ

ーパーバックの精読では､日頃日本人としてはあまり触れることの少ない俗語や口語表現に慣

れさせることも目的としている｡インターネットサイ トのリーディングは､おそらく今後医学

生としてもっともお世話になりかつ必要性の高いスキルの一つであると考えられる｡
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回 項 目 内 容

1 イントロダクション 速読の方法 (スキミング､スキャニング､アイ .スパン等)について
の説明

2 一般記事を読む (1) 夏至 .冬至(equinox)についての記事を配布し､辞書なしで読み制限字
数内でサマリーを書く

3 一般記事を読む (2) )<イロットが機内で銃を携帯するか否かについての記事を配布 し辞
書なしで読み制限字数内でサマリーを書く

4 医療に関連する記事を読む (1) 手の消毒方法(handhygene)についての記事を配布 し辞書なしで読み
制限字数内でサマリーを書く

5 医療に関連する記事を読む (2) 曝息を患 うカン トリーシンガーについての記事を配布 し辞書なしで
読み制限字数内でサマリーを書く

6 医療に関連する記事を読む (3) 尊厳死についてのイギリス軒時を配布 し辞書なしで読み制限字数内
でサマリーを書く

7 医療に関連するペーパーバックを読む (1) M∬kBrowm"EmergencyMを読むo辞書を使いながらの精読o事前に
内容に関する質問を配布して理解を助ける

8 医療に関連するペーパーバックを読む (2) MarkBrown "Emergency"を読むo辞書を使いながらの精読o事前に
内容に関する質問を配布して理解を助ける

9 医療に関連するペーパーバックを読む (3) MarkBrown "Emergency"を読むO辞書を使いながらの精読o事前に
内容に関する質問を配布して理解を助ける

10 インターネット上の医療情報を読む (1) FamilyDoctorのサイ ト内にあるHealthyLivingから自分の興味ある項
目について読み､時間内に日本語でサマリーを纏めて提出する

ll インターネット上の医療情報を読む (2) Kid'sHealthのサイ ト内にあるEverydayIllnessesを参考にして､教師
から提示された病気について口頭で答える (メモをとる)

12 インターネット上の医学情報を読む (3) pubMedについての基本的な文献検索の方法と概要を学び､実際に自
分の興味ある論文のアブス トラクトの抄訳を試みる

13 プレゼンテーション (1) 10-12で得た情報検索の知識を使って､医療に関連する事柄をまと
めて､5分程度で発表する

14 プレゼンテーション (2) 10-12で得た情報検索の知識を使って､医療に関連する事柄をまと
めて､5分程度で発表する

2.教材例と授業展開例

市販のテキス ト類は大変便利な反面､新聞記事などを扱っている場合､出版時は最新であっ

てもいずれすぐに古くなってしまう｡学習者にとっては常に新しい トピックを与えられる方が

興味も湧くであろう｡その意味で筆者はインターネット上の記事を利用しているが､特に医療

関連の記事の場合は各サイ トのHeal血などの項目に使えそうなリソースが数多く存在する｡以

下に､そのいくつかを参考にあげておく｡

CNN h仕p://ww .cnn.com/HEAIJH/

ABC h仕p://abc.go.com/

BCC http://news.bbc.co.uk/1瓜iAlealth/default.stm

USAToday h仕p://W .usatoday.com/

VOA h仕p://www.voanews.conJindex.cfm
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次にあげるのは､｢医療に関連する記事を読む (2)｣で扱う教材の例である｡ 内容はカント

リーシンガーのワイノナが自ら患う晴息について語るというものである｡医学部の1年生では

専門教科はないので､医療に関連する様々な記事を読み英語を通して専門-のモチベーション

を高めることを目的としている｡授業では､さらにワイノナの歌を実際にCDで聴かせること

で学生は､晴息持ちの彼女の力強い 歌声に驚いたり､或いは自分を含めた様々な嘱息患者につ

いて思いを至らせる｡さらに､後に続く ｢インターネット上の医療情報を読む｣授業時間では

この記事を端緒として､晴息(atlm a)について調べてみようとする学生も多い｡

WynonnaJuddtakes( )againstasthma

ByMikeFalcon,SpotlightHealth,WithmedicaladviserStephenA･Shoop,M･DI
CountrydivaWymormaJudd'slifehasbeenawindingtrailtouncertaindestinations-withoneexception･

"WewerereallygypsleSWhenIwasgrowlnguP,"saysWynonna,whoprefers
usingjustthesinglename,'landIwentto13differentschools,butIcouldpretty
muchbecertainofonething-myasthma.I.

AccordingtotheAm eriCan AcademyofAl1ergy,Asthma& IrrLmunOlogy
(jM ),approximately24millionin theUSA sufferfromastlm a,achronic
inflammatorydiseasethatcausesairwaystonarrow･

..MostpeoplemovetoLosAn gelesandleanhowtostuf,butwhenImovedthere
IleanedIhadasmma.Iwas12,"addsWy10rma.''BythetimeIslgnedwith
RCARecordswhenIwas18Ihadbeeninandoutofhospitalsseveraltimes･But

Istiudidnltqultefullyunderstandhowseriousthediseasecanbeifyoudon'tpayattentiontoitandkeepcurrent
withyourtreatment.払chyearabout5,000peopledie丘omasthma,butIwaslivingprettyfast,prettyyoung,and
比oughtIcouldgoonliv血gfわrever.‖
Nowamother,Wynonnaknowsdifferenuy.
Shelsteamedupwith theAAAAI,theAm eriCan LungAssociation(ALA)and16Othermajorhealth
organizationsasspokespersonfわrAsthmaActionAm ericatomakesurepeoplewithasthmakeepcurrentintheir
tr飽tment.Theprogram isunderwrittenbyGlaxoSmithm e.
ButWymonna'shealthepiphanydidnotcomeeasily.
Acountry-styleworkethicandloyaltytoherhnsfTormedaduetthatmadedenialaboutherillnessalltoo
convenient･WymonnawasdeterminedtoperfTormdesplteherhealth-orthepossibleconsequences.
"Youdon-tcallinsickwhen25,000peoplearewaitingataStatefTairtohearyou,"explainsWynonna."I
figuredalotofthosefわlkscamethrough alotmorethanIdidjusttohearmesing,soIwantedtomakethem
happy･"
Desplteasthmasymptoms,shesaysfわundawaytokeepperforming."Betweensongstheywouldjustlower

thelightsalitde,Ⅰ'dtumaroundbrieflyandtakeadosefrommyinhalerandthenI'dstartsinging.again･Youkind
ofovercompensate-thinkmaybeit'sjustalitdecoldormildbronchitisA¥bcauseyou'repasslOnateaboutthe
performance."

Breathingproblem
"Theastlm aattacksweresoseriousthattwicetheyrushedmetothehospltal,"saysWirmona,''andboy,Ⅰ■ll
tellyou,spendingmightsinahospitalroomgivesyoulotsoftimetothink.'l
Butitwasn-tuntilhersonElijahwasbornandWynormawas30thatshedecidedthingshadtochange.And
WymorLnahadasecondimpetustochange:hercousindiedfromthedisease.
"Ⅰjustdidnlthinkthatlwasthatsick,"saysWynonna..'It'slikethepersonwithadrinkingproblem-itwas
absolutelystupidtoputitoff,butthat.swhatIhadbeendoing.ThenallofasuddenIwaspregnantandbecame
veryawarethatitwasgettingworse.Iwomiedaboutmyself-butIreallyworriedaboutmyunbomchild."
Wi也goodreason.

Motherandunbomchildshareoxygen,andwhenastlm amakesbreathingandfulloxygenationdifficultboth
motherandbabycan sufferasboth struggletotakeinthe20%increaseinoxygendemandedbythefetus.But
astlm acausesairwaystonarrowandm止ethelungslesselastic,makingdeepinhalationinsufficient.
Typicalasthmasymptomsinclude:
-Cough血g
-Wh eezlng
-Shortnessofbreath

-Aconstricted"tight…fTeelinginthechest
Mostpeoplecontrolas也mabyavoiding.ltnggers"-irritantssuchassmog,dustmites,coldair,exercise,and
otherallergens-andbytakingprescribedmedications･Anti-inflamm atorymedications-whichmaycontain
steroids-reduceairwayandlunginflamm ation･Bronchodilatorinhalersusuallyprovidene肝lyinstantaneous
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emergencyrelief.ButmiSuseoftheseemergencyinhalersandlackofpropertreatmentcombinetomakerelief
fTorpeoplediagnosedwithasthmaanoRenhit-or-missproposition･

Womenandasthma

Womenseemtohaveatoughertimewithasthmaanditstreatmentthandomanymen:

-Frequency-AccordingtoarecentstudybytheAm eriCanLungAssociation,9.5%ofwomenand817%ofmen
willhaveadImaatSOmePOlntintheirlifTetime.In1999,anestimated6.2mi11ionfemaleshadanasthmaattack
comparedto4.3millionmales.
-Hospitaladmissions-I.Womenbetween20150havetheetimesthehospitaladmissionsforthediseasethando
men,一一saysDr.CarlosA.Camargo,assistantprofTessorofMedicineandEpidemiologyatHarvardUniversity,and
aspokespersonfbrAsthmaActionAm erica･
-Emergencycare -Twiceasmanywomenasmengotoan emergencyroomforcriticalastlm atreatment,
accord血gtoWomen'sHeal也Ma此ersNewsletter.
-Menstrualinvolvement-ScandinavianasthmaresearcherspresentedastudyearlierthisyeartotheEuropean

RespiratorySociety'S12thAm ualCongressthatshowedyoungyomenwith血egularperiodshada61%higher
riskofdevelopmgasthmaandwere38%morelikelytoexpenencewheezmgandshortnessofbreath･Other
studieshaveshown thataboutonethirdofwomenexperienceworsesymptomsimm ediatelyprecedingorduring
menstruation.

-Pregnancycomplications-Between20-30% ofwomenwhoarepregnantreporteitheraworsenmg-or
improvement-oftheirasthmaduringpregnancy･'.Thisisstillan areawedon'tcompletelyunderstand,ftsays
Camargo."Wh ydosomewomengetbetterduringpregnancy,whileasthmaalmostkillsothers?"
-Treatment-AccordingtothereportintheArchivesofIntemalMedicine,theproportionofwomenadheringto
theestablishedmedicationguidelineswasonly32%amongwomenwithseverepersistentasthma･
Stayinghealthy
"Formanywomenwhotakecareofthebmuyandwork,theyjustdonlthavetime,I-saysWymonna.一一Attheend
ofthedaywe'rejusttoodog-tiredtodoanythingbutfTallintobed.It'Sthesamefわrdadswhorunsingle-parent
householdstoo."

TheselapsesintreatmentbotherW叩Orma.一一Thisisexactlywhyrmsopassionatethatwomenandmen
realizethisdiseaseisseriousandtakecareofthemselves,‖shesays..TWh entheparentiswell,thechildrenare
bettero丘'too,Youdon-tdoanybodyanygoodbynottakingcareofyourself."
RelyingonemergencyinhalersinsteadoffollowlngacomprehensivetreatmentplanCantxdangerous･Lungs
can remainchronicallyinnamed."EverybodyhasatreatmmtPlan thatisspecificandsuitablefbrthem,I.she
notes.

HThat-sonereasonwhyIsayonlythatIparticIPateinplarmedtreahent,"saysWynonna,"butIdon-ttellalot
ofdetailsaboutit-Idon.twantpeopletothinkthatwhatIdoworksfTorthembecauseeveryoneisdifferent･And
IespeciallydontwantpeoplewiththisdiseasetodowhatIdidwhenIwasyounger,whichwastorelyonmy
inl1alerinsteadofgettlngahandleonthedisease..I
Tohelppeoplegetahandleonasthma,AsthmaActionAm ericahasaWebsitewithasimple30-second
AsthmaControlTest.

71t-seasy,ltlspnvate,anditglVeSyouValuablefTeedbackyoushouldsharewithyourdoctor,''saysWynonna･
"ItlsthetypeofinformationIwishedIhadbeenawareofandlistenedtobefore."

(1160words)

1)ReadingfTortheGist
Wh oisWymorma?
HowdidshecopewiththediseasewhleherperfTormance?
Wh atwasthefTlrStandsecondimpetustochangethings?
Howdoesmostpeoplecontrolasthm?
DoesWymormarecorrmendrelyingonaninhaler?
Andwhatis血edohgfわritnow?

2)W72vdowomenhaveatougherL71methandomanvmen?

Frequency

H ospitaladmissions

Em ergencycare

M enstnld involvement

Pregnancy complication

Treatment
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プリントは､｢本文｣と ｢ワークシー ト｣を別にして配布する｡ 内容の質問やサマリーについ

て本文をを見ながら作業させるためである｡

最後の部分で本文のサマリーをするが､ここが一番大変な部分である｡ トピックセンテンス

の見つけ方や､重要語句の説明などを織り込みながら授業を進めるが､最終的には課題として

提出させることも多い｡

筆者の1年次の授業形態は､授業時間でタスクを与え､それを時間内で終了するスタイルを

基本的にとっている｡サマリーなどが終わりそうにないときは後で提出させるが､重要なのは

予習を課すことは極力避ける､ということであるO理由は以下の通りである :

1)予習をしてこない学生がいる場合､そこで授業がス トップする

2)そのようなことを繰り返すと教師の精神衛生上よろしくないし､他の学生の迷惑にもなる

3)その場で時間を計測しながら速読させるので､緊張感を持って学生は授業に望む

もちろん精読などでは予習を要求するが､これも様々な授業スタイルの一つであると思ってい

る｡以下は､学生からの無記名アンケー トの自由記述部分の一部である｡

(ア)毎時間緊張感を持って学習できた

(イ)新聞を題材にしていたので内容に興味を持っことが出来た

(ウ)もう少し確実にテキストを理解して解説してほしかった

(エ)非常に興味深くためになる授業だった

(オ)､タイムリーな教材であったので興味深くためになった

(カ)非常によい講義だったが､講義の密度にばらつきがあるのはいろいろなことを詰め込

もうとしすぎているのかもしれません｡ もう少し内容を減らしてディスカッションの

時間を増やすなどすると良い

(キ)毎回ワークシー トが準備されていてとても取り組みやすかった｡実用的な英語のスキ

ルアップがはかれた気がする｡

(ク)非常に興味深い授業でした｡今までの6年間にあまり経験してこなかった形態での英

語学習で､非常に楽しくもありました｡

(ケ)カントリーの局を紹介してもらったり､工夫がなされていたと思う｡また､自分では

絶対にやらない要約を授業でしてもらったことはありがたかった

おおむね好意的な意見であるが､もちろん改善の余地もあるOまた､プリントの準備やサマリ

ーのチェックなど､教師の作業負担も多いが､金(かね)をかけずに､興味の湧く紙の教材作りは､

時間とアイディア次第で可能性はまだまだ広がるといえる｡

3.海外の実践例
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以下は､海外における医学英語教育の実践例である｡WbodandHead(2004)では､ブルネイの

premedicalstudentsに対して行った EAP授業について報告している｡特に医学についての知識

がまだそれほど無い医学部の学生 (1-2年次)に対して､ESP授業を行 う英語教師にとって参

考になるものであるO その概要は以下の通 りであるO

3. 1問題解決型アプローチによるシラバス

問題重視､グループワーク､学習者中心という特性を生かした､｢問題解決型学習｣のアプロ

ーチをとる｡各グループは､ある一つの疾病についてその特徴について全員の前で発表するが､

その場合疾病名は伏せて発表する｡発表後は､audienceからの質問に答えるが､この場合も直

接的にその疾病とわかるような質問には答えないでもいい｡ Audienceは次回までに必要な追加

的リサーチを行い､最終的にその疾病名を推測し､レポー トを作成し発表する｡

3.2構成

1チーム3-4名のグループで､必ず全員がその疾病についての様々な側面､例えば ｢診断｣

｢疫学｣｢治療｣などについて口頭発表を行 う｡Audienceとなったグループは､発表グループ

の情報と自らが調べた新たな情報をまとめて､疾病名を特定してレポー トとして提出し､それ

を発表グループが評価するOそれをもとに､最終的に自分たちの発表について批評する｡ サイ

クルは以下の通 りである :

第 1週 :第 1グループによる口頭発表

他のグループによるメモ取りと質問

他のグループによる疾病の特定のための授業外活動

他のグループによるレポー トの作成

第2週 :第 1グループにレポー トを渡す

第 1グループによるレポー トの分析と評価

第3週 :批評

第 1グループによる他のグループに対する口頭でのフィー ドバック

第 1グループによる自らの発表に対する自己評価

他のグループも同様のサイクルで行 う｡さらに､学生の発表だけでなく､文献検索や引用の仕

方､クリティカル リーディングについても学習する｡アカデミックライティングスキルなどに

ついても今後導入すべき項目であるといっている｡

3.3重要な項目

1)学習者のタスク

PBLによるタスクは､典型的なEAPで使われるタスクと表面的には似ているが､2つの点で

明らかに異なっている｡ 1つは､教師が押しつけるのではなく解決すべき問題が生徒から自然

に出てくること､もう一つは､一つのタスクから次のタスク-切れ目無くつながり､それが自

然に統合されて(naturallyintegrated)いることである｡

2) トピックの選定

トピックについては､学習者が自ら選定する｡Audienceにとってだけでなく､発表者にとっ

ても専門的すぎたり､逆に優 しすぎたりするようなことがないように､グループでよく話 し合
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いをする｡

3)Audience

あまりに難しすぎるトピックの場合､Audienceからの質問や不平の嵐に見舞われることにな

る｡当然､Audienceの知識レベルを考慮するよう､事前に注意される｡発表を聞いている間､

他のグループはメモをとる｡ここではメモをとる(note-taking)についてのタスクが科されている

ことになる｡

4)質問

ここでも､学習者は自ら積極的に質問をすることになる｡ぞうすることで､後々にするべき

リサーチの時間が大幅に節約できるからである｡いっぽう､発表者は常にAudienceの状態を見

ながら､どこまで情報を開示すべきかを考えることになる｡時には､直接疾病名称を明らかに

してしまう質問だという理由で､返答を拒否することもあり得る｡

5)レトリックの訓練

pBLによる教育効果として挙げられる点は､学生の言語受容能力(receptivity)の向上もさるこ

とながら､ライティングにおける事実表現の正確さと修辞的表現力の向上である｡例えば､あ

るグループの発表に対して ｢発表では､この疾病に最も篠患しやすい年代層の特定が明確では

ない｣などの批評を行い､それに対して発表者は､あまり多くの情報を出すことは手控えた､

などと反論するなど､のやりとりが見られた｡

6)レポー トライティング

pBLにおけるライティングは､伝統的な EAPライティングとは違った特徴がある｡通常､

ESLのライティングにおいては､なんらかのaudienceを想定するが､その場合クラスの教師で

あることが多い｡それに対して､PBLのaudienceは同じクラス内の他グループ学生であり､料

学的な裏付けに基づいた疾病名の特定､その理由､新しい追加情報などの明確なタスクがこの

ライティングで課される｡さらに､そのライティングが適当であるか否かのフィー ドバックが

audienceからなされるという点も､従来のEAPライティングとは違う｡

7)資料

pBLでのライティングの目的は､疾病に関する情報を挙げることと同時にその情報の出典を

明示させることである｡それを怠った場合､真っ先に他グループから批判を浴びることになる｡

出典明記の重要性に対する意識欠如は､意識的或いは無意識な剰窃行為-とつながることが多

く､ことの重大さを学生に対して徹底させることはなかなか難しい｡互いにこれをチェックし

合うことにより､自ずと正確な出典明記の習慣が養成される｡また､最近ではインターネット

からの情報は､学術研究でも不可欠になっている｡インターネットは剰窃行為を助長するとし

てしばしばやり玉に挙げられるが､pBLのような場合､無くてはならない貴重なツールといえ

る｡

8)批評

タスクの最後では､他グループから提出されたレポー トを考慮した上で､発表グループ自ら
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の批評を行う｡

以上がその概要である｡医学的な知識がない英語教師にとってはかなり難しい実践例といえる

が､問題解決型の手法自体やリサーチ中心のタスクは､意欲のある医学生にとって日本でも非

常に効果的な教育方法であるといえる｡

Wood,A.&Head,M.(2000).'Justwhatthedoctorordered':theapplicationofproblem-basedlearming

toEAP.EnglishforSpeclfcPurposes,23,3-17.
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シラバスと教材案

一久留米工業大学の例-

山内ひさ子

0.ニーズ分析により求められているESP科目のコースデザイン､シラバスと教材

Dudley-EvansandStJohn(1998)はESPのコースデザインを行なう際に考慮すべき要素として

下記の対立する9項目(パラメータ)を挙げ､その方向性を半円内の矢印で示して決定する方法

を提案した｡

(1) コースは短期集中的あるか､長期分散的授業であるのか

(2) 試験などによる評価を伴 うのか､伴わないのか

(3) ニーズは切迫的なものであるか､長期展望的であるのか

(4)教師は知識の提供であるのか､学習支援者であるのか

(5)コースの含む範囲は広い分野であるのか､特定の限定分野であるのか

(6)コースがキャリア体験前学習であるのか､キャリア体験との平行学習であるのか

(7)教材は共通中核分野のものであるのか､特定の限定分野であるのか

(8)学習者は均質集団であるか､異質集団であるのか

(9)コースはあらかじめ学習者や教育機関との話し合いにより決定されたものか､学習者と

の協議によって柔軟に対応して決定されていくものか

大学におけるESP科目の場合､上記の項目に対する結果は次のようになる｡(1)長期分

散型コース (1回､半期など)､(2)期末試験などの評価を伴う､(3)長期展望的ニーズ､

(4) 大学1年生対象のESP科目の場合､教師は知識の提供者である色彩が強い､(5)特

定の限定分野に焦点を絞る､(6)体験前学習､(7)共通中核的教材の使用が多い､(8)

均質集団､(9)コースはあらかじめ決定されているが､学習者に対応して柔軟に変更は可能

(資料 1)

Dudley-EvansandStJohnは上記のような要素を考慮 して学習者に適切な教材を提供す

る場合､ESP教師は適切な教材を自ら作成するか､既存の教材の中から適切な教材を選択した

上で学習者のニーズを満たすために必要な補助教材を準備するか､あるいは時には学習者が用

意した生教材 (authenticmaterial)を使用することが適切となる場合もあると説明している｡

アンケー ト結果により久留米工業大学では教員と学生の両方から専門(工学)の ESP教育-の

ニーズがあることは確認された｡また求められているESP学習内容は次の3種類となる｡

(1)専門(工学 ･科学技術)に関する語嚢学習

(2)工学に関する(初歩的で一般的な)リーディング教材による読解学習

(3)文法学習

1.大学 1年次生向け工業英語のシラバスと教材案

アンケー ト調査によるニーズ分析の結果で求められている学習内容を､Dudley-Evansand

StJohnの提案する9項目(パラメータ)を考慮し､大学 1年生対象の工業英語科目のシ

ラバスと教材を試作した｡(資料2) 語嚢学習で取り扱う語嚢はRobinson(1991)の提案する

Sub-TechnicalVocabularyの範噂の語嚢より選択した｡

半期 15週(1回90分)のコースを想定し､毎回 トピックを用意し､それに関する①語桑学習-②
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学習した語嚢を用いた文法学習→③読解学習 (①と②で用いた語秦と文法事項を含んだもの)

-と進行するシラバスとなる｡学習の時間配分は下記ような配分が適当であると考える｡

(1) 語桑学習 (30%)

(2) 語嚢学習で学習した語嚢を用いた文法学習 (30%)

(3) 3.語嚢学習と文法学習で学習した内容を基にした簡単なパラグラフのリーディング

(説明文の理解)(40%)

ここで重要なポイントとして特に指摘しておくべき点が2点ある｡第 1点は教材が習得目標

とする語嚢と文法事項を上記の (1)(2)(3)の学習で何度も繰 り返して学習できる教材で

あること｡ 第 2点は文法学習は全ての文法事項を網羅する学習ではなく､学習者が中､高校で

の学習で十分に習得していない事項や専門(工学)分野の論文でよく使用される文法事項を選択

して学習させることが適当である｡ また､(3)では学生の状況に応じてAuthenticMaterialsを

使用することが可能である｡

2.教材案 1 (トピック :物質)

1.で提案したESP科目のシラバスに沿った教材のサンプルを試作した.｡ 1つの トピックに

対する教材の構成内容は次の通りである｡

語桑学習教材 1(L2とLlの一致)

次の右欄と左欄を結びましょうo

matter ･固休

solid ･存在する

liquid ･気体

gas ･液体

phase ･物質

語嚢学習3 (L2とし2の一致)

語嚢学習教材2 (LlとL2の一致)

次の右欄と左欄を結びましょう｡

気温

融点

凝縮点

圧力(気圧)

沸く嫌)点

凝固点(氷点) ･

boilingpoint

condensationpolnt

freezingpolnt

meltingpoint

temperature

pressure

次の右欄と左欄を結びましょうo

matter .ameasureofhowhotorcold

phase .strengthofforce

pressure .oneofa¶×ednumberofchanges

文法学習教材 (関係詞を含む文)

次の英文を読みましょうo

1.Theboilingpolntisthetemperatureatwhichsomethingboilsorchangesfromaliquidtoagas.
2.Thefreezingpolntisthetemperatureatwhichsomethingfreezesorchangesfrom aliquidtoa
solid.

3.Themeltingpolntisthetemperatureatwhichsomethingmeltsorchangesfrom asolidtoa
liquid.Thecondensationpolntisthetemperatureatwhichsomethingcondensesorchangesfroma
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パラグラフのリーディング教材

次のパラグラフを読みましょう｡

Mattercanexistasasolid,aliquidoragasatdifferenttemperatureandunderdifferentpressure.
Whensomethingboils,itgoesthroughachangeofphasefromaliquidtoagas.Theboilingpointisthe
temperatureatwhichaliquidstartstochangeintoagas.Thecondensationpoint,ontheotherhand,isthe
temperatureatwhichsomethingchangesfromagastoaliquid.ThefreezingPOlntisthetemperatureat
whichaliquidfreezes,orbeginstochangeintoasolid.Thesolidwillchangetoaliquidatthemelting
point. Everysubstancehasitsdefiniteboilingpoint,freezingpoint,condensationpointormeltingpoint.
TheyareverylmpOrtantChemicalconstants.Thethreestatesofamatter-･agas,aliquid,asolid-are
called"phasesofmatter".

資料 3に教材案2,3をを示す.

3.まとめ

今回､久留米工業大学の教員と学生を対象に行なったアンケー ト結果をまとめると次のよう

になる｡

(1) 教員も学生も英語は大学教育での必要性は認識している｡

(2) 学生の教養英語の重要性に対する認識は教員より低い｡

(3) 学生の専門(工学)英語の重要性に対する認識は教員より低い｡

(4) コミュニケーション能力の重要性の認識は教員､学生ともに高い｡

(5) 学生､教員ともに､会話､リーディング､専門用語などの学習を望んでいる｡

(6) 久留米工大の英語カリキュラムは学生や教員の要求に即したものになっているにもか

かわらず､余りうまく機能していない｡

このようなアンケー ト結果により久留米工業大学ではESP教育に関するニーズが教員側と学

生側の両方からあることが確認された｡このニーズに応えるための l年生対象の初歩的な工業

英語のコースデザイン､シラバスと教材を試作した｡この場合のポイントは､語嚢､文法､リ

ーディング学習による繰り返し学習を基本とし､文法事項は工学の読み物によく使われる文法

項目を選択して学習できるものであることが重要となる｡
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と実践』大学英語教育学会九州沖縄支部 ESP研究会編.
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資料 1.Dudley-Evans&StJohnによるコースデザインの項目 (パラメータ)表示

室 等 工 匠 二 重 層 幸 二

集中学習 分散学習 評価なし 評価あり 切迫性 長期展望型

{ と こ f

知識提供者 支援者 広分野 限定分野 体験前学習 並行学習

G i j R i i i 室 r j l

共通中核学習 特定限定 均質学習者 異質学習者 固定的 柔軟的

資料2 大学 1年生用工業英語科目のシラバス案 :機械系学科(環境系学科)､半期 15回､1回

90分

1. コースオリエンテ一一ションとプリテス ト

2. 自然科学の分類

3. 物質

4. 物質の分類

5. 数と計算 1

6. 数と計算2

7. 形

8. コンピュータ

9. インターネット

ll.インターネットの利用

12.車の部分

13.エンジンの構造と仕組み(環境問題と汚染)
14.エンジンの種類 (環境問題とリサイクル)

15.ポス トテス ト
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資料 3 教材案 2(トッピック :数と計算)

語嚢学習1 (L2とLlの一致) 語嚢学習2 (LlとL2の一致)

左蘭と右蘭を結びま しょう○
add .掛け算する

subtract . .足し算する

multiply . .同じになる

divide .計算する

equal .割 り算する

語嚢学習3 (L2とし2の一致)

左蘭と右蘭を結びましょう｡

数学 ･division

算数 ･multiplication

足し算 ･equation
引き算 ･arithmetic

掛け算 ･calculation

割 り算 ･addition
等式 ･subtraction

計算 ･mathematics

左蘭と右蘭を結びましょう○

multiplication. .thesameinnumberorsize

division .todiscoVersomethingbymathematics

formula .dividingonenumberintoanothernumber

equal .scientificofmathematicalrules

文法学習 (of+動名詞)

次の英文を読みなさいo

1.Additionistheprocessofcalculatingthetotaloftwoormorenumbers.

2.Subtractionistheprocessoftakingwayonenumberfromtheothernumber.

3.Multiplicationistheprocessofcalculatingthetotalofonenumbermultipliedbyanother.

パラグラフリーディング教材

Arithmeticisapartofmathematicsthatisconcernedwiththeaddition,subtraction,
multiplicationanddiVisionornumbers.Welearnthesefburtypesofarithmeticcalculationsat
elementaryschool. Thesymbolthatindicatesadditionis"+"(readsplus),andthesymbolthat
showsubtractionis"-"(readsminus).Thesymbol"Ⅹ''indicatesmultiplicationandwereaditas

"multipliedby";thesymbol"÷"isread"diVidedby",anditindicatesdiVision.Allthefbur
arithmeticcalculationsareveryimportantinourdailylife.Theyarethebasicsofmathematics.
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教材案3 (トピック :形)

語桑学習 1 (図形とL2の一致)
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語嚢学習2 (図とL2の一致)

文法問題 (単数と複数)

次の英文を読みましょうo

1. Circlehasnosides.

2. Atrianglehasthreesides.Ⅰthasthreeangles.Thetotalorthethreeanglesisalways180degrees.
3. Asquarehasfoursides.Thefoursidesareofequallength.Thefouranglesofasquareareal190
degrees.

4. Arectanglehasfoursidesandfouranglesofall90degrees.Butthelengthsoftheneighboringsides
aredifferent.

パラグラフリーディング教材

次の英文を読みましょう○

Shapesaredifferentaccordingtothenumberofsidesandanglestheyhave.Acirclehasnosizesbutonly
hasitscircumference.Thedistancefromthecenterofacircletothecircumferenceiscalledradius,Diameter

oracircleisdoublethelengthofitsradius.Atrianglehasthreesize.Ⅰthasthesamenumberofangles.The
totalofthethreeanglesisalways180degrees.Asquarehasfoursides.Thelengthofthefoursizeareequal.
Ithasthesamefourangles.Eachangleofasquareis90degrees,orrightangle. Arectanglehasfoursides
andfourrightangles,butthelengthoftheneighboringsidesaredifferent.Apentagonhasfivesizeswithfive
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教材論

一九州共立大学工学部編-

中野 秀子

1.はじめに

九州共立大学工学部では英語のニーズの多様化､工学部としての専門性 (ESP)の必要性に

対応した英語教育を目指して､2002年度より新カリキュラムに移行した (完成年度 :2005

午)｡新カリキュラムの詳細は次のとおりである :

1年:ReadingI,ⅠⅠ (各1単位必修)､基礎英語 (1単位選択)

2年:英語表現I,II (各1単位必修)､communicationI,II (各1単位選択)

3年:実践英語Ⅰ,ⅠⅠ (各 1単位選択)(TOEIC/TOEFL/工業英語/英会話コース)

今回､1年､2年､3年で利用できるオンライン教材､"web-English''lpakan0,2004)を開発し､

2004年9月より1年､2年､3年の1部で利用しているので教材､実践報告を行う｡

2.Web-Eng/ish

大学生の学力低下が問題になっているが､勤務校も例外ではない｡2003年4月より

学習支援センターが設立され､全教員によるチューター制で積極的な学習支援が開始された｡

同年､教養の英語 ･数学の教員によるStepUp講座が開講され､所属の教員のリレー方式で基

礎学習指導が行われるようになった｡2004年には英語 StepUp講座はさらに学生のニーズ

にあわせ､基礎文法講座 ･英会話講座 ･e-leaning(TOEIC対策)講座の3分野に細分化された｡

このような背景の中､筆者は長年蓄積し､個人のサーバーで管理してきた､"EnglishClass"

を専門の技術者の協力を得て､自学自習 ･講義の両方で利用できるon-1ine教材にバージョンア

ップするべくコンテンツの作成､システムの検討を行い､ "Web-English日を開発した｡

2.1nTeb-fng//'shの特徴

Web-EnglishのシステムはLinuxでクライアントのOSはWindows/Macintoshの両方で可能で

ある｡コンテンツは現在､基礎文法編､イラス ト学習編､技術英語編が完成し､次に語嚢学習

編､TOEIC練習問題編などさらに作成中である｡また､コンテンツばかりでなく､教材作成ツ

ール､クラス編成ツール､学習管理ツール､成績管理ツールがあり､学内で英語だけでなくす

べての学科で､教員が自作のコンテンツ

を各クラスに作成し､配布し､テストを

させ､成績を管理することが容易に出来

るようになった｡その特徴を以下に示す｡

1)基礎文法編では例文に日常会話表現

や技術英語表現を多く使用した｡

2)問題は5種類の提示方法 (書き込み･

ラジオボタン･プルダウン･チェックボッ

クス ･並べ替え)を採用し､問題と学習

者に対する難易度の設定の可能性を広げ

た｡さらに教員に対して､同様な機能を

編集画面で用意に利用できるようにした｡ 図1 Web-Englishの登録画面
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3)基礎学習から応用-と多岐に渡る学習者のニーズにあった利用を可能にした｡即ち､文法､

イラスト学習による､英会話練習･リスニング･英語表現･ライティング､技術英語語嚢習得､

工業英語検定試験練習問題 (4･3級)､TOEICなどである｡

4)教員教員側のツールとして､教材提示､問題作成､成続管理機能を持つ｡

5)セキュリティーの強化

2.2Web-Eng//'shの学習コンテンツ

1) Web-Englishの登録画面

学生は初回に生徒新規登録を行い､

毎回この画面で学籍番号とパスワー ドで

ログインする(図1)｡

2)基礎文法編

基礎文法編(図2)は15章から成り､

それぞれ､細目の節と各節毎のquizがあ

るquizにはTips(ヒント)がある｡

また､Quizを終了すると正誤の結果

と正解が表示される (図3)｡

淋
'卸 5車 その儀の重要な用法 (卓惣 A来生観主題･強訴〉否定)

弧 烹生地主語

艶 gI(揮臥 せ由,方法一手段.星稗)や堅田詞析主著になる.

よく庶われも曲詞:

17IBke,keep,cjW ,force,obke, aikM,PerrrHt,enahk,pTe･<帥t

佃-lき生執主審の馬洗

Ab~S 的･AeJ､.･rrF.A,.K ･邦 _･TJri,Tk-et.

,(ご'純 〇洲 bdth叩St粥 e.,1y～†･alkT〇Vale.ら.:I

i,ンズ.ま‡rJn'g誠/i;し.E.:リ.絡ノriも'H/ンズこよ-でも舞かLl法/tされ ト絹ノトきiiJy:i_㌻7/(.

Tre即 CUditl耶 r.幣 FSて撫 ran,"Cつi"†0Itaこ.e.
'Jt転 ニ5 -時 the rこTm ごO印-err-Lj純 〇､.the31ごつneてOrTf_i,)
二?i･!言欝麦号埠頭こする 't二 Tコン こよ･,JTS琴 は 快適 にtT=･㌔

図2 基礎文法編

′大tT/∈本塁に告Ilよ}/に惑tJItJ語t)乱こ一茶叉空売成しfdさt.

･l′張菅で一睡恋われ+,iTJ,た,

丁だ r)]与eO me aいdkPづ≧ 】t.1

藍蓋烹 'heW.sL,keP- 3- eラl‡榔

亡′何打Zつ空っ0)I)

柵､dO /ct けlr札 と､

鼠∑蕊 ､叫 ,∩- ､- =hィ･l-ここ.

℃′-i-rけT)邪発 育ノて 鰐甘 言Z'JTヰ †真妄背け郡,AJdLn l←

帖Ly-おく) he'･frごTrI,t･;別 ′m亡･hl e ter

図3 基礎文法編Quiz画面

3)イラスト学習編

イラスト学習は10章で構成され､第 1章 self lntroduction､第2章 whatKendoesinthe

moming､第3章withdrawingsomemoneyfromone'saccountattheATM､ 第4章Takingabus､

第5章Driving､第6章 seeingadoctor､第7章 watchingaDVD､第8章 copying､第9章Afast

fooddrivethrough､第10章Atthegasstationとなっている｡それそれのシーンの英文は音声を

聞くことが出来き､和訳を確認できる｡また､その画面をクリックするとquiz画面になり､復

習が出来る｡リスニングククイズとしても利用できる｡

さらに終了ボタンを選択すると､正誤と正解が表示される(図5)0
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図4 イラス ト学習編

図5 イラス ト学習クイズ解答画面

3.学習効果

3.1実験

'web-English'の基礎英語文法学習による学習効果の実験を下記のとおり行った｡

･ 被験者 :大学工学部 1年 実験群 (EG)､統制群 (cG) (各､男性 4+女性 2)

･ 方法 :̀web-English'の基礎英語文法学習､90分3日間

･ pre-test:実用英語検定試験準2･3級用文法練習問題の奇数問題 20問

･ Pre-test:同上偶数問題 20問

3.2 結果

Pre-testと post-testの差を表 1に示す｡この結果から､ ẁeb-English'の基礎英語文法を毎日

90分 3日間学習したグループ (EG)のpre-testとpost-testの差はそうでないグループ (cG)

の差には有意差が見られた (p>0.05)｡ さらに､基礎文法学習画面に関するアンケー ト調査を
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行ったところ､すべての質問項目について3割以上の得点が得られた｡得点は非常にそう思う

(5)､そう思う (4)､どちらでもない (3)､そう思わない (2)､非常にそう思わない (1)

の段階で回答された (表2)｡これらの結果から､ ẁeb-English'の基礎英語文法学習による学習

効果はあったことが示され､また､学習者達はおおむねこの教材を効果的で､わかりやすい教

材であると評価していることが示唆される｡

表 1 基礎文法学習前後の得点の変化

EGの得点の平均(%)､(SD) CGの得点の平均(%)､(SD)

Pre-test 50.87 (14.29) 50.83 (9.17)

Post-test 60.87 (12.42) 55.00 (ll.83)

表2 基礎文法学習画面に関するアンケー ト調査

質 問 項 目 得 点(5点満点)(sD)

文法の説明はわかりやすい 3.83 (0.75)

文法の説明に表があるとわかりやすい 3.66 (0.51)

文法に ｢NOTE｣はあったほうが良い 3.50 (0.55)

quizは効果的である 4.33 (0.51)

(1)Tipsは効果的である 4.17 (0.41)

(2)プルダウン選択は効果的 4.17 (0.41)

(3)ラジオボタン選択は効果的 3.66 (0.51)

(4)チェックボックス選択は効果的 3.83 (0.41)

(5)並べ替え形式は効果的 4.33 (0.51)

(6)書き込み形式は効果的 3.17 (0.41)

4.結論

実験により̀web-English'の基礎英語文法編の学習効果が示されたが､さらに人数を増やし､

長期にわたった学習効果について調べる必要があると思われる｡さらに､イラス ト学習､技術

英語学習に関しても効果の実験､および学習者に対するアンケー ト調査を行なわねばならない｡

多様な学習者のニーズに対応できる教材作成を今後も行っていきたい0

(注 1) Ẁeb-English'は中野秀子(著)によるオンライン教材である (e-forest社､2004)
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シラバス案 ･教材開発への取り組み事例 :看護分野

川北 直子

看護大学生に必要なコミュニケーション観･コミュニケーション技術についての基本的考察､日々の授

業実践の中で観察される､学生に不足していると思われる英語運用技能とコミュニケーション能力の観

察､そして今回のニーズ分析で見出した方向性を検討した上で､現在取り組んでいる授業の概容を､

教材･ソフト開発-の取り組み事例に盛り込んで報告していくことにする｡

1.看護大学生のための語央学習教材 (平成 13年-14年度宮崎県看護学術財団助成事業)

ニーズ分析でふれたように､看護 ･医療に関わる専門用語を主に1･2年次に設置されてい

る英語の授業で導入しても､3年次での実習までには忘れてしまうことが多い､というのが現

状である｡そこで､現在､専門用語の習得のために2つの方向から学習支援している｡1つは､

リーディングを通して長期記憶を目指す方法であるが､もう1つの自主学習支援のあり方とし

て､必要なときに何度も見直すことのできる看護大学生のための語嚢学習教材作成-の取り組

みを行ってきた｡用語を孤立させて記憶するのではなく､動作を文単位で学習できるよう､写

真と英語を対照させた教材を作成した｡なお､動作語句を集めたフレーズ編と､学生にとって

身近な実習室の中で日頃使っている物を中心に名詞編を編集した｡

単なる記憶作業の押し付けにならないよう､まずは､2年生の学生に授業課題の一部として､

実習 ･看護技術演習の経験からと､分担して看護実習室を見渡した結果､日本語でよく使 うが

英語では何というのだろう?と思った語句を大量にあげてもらい､自分なりに英語を調べて提

出させた｡その内容を整理して1つにまとめ､その後､3年生 ･4年生のボランティア学生に

手伝ってもらいながら､必要な語嚢を補足 ･不要な語嚢を削除する作業を行った｡さらに､看

護実技のテキス トから使えそうなものを抜き出していく作業を行った｡基本的な語嚢がそろっ

たら､さらに学生ボランティアに､表現にふさわしい写真をとってきてもらった｡また､フレ

ーズ編と単語編それぞれにつき､｢看護職者だけでなく､日常的に家でも使っている生活語嚢｣

｢臨床の現場で使われるが､対患者さんとのコミュニケーションに使われる語嚢､｣｢専門職者

同士での会話に使われる語嚢｣に分類した｡

現在､作成した語嚢リス トを､主に日常的な語嚢と患者との会話に使われる語嚢にしぼって､

112年次の授業でvocabularyquizとして使ったり､カー ドゲーム形式で使ったりしながら､

活用可能性を広げたりリス トの再整備を行ったりしている｡

2.TheHandbookforcross-CulturalcorTTnunicationinnursing (平成 15117年度宮

崎県看護学術財団助成事業 継続中)

ニーズ分析において､学生の間で非常に関心が高い学習内容として､英会話能力 ･看護専門

英語の次に異文化理解があげられていた｡そこで､現在､異文化理解のための英語教材開発に

取り組んでいる｡テキス トは､人間のライフサークル (妊娠 ･出産 ･誕生,乳幼児期 ･保育園 ･

幼稚固,小学校 ･中学校 ･高校 ･大学生活,社会生活,結婚,老年期,死,死後),その他の日常

生活,家族,食生活,対人関係などといった､それぞれの文化におけるM1ife"に関わる項目を概
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観する内容で､対象文化は現在のところ韓国 ･中国 ･アメリカ ･カナダ ･-ワイ ･英国 ･オー

ス トラリア･アフリカ地域 ･イランを中心とした中近東地域 ･東南アジア地域を予定している｡

現在､文献による情報収集と現地取材を行い､執筆に向けて準備中である｡

この事業は､主に人間の生活 ･健康を扱 う分野の学生を対象としたcontent-basedreading教材

作成事業であるが､副資料情報-の導きを含めることで､より発展的なリサーチプロジェクト

としても活用でき､プレゼンテーション活動を取り込むことで､学生のスピーキング能力を養

う訓練-の関心を満たすこともできる｡使用する教員 ･クラスにあった形で活用できることを

想定している｡

3.交流のある授業を目指したオンラインシステム事業

(｢多読のためのReadingExchangeCommunity｣平成15年度科学研究費補助金助成研究

その他のシステムは平成16年度宮崎県看護学術財団助成事業として継続中)

本事業-の取り組みは､以下の観察項目をもとに始まった｡

①看護大学生に必要なコミュニケーション観･コミュニケーション技術についての考察

(診日々の授業実践の中で観察される学生に不足していると思われる英語運用技能とコミュニケーション

能力の観察

③今回ニーズ分析で明らかになった教員側の｢論文読解-向けた読解力の養成｣というニーズと学生

側の｢コミュニケーション能力を養成する授業｣-の関心

これらの要素をできるだけバランスよくシラバスの中に組み込んでいけるようデザインしたのが､本オンラ

インプログラム作成事業であるO 2003年度､本学1年次のExtensivereadingprogram受講生が水野

(1999)のhteractiveReadingCommunityVer.I-参加した経験がきっかけとなり､現在､IRCの主要概

念の一部を本学のシラバスに取り入れ､交流のあるリーディングプログラムを実践している｡これまで､

市販のBBSと授業用ホームページを組み合わせてかなり手作業で運営してきたため､本事業では､学

習支援の運営がよりスムーズに効果的に､また柔軟に行えるよう､独自で管理できるシステム開設-の

準備を行うものである｡プログラムには､主に以下の要素が含まれている｡

1)ReadingExchangeCommunity

参加者同士が読書経験を通して思いを表現しあう掲示板｡Reactionreport(感想文)､コメン

トの交流によって､読むこと-の関心を高め､伝えたい思いを表現する能力を養うことを目標

としている｡高校卒業までに不足しがちな英語多読経験の補強と表現することの楽しさを体験

することを目標とした｢多読のためのReadingExchangeCommunity｣用の日本語使用のBBSと､

読書経験の継続と英語で自己表現することを目標としたReadingExchangeCommunity用の英語

使用のBBSに分かれている｡特に ｢多読のためのReadingExchangeCommunity｣は､前述のIRC

で使われている概念 ･仕組みが土台となっている｡

スピーキングを中心としたコミュニケーション能力の養成という学生のニーズを直接的に扱

うわけではないが､できるだけ多くの参加者に自分の思いを伝えるための交流環境を提供する

ことを優先し､またここでの表現の積み重ねがスピーキング技能に通じると考えている｡

2)ReadingMara血on

400語を1kmと見立て､読書経験を積み重ねるたびにreadingdistance(読破走行距離)が伸
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びていく過程を視覚的に示すシステムである｡ 読書意欲を継続させるために､IRCで使われて

いたreading血stance(読破走行距離)の概念とreadingmarathonの仕組みを､上のBBSと同様､

水野氏に許可をとって取り入れた｡独自のシステムとしては､各セメスターごとに reading

distanceが初期化されるのではなく､4年間の読書経験の蓄積を視覚的に確認できるようなシ

ステムを準備している｡

3)ResearchFomm

教員側が求める英語読解能力は､論文読解に通じる読解能力である｡とはいえ､専門分野の

学習が初期段階にある1･2年次を対象とする英語の授業において､看護学の論文を読むとい

うのは現実性に欠ける｡ただし､｢論文読解｣を ｢知的 ･学問的関心を満たすことを目的とし､

批判的 ･取捨選択的思考を伴う読書｣と読みかえることによって､専門領域の学習がそれほど

進んでいなくても論文読解-の前段階的な ｢読み｣の活動を授業で取り入れることができると

考えた｡

このような考え方で､前述の英語読書交流をさらに発展させ､どんな英語学習がしたい かで

なく､大学における学びと大学生の知的好奇心から自然に生まれてくる ｢何を学びたいか｣と

いう視点からのニーズを反映させた形の授業として､現在のところ2種類のリサーチプロジェ

クト (LiteratWeresearchprqiect, questionnaireresearchprqiect)に取り組んでいる｡ LiteratWe

researchprqjectでは､クラス内でのoralpresentationという形でリサーチの成果を発表している

が､その概容については川北(2003)で扱っている｡

また､学生のリサーチの成果を発信し､参加者同士で関心を共有し､評価しあうためのフォ

ーラムを提供するために必要なオンラインシステムを現在準備している｡

4.今後に向けて

看護分野でのシラバス研究､教材開発は発展途上にある｡また､ニーズは変化するものでも

ある｡今後それぞれのESP教員が ｢継続的にニーズ分析を行いながら自己のシラバスを見つめ

直す｣ことの繰 り返しを続けていくことで､教材の質が全体的に底上げされていくことを期待

したい｡また､同じ領域のESPクラス間での交流というスタイルのシラバスの可能性も考えて

いきたい｡

引用した参考文献

園城寺康子他(2004) ｢看護学科における英語教育のニーズアナリシスとカリキュラム-の示

唆｣ 平成 13年度～平成 15年度科学研究費補助金基盤研究(C)(2)研究成果報告書

川北直子(2002) ｢EnglishforNursing教材論-の導入 :日本の看護大学の場合｣ ESPの

研究と実践第 1号 :大学英語教育学会九州沖縄支部ESP研究会編

川北直子(2003) ｢看護分野における授業デザインに必要な視点 :看護大学2年次におけるオ

ーラルプレゼンテーション実践例より｣ ESPの研究と実践第2号 :大学英語教育学会九

州沖縄支部ESP研究会編

水野邦太郎(1999) InteractiveReadingCommunityVer.1:interactiveReadingCommunity

Project,JAPAN(h仕p://W .sfc.keio.acjp/iwc/IRC/versionI.html)

-85-



WebCTで利用可能な医学ESP教材の開発

安浪 誠祐

Keywords:ESP,e-Leamlng,WebCT,HotPotatoes,VOA,MaterialDesign,LessonDesign

1.はじめに

｢英語が使える日本人｣育成のための戦略構想及び行動計画では､中学や高校での基礎的及

び日常の話題に関する通常の会話ができることという達成目標を設定され､大学においては職

業や研究など仕事上英語を必要とする者には､基礎的な英語力をふまえつつ､それぞれの分野

に応じて必要な英語力を身につけるに実際に使える英語力を身につけるという達成目標が掲げ

られている｡英語教育分野におけるESp-の関心が高まっているものと考えるが､著者が所属

する大学では医学部 ･薬学部 ･工学部対象の専門学部教員が担当する専門英語は既に科目とし

てカリキュラム上に存在するが､上記の発想に基づいた英語教育について正面から議論 ･検討

するには至っていなのが現状である｡

著者が平成 15年度 ･16年度科研費補助によって医学部教員 ･学生 (1年 ･6年)に対し

て行った調査によると､彼らの英語教育に対する期待は大きいものがある｡しかし､医学に関

する専門的な知識を持たない英語担当教員はたとえ医学分野の入門書的教材であっても英語の

授業で使用することには多くの困難さを伴うことが考えられる｡このため､英語担当教員でも

取り扱えるであろう一般の人が聴取するニュース番組の中で将来医学に関わることになる学生

の英語学習-の動機付けとなるような素材 (健康や医学に関するトピック)を基に､医学部初

学牛用のリスニング教材を開発した｡

本論文では､ネットワーク環境､教材作成のための素材の選定､教材の開発､e-Leamingシ

ステムの中でCMS(CourseManagementSystem)として知られるWebCTを用いた学習のプロセス

について述べることとする｡

2.ネットワーク環境 :e-Leamingシス

テムWebCT導入及び運用

熊本大学では昨年度大学教育機能開

発総合研究センターと総合情報基盤セン

ターでそれぞれに WebCTシステムを導

入し英語教育と情報教育のために運用し

てきたが､本年度は総合情報基盤センタ

ーを中心に学務情報システムSOSEKIと

の連携を図りながら全学的な運用を行っ

ている｡(平成 15年度 ｢特色ある大学教

育支援プログラムーIT環境を用いた自

立学習支援システム)SOSEKIシステムに

登録された学部と大学院に所属する学生

(登録学生数 10,509人 :延べ92,083人)及
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び教員(登録教員数 1,791人:延べ 10,061人)更には全ての講義(登録講義数7,571)がwebCTシス

テム-自動的に登録反映され､本学所属の学生及び教員によって利用できる｡また､昨年度は

学内のみの運用に限定されていた webCTシステムが､本年度からは学外からのアクセスを許

可している｡つまり､学内外からの利用が可能になり､教員と学習者とのネットワークを経由

した学習支援システムが実現されている｡

3.教材作成のための素材の選定

ニュース番組を教材化する場合の問

題点はその著作権であるが､ここで利用

したのは Web上で提供されているニュ

ース ･スクリプ トや音声データが public

domain(著作権の制約が無い状態を指し

ている)となっている VOA ニュース

(http://w w.voanews.com/index.cfm)で

ある｡VOAニュースは｢スペシャル英語｣

と｢ノーマル英語｣から構成されている｡

｢スペシャル英語｣が約 1,500語に語嚢

数を制限され､簡単な構文や文法しか使

用せず､読まれる速度も1分間で100語

程度に抑えられているのに対して､｢ノ

ーマル英語｣では語嚢数に制限がなく1

分間で150語程度の速度で読まれている｡

比較的に英語習得率の高い医学部学生対

象の教材であるため､｢ノーマル英語｣の

サイ トを利用することにした｡

このサイ トの TOPICSには Arts&

Culture､Business､Health皮 Medicine､

Science&Tech､Sportsがあるが､受講者

が医学部学生であることを考慮して､

Health&Medicineのトピックから教材素

材の選定を行った｡過去のニュース素材

を基に作成されたテキスト形式の教材よ

りも､現在進行形で話題となっている出

来事に関するニュース素材の中から選定

された教材を用いる方が学習者の興味や

関心に応えることができ学習意欲をかき

立てるようである｡学生同様に教員も現

代の話題に関心をそそられるが､これら

の話題の中から教材を選定する作業が大

いに時間を要することになる｡しかし､
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この作業は時間と手間の掛かるものであるが､多くの
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素材の中から適当なものを選択する作業は英語授業担当教員自身にとっても興味を引かれる活

動である｡

医学部学生対象のクラスは毎年前期に担当しているが､ここでは昨年度前期に作成した教材

を示すこととする｡(1)China,ⅠndiaCouldFaceAlDSEpidemic,SaysHealthExpert,(2)Common

ColdRemedyMayTreatSARS,SaysGermanResearcher､(3)ExpertsPleadforChildSurvivalat

WashingtonConference､(4)Experts-ChinaisFertileGroundforSARSTypeAnimalVirustoinfect

Humans､(5)FrancetoTripleContributiontoAIDSFund､(6)HongKongDoctorsMakeImportant

DiscoveriesasTheyBattleSARS､(7)HongKongMedicalWorkersBecomeHeroesinSARSCrisis､

(8)ResearchersFindGeneLinkedtoBreastCancer､(9)WHOCautiouslyOptimisticonSARSinChina､

(10)WHOUrgesEastAsianGovem enttoActAgainstSARS

4.教材作成

教 材 作 成 で は HotPotates

(http://web.uvic.canlrdnlalfbaked/)を使用

した｡このツールで作成された教材のペ

ージはそのテス トの正解がブラウザ上の

ソースが表示されるが､このことについ

ては次のような注意書きがある｡Canny

studentscheat?---Veryeasily.Thisisnot

securetesting･Ifyouneedasecuretesting

solution,youneedtolookatseⅣer-side

productssuchasWebCT,questionMarkand

BlackBoard.ThatlsnotwhatHotPotisfor.

(C:¥ProgramFiles¥HotPotatoes6¥email.htm)つまり､HotPotatoesで作成された教材は練習問題と

しては使用できるが厳格なテス トには使用できないものであり､成績データを取るための厳密

なテス トを行 うにはWebCTやquestionMarkやBlackBoard等のサーバベースのものが必要とな

る｡ HotPotatoesには5つのテス ト作成機

能があるが､JCloze(穴埋め問題作成)､

Jquiz(選択問題作成)､JMatch(マッチング

問題作成)の機能に関しては､作成した教

材を保存する際に WebCTで使用できる

形式に出力することが可能となっている｡

これを用いることによって､WebCTのテ

ス ト･アンケー トにあるテス ト作成機能

を用いる場合よりも､テス ト作成の時間

や手間の面で大幅に省力化できるという

メリットがある｡

教材作成は前節の VOAニュース素材

のスクリプ トと音声ファイルをダウンロ

ー ドしたものをHotPotatoesの JClozeを
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使用して穴埋め問題に加工処理した後､

webCTにインポー トすることになる｡教

材の素材さえ決まってしまえばその後処

理には手間を要しない｡しかもコンピュ

ータに関する専門的な知識も不要である｡

5.学習プロセス

e-LeamingシステムWebCTを用いるこ

とによって､従来の教室ベースの授業で

は行えなかったような学習や指導形態が

可能となる｡実際の授業における学習と

指導のプロセスの概要は次の通りである｡

(1)予習

次の授業までの1週間に VOA ニュー

スの放送原稿と音声ファイルがホームペ

ージに掲載されたものの中から教材を作

成することを学生に宣言する｡学習者は

自宅や授業の空き時間に VOA ニュース

のホームページにアクセスすることによ

って実際のニュース記事内容について学

習する｡教員も学生と同様にニュースに

耳を傾けスクリプ トに目を通しながら教

材として用いる素材の選定を行い､授業

で使用する教材の作成を行 う｡

(2)授業

学習者は VOA ニュースを基に作成さ

れたテストを WebCT上で受験する｡こ

の結果は画面上で自動的に採点処理され
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1

2

3

4
5

学習者に提示される｡教員は各学習者の答案､回答結果､成績などが掌握でき､成績のグラフ

を学習者に提示することができる｡教材内容に関する質問を学習者に対して行う｡

(3)復習

学習者はいつでも授業で受験した教材の答案画面にアクセスして音声を聞きながら復習する

ことができる｡また､webCTのWebメール機能を用いて教員に対して質問することができる｡

教員は質問に対する回答を他の学習者にも送信することができるため､授業時間外でも授業中

同様の指導を行うことができる｡教材上に出てきた医学に関連する用語を集めて ｢医学基礎英

語用語集｣を作成する｡用語集の作成はモー ド切替によって教師だけでなく学習者に許可する

ことも可能であり､学習者の専門用語学習に対する意欲を高める機会となる｡
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(4)補講

オンラインでの教材の提供ができるため､新

たなテス トや課題を提示することによって､オ

ンライン上での補講や補足或いは発展的な指導

を行 うことが可能である｡また､webメールを

用いた学習者個々に対する個別指導を行うこと

もできる｡

6.終わりに

ここでは､医学部学生対象の教材開発につい

てのみ言及したが､他の学部の授業も担当して

いる関係で､それぞれの学部に対応した教材を

作成している｡学習者､専門学部教員そして社

会からの英語に対するニーズを分析しながら学

部の実態に応じた教材作りを行 うことが英語授

業担当者に求められている｡今回はWeb上に存

在するリソースを活用する形での教材開発を行

ったが､今後は専門学部教員との共同作

業を行いながら自前の教材コンテンツの

開発から始めたいと考えている｡

e-LeamingシステムWebCTを用いるこ

とによって､教員と学習者との接触が1

コマの授業中だけの関係からいつでもオ

ンラインでコンタクトできるネットワー

ク環境の下で､教員はこれまで以上に学

習者の学習活動を支援することができる

ものとなっている｡学習者が自立的に学

習することができるよう支援すべく､シ

ステムの効果的な活用方法の検討を学内

で行っているところである｡
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付記 :本稿は外国語教育メディア学会第

44回全国研究大会発表論文集(pp.66-69:平成 16年7月)に掲載された原稿に加筆訂正を加えた

ものである｡

参考文献

文部科学省(2003) 『｢英語が使える日本人｣の育成のための行動計画の策定について』､オンラ

イン資料 (http://www.mext.go.jp/b_menuAoudou/15/03/030318.htm)

-90-



熊本大学(2003)『平成 15年度 ｢特色ある大学教育支援プログラム｣ に熊本大学の取組が採択さ

れました』､オンライン資料 (http://www.kumamoto-u.acjp爪JEWS/K-095.htm)

安浪誠祐(2002)｢Self-Access型教材を用いた cALL授業｣『ITを利用した外国語教育の改善-

2002年JALT京都支部年次大会論文集』､全国語学教育学会京都支部､pp.19-24

安浪誠祐(2003)｢Web上のリソースを活用 した英語授業について｣『2003PCカンファレンス論

文集』､コンピュータ利用教育協議会､pp.399-402

安浪誠祐(2004)｢医学部英語教材語嚢分析一専門学部教員使用教材と英語担当教員自作教材の

比較研究-｣『ESPの研究と実践』第3号､大学英語教育学会九州沖縄支部ESP研究会､pp.95-100
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5.各分野における英語専門語妻の分析

ESPでは語嚢学習の比重が大きい｡以下は､①工学､②医学 ･看護 ･福祉､③高専の分野

における語嚢分析を行った結果を報告する｡各教育実践分野の ESP語嚢リス トを作成した

あと､以下の観点から考察を加えている｡

1) Robinson(1991)はESPvocabularyをsub-technicalまたはsemi-technicalvocabularyと定

義しているが､これが妥当であるかを検討する｡

2) ｢JACET基本語4000｣とESP語嚢リス トを比較検討する｡

3) 中学校､高等学校の学習指導要領の改訂により､大学生の既習得語嚢数が大幅に減

少することを鑑み今後のESP語嚢教育について何らかの対処法を検討する｡

なお､作成した語嚢リス トは山内等(2002)が開発した ｢英単語の語嚢レベル検索ソフト｣

を使い､ESP語嚢リス トと他の語嚢 リス トとの比較データを基礎データとして利用した｡
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工業英検3級問題およびTHENIKKEIWEEKLYを用いた語嚢分析
AStudyontheAnalysisofVocabularyinJSTCEnglishTechnicalWritingTest(3rdGrade)andTHE

NIKKEIWEEKLY

金岡 正夫

Abstract

ThisstudyaimstoinvestigatewhetherthevocabularyappearlnglnsomeESPfleldswiHbeclassifiedinto

subtechnicalandsemitechnicallevels.AsRobbinson(1991)suggested,ESPwordsandidiomsarenotnecessarily

substantiallytechnicalorhighlyprofTessional;SomeofthemmaybeusedinotherfieldsincludingEnglishfわracademic

purposes(EAP).Wordslistedinthe3rdg,adeofEnglishTechnicalWritingTestthatisadministeredbytheJapanSociety

fTorTechnicalCommunication(JSTC)wereusedfToranalyzingthetechnicalitylevel.TechnicaltermsfromTHENIKKEI

WEEKLY,inparticularfTromthearticlesin"NewProduct"sectiondurinsthefirsthalfofyearof2003,wereusedfTorthe

analysュsaSWelLSomeESPleamersstudyingatanationaltechnicalcollege,basedontheirspecializationandprlOr

knowledge,wereaskedtoselectimportantwordsfromthearticles.714Wordsintotalwereanalyzedthroughadatabase

calledWONLAN(Yamauchi,eta1.,2002),whichcontainsJACETbasic4000,Oxfわrdbasic4500,TOEFL3800,andso

forth･41wordswerenotfoundinthedatabase.TheresultssuggestthatmostESPwordsusedinthisstudyareused

withinsubandsemitechnicallevels.

Keywords:ESPwordsandidioms,vocabulary,subtechnical,semitechnical,WONLAN

1.研究背景

語嚢習得はESP学習において重要な要素であり､ESP･EAP教育では､特定分野とその内容

に関する包括的な検討が､教授法確立-の前提条件となる (Holmes,1997)｡一方､Robinson

(1991)はESP語桑 を､各専門領域に特化された語句と必ずしも捉えていない｡日常生活で用

いられる､sub-technicalまたは semi-technicalレベルなものとして捉えている｡学習分野 ･内容

に馴染みがなくとも､その中で触れる語嚢には､実際 払miliarityなものもある｡

2.研究目的

本研究では､特定分野 (例 :工学 ･科学技術分野)におけるESP語嚢が､Robinson(1991)の

指摘通り､sub-technicalであるか否かを分析的手法により検証する｡今回は2つのカテゴリー

から分析レベルを設定することにした｡ 1つは､工業英語検定3級レベル (大学生および高専

高学年対象)､他方は科学技術分野を取り扱った英字新聞レベル (一般および社会人対象)とし

た｡sub/semi-technicalの信頼性､妥当性を高めるため､学校･学年レベルを超えた領域を加え

た｡

3.方法

3.1. 語央分析対象教材

語嚢分析の対象として､4種類の題材を今回取り上げた｡

(1) ｢最新版工業英検3級問題集｣(日本工業英語協会)
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(2) ｢工業英検 3級対策｣(日本工業英語協会)

(3) ｢工業英検 3級クリア｣(日本工業英語協会)

(4) THENIKKEIWEEKLY (日本経済新聞社 /週間英字新聞)

(1)は､過去出題問題から1000語､(2)は約 1000語､(3)は約 600語載せている (一部内

容重複)｡(4)に関しては､MNewProducts&SeⅣices"セクションより､電気電子情報

分野の新製品を紹介 した記事20本 (2003年度上半期分)をランダムに選定した｡

3.2. 語尭分析プロセス

3.2.1. 抽出方法

国立工業高等専門学校専攻科に在籍する4名のESP学習者 (電気電子情報専攻科 2年生-大

学4年生レベルに相当)に､4種類の題材全てに目を通 してもらい､｢現在または将来において､

実際使用 している､または必要と考える｣語嚢を全てリス トアップしてもらった｡

3.2.2 分析方法

リス トアップされた語嚢 (合計 714語)を､山内他(2002)が開発 した語嚢 レベル検索ソフ

トMWOLAN"を用いて分析 した｡JACET基本語 4000語,Oxfわrd4500語､中学レベル 500語等､

合計 13種類のデータベースが収蔵されてお り､それらをもとに､抽出された語嚢の含有率を測

定した｡

4.結果

714語のうち､685語はいずれかのデータベースに含まれていた｡その結果はレーダーチャー

トに示された (図 1および表 1)｡ 残 り41語がデータベースに含まれない語嚢としてリス トア

ップされた (表 2)｡つまり全体の5.7パーセン トがデータに載っていなかったunfamiliarity (ま

たは sub/semi-technical領域を超えた語嚢) レベルとして最終的に抽出された｡ちなみに､41

語のうち20語は今回用いた英字新聞､残 り21語は工業英検 3級問題集 (計 3冊)からの語嚢

と判明した｡

5.考察

今回データベースに含まれなかった41語の中には､最新の技術用請 (例 :GPS)や連語 (例 :

multichannel)､派生語等が含まれている｡また､日常生活レベルで用いられたり､一般的に理

解可能な語嚢もある｡それゆえ､さらに厳密､撤密な分析手順 ･方法を今後検討する必要があ

る｡一方､データベースをもとに検索 した結果から考えると､約 94パーセン トの語嚢は

familiarityに属するレベル､つまりsub/semi-technical領域内に収まることが判明した｡

6.結語

今回は工業英語検定3級および英字新聞記事という､2つの側面からのESP語嚢分析を行な

った｡その結果は Robinson(1991)の指摘通 り､高度な専門知識 ･背景知識を要する語嚢とい

うものはほとんど見られなかった｡レベルをさらに引き上げ (例 :工業英検 1- 2級)､対象カ

テゴリーを拡大した (例 :TECHNOLOGICALREVIEW 等の科学技術系雑誌を含む)場合､ど

のような分析結果が出るのか､今後検証することが必要である｡それによりより広範囲で多面
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的なESP語嚢分析が推 し進められ､ESP語嚢習得における､sub-technical,semi-technicalの位

置付けがより鮮明となる｡それはESP学習動機づけ-の要因となり､段階的 ･系統的学習方略

-の手ががりとなろう｡

【付言】

今回の論文は､2003年度全国大学英語教育学会(JACET)全国大会で開かれた九州 ･沖縄支部

ESP研究会主催のシンポジウム (｢ESP語嚢論 :IsESPVocabularySub-Technical?｣)における発

表をまとめたものである｡
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図 1WONLAN (山内他 2002)を用いた語桑分析結果

表 1語桑分析対象語数 (計714語)および各データベース含有率
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傘東夷泰 牽 714 714 714 714 714 714 714

壷嘉義教‥.. 21 145 221 97 252 375 295

車 3% 20% 31% 14% 35% 53% 41%

:...Jy:J.:.::::::: 葦簸軽重極差至群聯叫豊

714 714 714 714 714 714野草 翠

車重 302 399 175 373 460 598
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表 2 WOLANに含まれなかった語桑 [THENIKKEIWEEKLY/工業英検 3級各種問題集】

(略語､連語､派生語等含む)

寧数 A一三 単準 ランク N≡坪 野 革 む _工琴準 A-Z 単薄 一.ーヽ 払W c kly ･工 英 検 -準琴 フン′ク

1 A adjustable 0% * 21 M mechanized 0% *

2 adjusting 0% * 22 megabyte 0% *

3 a一lowable 0% * 23 miniaturize 0% *

4 alternately 0% * 24 motorless 0% *

5 amplification 0% * 25 muLtichannel 0% *

6 attaChable 0% * 26 0 outermost 0% *

7 ら based 0% 辛 27 overload 0% *

8 C computation 0% * 28 P parabola 0% *

9 condenser 0% * 29 PC 0% *

10 D decibel 0% * 30 pixel 0% *

ll designed 0% * 31 portability 0% *

12 detachab一e 0% * 32 preset 0% *

13 diagonal 0% * 33 R rechargeable 0% *

14 E electromagnet0% * 34 requlrementS 0% *

15 electromotiVe 0% * 35 restructure 0% *

16 G generated 0% * 36 resUttant 0% *

17 GPS 0% * 37 reversible 0% *

18 Ⅰ innovate 0% * 38 S stab=zer 0% *

19 integer 0% * 39 SUn′eYlng 0% *

20 一oading 0% * 40 丁 elecommunications 0% *

41 W wearable 0% *

野~.--.: _ 28 _ 笑 21

検索結果 単語数

抽出語秦数 1311

重複を省いた後の語棄数 714

含まれなかった語乗数 41

全体比 5.70%

N-Weekly 2.80%
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ESP(看護分野)コースで専門語嚢の学習は必要か?

-一段階 ･目的別資料における語嚢分布についての一考察

DoEFLteachersreallyneedtoteachteclmicalterm s?

--Vocabularyanalysisonmaterialsatdifferentlea- ngstagesinnurslng

川北 直子

Abstract

Thegoalofthisstudyistoshowhowmanybasictensappe arinthematerialsfわrnwslngStudents/professionalsand

whatEFLteachersreallyneedtodowithnursmgstudentsinESPcoursesintemsofvocabulary.Thsstudyuses7

materialSformainlynursing血versityStudentsatthreedilferentleamingpurposesandstagesinmusing:1)thelst-2nd

yearundergraduateprogram 2)graduateprogram andresea血 3)nWSingstudents/profTessionalswhoneedto

corrmmi catewithpatients.Resultsandanalysisshowthatmostofthewordsandphrasesarenothighlytechnical.Itis

alsopointedoutthattechnicaltermsspecifictoprofTessionalareastendtoappe arso血.equentlythatreaderswouldbeable

toleamthemwithoutbeinginstructedbyEFLteachers.Itisconcludedthatatleastatthelearningstage1)students

needtoimprovetheirbasiclanguageabilityintensively,suchasextensivereading/listeningskillSandspeaking/witing

nuency.

1.はじめに

ESP (看護分野)コースで医療 ･看護に必要とされる専門用語を集中的に学習するための教

材 ･シラバスがある｡これは､大学受験のために試験によく出る単語 ･イディオムを集中的に

覚えることにある意味類似しているように思われる｡もちろん形態素 (接辞 ･語幹)に意味が

あり､一見難しい医療専門用語について､部品の意味を理解しながら系統的に学習するため､

単語を1つ 1つ切り離して覚えるよりは記憶のための脳の負担は軽減されることは事実である

かもしれない｡そして､学習者も医療用語の学習経験のおかげで､実際に医療用語を使う場面

に直面したときの精神的負担も軽減されるのかもしれない｡しかし､このような教材は､使い

方によっては結局のところ単語のかわりに部品を暗記させるためのものになり､傾向として語

嚢そのものの記憶が定着しないのが現状である｡筆者の印象的観察の1例をあげると､例えば､

2年次の英語科目内でこのような用語を導入し､記憶させる｡その後学習者が3年次で臨地実

習に出たとき､医療用語を学習した記憶は残っているかもしれないが､多くの場合用語自体の

記憶は失われているD

では､多くの大学のカリキュラム上で英語科目が開講されている1･2年次でESPシラバス

として語桑学習の場を提供するのに､このような用語を導入するのは無意味なのだろうかo限

られた時間の中で､学習者の ｢使える英語力｣の土台を築くために､どのようなあり方が最も

効果的といえるのだろうか｡

前提として､ESPコースをデザインするにあたって教師が観察すべき4項目 (川北 2002)を

あげておく:1)専門分野 ･英語における学習者のゴール 2)専門分野 ･英語における学習

者の学習段階 3)学習者の英語学習-の動機づけ 4)地域 ･専門職者からのニーズ であ

る｡ これらの視点に沿った適切な題材と優先的に習得されるべき語桑 ･技能をバランスよく提

供することがESP教師の役割である｡ 例えば､ひとくちに医療 ･看護分野といっても､医学

と看護学では必要とされる言語 ･コミュニケーション能力が異なるし､分野に適切な内容であ
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ったとしても､学習者が到達していない専門的な知識を要するものであると､学習者の実感に

訴えないため､英語と内容両方の面から学習者に不必要な負担だけを与え､学習効果はあまり

高くないという結果が予想される｡また､学習者が看護対象となる患者 とのコミュニケーショ

ン能力を必要としているのか､学会などで発表する能力を必要としているのか､情報収集を英

語で行 う能力を必要としているのか､といった背景によっても､異なったコース内容をデザイ

ンする必要性がある｡

本稿は､分析対象を語桑にしぼり､専門 ･英語の学習段階 ･専門の学習目的の違いを考慮し

選定した資料を語嚢分析することにより､次の疑問に答えることを目標とする :①看護に関連

のある文献 ･オーラルテキス トを構成する語桑がどのような語桑レベルにあるのか､②特に大

学 1･2年次のように専門分野の学習が初期段階において､看護分野に必要な英語を準備して

おくためには､語桑面からどのような学習が必要なのか｡それに関連して ESP (看護分野)に

おける頻出語桑とは何か?

2.分析対象 ･方法

2.1分析対象とした資料

1看護大学において看護学専攻学生に用いた7点の英語文献を分析対象とする｡分析に使用し

た文献は､専門分野における目的 ･学習段階という視点から次のように3つのテキス トグルー

プに分類し､観察したD

テキス トグループ 1)論文 ･理論書

①Nursingasanindepen滋ntscience:Nursingtheo7ymustdeveloptobecomea

scienceChapterl (以下､theory)

@'TowardaDefinitionofFamilyResilience:

IntegratingLife-SpanandFamilyPerspectives'(以下､family)

テキス トグループ2)事実の記述

③ 'Abortion:TheFactsandtheReality'(以下､abortion)

④ 'AlcoholismandAlcohoIAbuse' (以下､alcohol)

⑤ L̀isaMorgan(JRA)' (以下､JRA)

⑥ J̀apaneseAmericans' (以下､cdtWe)

テキス トグループ3)オーラルテキス ト(1)

⑦ ｢すぐ使えるナースのための英会話1000｣ (以下､nurse)

テキス トグループ 1は､主に大学院教育や看護学研究において使用されるリーディング資料で

あり､少なくとも専門分野における学習段階が高くなったときに用いられるO研究に必要なテ

ーマの資料が使われるため､資料を読むことに対する学習者の動機も高いといえる｡これに対

し､テキス トグループ2は､健康 ･医療に関連するトピックであるが､事実の記述を中心とす

る文献であり､従って読解に専門的知識を必要としない内容であるO現在学部学生のESPコー

スで多く用いられているリーディング教材は､恐らくこのタイプの資料であろう｡テキス トグ

ループ 1･2はリーディング資料であるが､看護分野では､非常に高いコミュニケーション能

力がなければならないO臨床現場で看護職者として英語が使えるほどの英語力をつけるには､
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本当はマニュアル英語ではなく相当な英語力が必要になるのだが､ここでは参考資料としてテ

キス トグループ3をたて､語桑に関してのみ比較を試みる｡資料の内容は､臨床現場の看護職

者たちが選んだ例文のリス トである｡(I)

2.2 分析方法

(1)上記の資料について､語桑リス トを作成し､中学必修語 500(平成 10年以前の資料)､

JACET8000(1000語､2000語､3000語､4000語､5000語､6000語､7000語､8000語レベル)

におけるレベル別分布を観察し､各文献 ･各テキストグループに出現する語桑がどの程度のレ

ベルにあるかを概観する｡データ分析には､WOLANVer.2.1.0(2)を利用するO語童の数え方は､

基本的に見出し語方式で数えていく｡学習者の認識という視点から､動詞の規則変化による屈

折変化形､名詞の複数形-∫は原形と同じ語桑として数えるが､不規則変化動詞は過去形 ･過去

分詞形をそれぞれ区別する｡ 派生形は､元の語から意味が明らかに分かるものでも､別々の語

嚢として数えた｡

(2)一般に､文献が苦労なく読めるためには95%程度の語嚢を理解していることが必要と言

われている｡そこで､上と同じ資料について､語桑の頻度を含めたリス トを作成し､JACET8000

における各レベルの語嚢グループがテキス トのどのくらいの割合を占めるのかを示すことによ

って､看護分野におけるESP文献の95%の語桑を習得するということはどういうことなのかを

観察できる資料を提供する｡データの頻度分析には､WordsmithVer.3(3)を､レベル分析には

WOLANを利用する｡

(3)ESP頻出語桑について､別の視点から考察するために､テキス トグループ間で重複して

出現する語桑をわり出し､レベル分布を観察･分析する｡レベル分析にはWOLANを利用する｡

3.結果 ･考察

3.1 語嚢リス トのレベル分布状況

各資料に､どのレベルの語嚢が使用されているかについて､下の表に示す｡ここでは､テキ

ス トに出現した語桑は回数に関わらず 1と数えている｡ 上の段が各レベルでカバーされている

語嚢数､下の( )内の数字はテキス ト中の総語桑数に対する割合 (%)を表している｡テキス

トグループ1､テキス トグループ2のテキス トをそれぞれあわせた語桑リス トのレベル分布も

示しておく｡具体的な語桑リス トについては､紙面の都合上省略する0

資料 1 各レベルにおける語乗数

テキストク÷/トフ○1 テキストク1'ルJ702 テキストク÷ル-70 3 テキストク～ルーフ O1 テキストク1'ルーフ 02

テキストレへやル family theory abortion alcohol JRA culture nurse

0-500 194 214 193 164 210 177 297 252 322

中学必修 (20.66) (22.79) (36.97) (39.90) (47.75) (21.12) (31.73) (14.75) (21.48)

0-loo° 445 444 314 249 296 338 448 547 611
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中学必修語 (500語レベル)の語桑リス トはJACET8000とは別の語桑リス トであるため､請

桑数はそのまま示してあるが､パーセンテージは 1000語以上の語桑 リス トのみを合計して

100%としているO また､ここでは 1000語レベルの語乗数の中に､基本語桑として8000語リス

トから除外された語桑も組み込んだ｡

各テキス トの語嚢リス トのレベル分布を概観すると､全体的に 1000語以内の基本的なレベル

の語菜が圧倒的にテキス トカバー率が高いことがわかる｡ 理論書 ･論文のように学習者に難し

いと感じられがちなテキス トも､英語語菜についてのみ観察すると60% 以上の語桑が 1000語 ･

2000語レベルリス トに含まれている｡7001-8000語レベルになると､どのテキス トも分布率が

非常に低いことがわかる｡ この傾向はテキス トグループ間で共通するものである｡テキス トグ

ループ1のほうがテキス トグループ2よりも若干語桑レベルが高いように思われる(4)｡ が､そ

のように断定できるほど資料が十分でないため､あくまでも今回扱った資料の範囲での印象的

観察である｡

基本的な語桑の多さを先に強調したが､8000語のリス トに含まれない語桑のカバー率が高い

ことは無視できない｡そこで､次に､JACET8000語のリス ト中に含まれていない語桑が､特殊

な専門的語桑として学習されるべきであるのかどうか､具体的な語桑を拾っていった｡ テキス

トグループ1の362語､テキス トグループ2の273語のうち､固有名詞､JACET4000語には含

まれていたが 8000語の中ではリス トから除外された基本語桑や不規則変化形(am,felt,chose.

been,etc.)など､日本語の語桑(amae,haji,mochi,etc.)､日本語でもカタカナで使われている語菜

(stoic,sneakermmnma,etc.)､8000語に含まれている語嚢の派生形､8000語以内の語の組み合わ

せから成る複合語(ajterbirth,bedtime,etc.)､数字といった､学習者が8000語以内の語嚢知識か

ら意味判断ができるものを除いていった｡その結果､以下の語菜のみが残った｡派生辞の意味

をどのレベルの学習者が理解できるかは検証していないため､派生辞は難易度にかかわらずす
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べて残しておく｡

テキス トグループ1 8000語以上の語桑

aspire,bidirectional,buoyancy,catheten'zation,coaster;coercive,Cognizant,cohesion,compress,
compulsive,concur;COngnLenCy,conjoint,construe,corroboration,decry,defnitional,degrade,
delinquent,deviant,dllscontinuity,discotd,dl'Screpancy,E.coli,elucidate,elucidatilon,emanate,embed,

empathy･.empirically･empowerenculturahlon･endurmlCe,etal･･excretion･faim･fargo,foresight･
grapple,Impe血,inert,juncture,lLD)man,legitimately,locus,longitudinal,mindset,morphogenesis,
morphostasis,necessitate,nurturance,palpation,parenting,pathogen,pathological,pathologically,
pathology,perplex,pertain,Ph.D,posit,postscrlPt,precurso7;PreStreSSOT;PrOaCtive,proactively,
psychopathologist,psychopathology,qualitatively,reactive,rea伊rm,redirect,re-entry,refne,
refnement,regenerative,renal,reproach,resilience,resiliency, resilient,ridden,ridicule,rut,rutter
salience,salient,salutogenesis,salutogenic,saTy, Semblance,speekstagnance,stresso7;theorization,
therapeutically,threefold,trajectory,妙ology,unrwel,upcoming,urethral,urination,versa (106語)

テキス トグループ2 8000語以上の語桑

abort,acculturate,amliation,ailment,alleviate,amulet,arthritis,assertive,autopsy,beverage,Budmist,
ceswean,Chopsticks,circumcision,condone,constipation,crm,e,cremate,crutch,defer,deferent,
detrimental･diaperdivulge,4vspnea･.eel･enema･e?uate,fetus,Pial･jluj& gruel･halloween,
hallucinate,hungo.verh汐e"'gnition･Impulsiveness,1n?eSt･injlame･intoxicated･LLN ,IVkarma,
lactose,lamaze,miscarriage,morphine,nausea,nonectopIC,overdo,pampe7;Parenthood,patriarchal,

pickled･pieOworridge,prenatal･prognosis･prom･pulley･purlfcation･rectal･recuperate･recuperation･
refrain,relapse,revere,rheumatoid,rickeo!,soybean,steermg,stigma,surname,taco,traction,trimester;
twinge,utensil,uterus,vaginal,vomit,watermelon (83語)

派生辞

-able,-(C)al,-ant,-ate,-ed,-en,-fu/,-L'an,-ing,-ion,-L'S1,-秒 -(()Eve,-L'ze,-/y,-less,-ness,-Ory.ly,CO-,counter-,L'll-･t'n-IL'nler-Imal-I

mu/tL'-,over-,Pre-,re-,un-

ここまでのデータは､テキス トに出現する語嚢を頻度に関わらず 1語として扱うものであっ

た｡実際には､何度も繰り返し出現する語秦や 1度しか出現しない語嚢もあり､テキス ト分布

率を考えるには､語嚢の頻度をあわせたデータが必要になるO 前述したとおり､一般に､約9

5%の語嚢知識があれば文献が楽に読めると言われている｡次節では各テキス トにおいて､ど

のくらいの割合でどのレベルの語桑に出会うことになるのかを分析する｡

3.2 語嚢の使用頻度とレベル分布

次のグラフは､各テキス トにおいてどのレベルの語桑がどの割合で出現するのかをパーセン

テージで表し､7つの資料をあわせてグラフの形で示したものである｡具体的な語嚢の頻度表

は再び紙面の都合で割愛する｡ここでは1つ1つの語嚢を区別せず､同じレベルの語桑が何回

出てくるかという比較にしぼっている｡グラフの下の表には頻度を回数で示した｡
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資料2 各レベル語嚢のテキス ト内分布率

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000その他 8000-

nurse 5326 373 log 71 63 55 38 16 506 725

kagaku 3468 317 213 179 33 31 22 20 20 164

fTamily 4636 689 178 300 131 57 62 77 61 641

culture 1775 318 107 110 56 36 37 12 38 228

alcohol 837 64 28 78 13 18 2 7 29 35

abortion 1489 79 27 109 9 7 ll 2 68 64

図表の中の ｢その他｣というのは､JACET4000には含まれていたが､JACET8000には入ってい

ない語桑を入れてあるO中学必修 500語はすべて 1000語レベルの中に入れたO

このグラフと表をみると､やはりレベル 1に属する語桑の頻度が圧倒的に高いことがわかるD

しかも､そのカバー率は語嚢リス トのときより高くなっており､基本的な語嚢はテキス ト内頻

度も高いことがわかる｡

Sooo語レベル以上の語桑もやや多いが､これは､前述した通 り､本当に学習者にとって高度

な語桑といえるものはかなり限られてくるOだが､個別に観察していくと､8000語以上で前節

のリス トから削除されない難易度の高い語嚢の中には頻度のかなり高い語嚢も見られる :例)

resilience(127回),resiliency(31回) (family)など｡

では､このような専門的な語桑を含め､各テキス トにおいてたくさん現れる語桑がESPコー

スで学習 ･定着させておくべき語桑であると結論づけてよいのだろうか｡それには､まだ考え

るべき1つの大きな疑問が残っているO｢(特に大学 1･2年次のような専門領域の学習が初期段
階にある)ESPコースにおける語桑学習とは?｣という本稿の課題の 1つを解決するために､

ESP頻出語嚢とは何か､その定義を考え直す必要がある｡

同じ語嚢に学習者が何度出会えば語桑が定着するのか､という課題に対し､Rott(1999)の実験

では､目標語の繰 り返しが6回あると (2,4回に対して)有意に語嚢学習効果が高かったと報
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告している｡ また､Zahar,Cobb&Spada(2001)の実験では､学習者の語糞力が低いほど､テキス
トにおける目標語の頻度数とテス トの得点の相関が高かったと述べている｡また､テス トで正

答の多かった単語は文中での頻度が高く､平均頻度は正答の多い語で7回､少ない語で2.75回

であったという結果を示している｡

たしかに､familyにおいてresilience(127回),resiliency(31回)は､論文のキーワー ドともいえ

る重要な語桑である｡ところが､今回扱った他の文献にはこれらの語桑は1回も出てこない｡

上の先行研究の実験結果を読みかえると､1本の論文に数多く出現する語嚢は､その中で十分

定着すると思われる｡この語条例だけでなく､研究テーマとなる疾患名や論文のキーワー ド的

語嚢というのは､レベルの高い語桑として位置付けられるかもしれないが､論文の中で､つま

り､必要に応じて読んだ文献の中で度々出会うことで自然に習得 ･定着していくものである｡

もちろん､事前に語桑の知識があるほうがたしかに理想的であるのかもしれないが､現実の学

習者の実態にも目を向けなければ､語嚢リス トの観察 ･分析だけが独り歩きしてしまい､結局

は ｢使える英語力｣を育てることができなくなってしまう｡そこで､次節では､語桑リス トか

ら離れ､視点を学習者のほうに向け､実際にESPコースにのぞむ学習者の語嚢レベルについて

概観する｡

3.3 学習者の語嚢レベル

前述したとおり､専門分野の文献を読めるようになるためには､8000語のリス トに含まれな

い語桑を学習することが理想である､といっても､学習者の語桑レベルとかけはなれていたの

では現実離れした議論に終わってしてしまう｡そこで本節では､学習者の語嚢レベルを2方向

から観察する｡資料3は､(秩)ALCの NetAcademyにおける語桑レベルチェックテス トを受

けた看護大学 1年次生の結果の1例である｡

資料3 学習者の語桑レベル

Vocabularyleveltest(ALCNetAcademy)
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グラフに見られるように､ほとんどの学生が3500語レベルまでに集中している｡これは､高

校の学習指導要領における必修語嚢が2300語前後であることを考えれば当然の数字である｡で

は､150013500語レベルの学習者が8000語レベルをこえる語桑を集中的に学習することは現実

的に効果ある語棄学習方法といえるだろうか｡

また､言うまでもないことだが､実際の職業 ･生活上で必要となる英語読解力とは､単に単

語を識別し､見て意味がわかるというレベルの語桑知識(5)だけではないO 多読の力､つまりボ
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リュ-ムのあるテキス ト全体を読んでポイントを正しくつかめるかどうかが問われるのである｡

読解力と語糞力の相関について調査したLaufer(1992)は､基本形 (wordfamily)方式で3000語

が読解に必要な受容語桑の敷居であると述べているO本稿では語桑を見出し語方式(lemma)で扱

っており､西揮(2003)の､｢見出し語は基本形のおよそ 1.6倍から2.0倍に換算できる｣ という

解説を用いると､基本形3000語は見出し語4800-6000語に相当することになる｡ 多様な文章を

読み取る力を養うためには､この目標語桑数に向けて広い意味での語糞力を底上げすることが

必須なのである｡

では､日本の看護大学生は､多読においてどの語桑レベルに対して負担や困難を感じるので

あろうか｡資料4は､看護大学1年次対象のextensivereadingコースにおいて､学生が選んだ

文献の語桑レベルと主観的難易度 (読んでみて難しいと感じたか易しいと感じたか)をまとめ

たものである｡ 履修者は基本的に1冊を1週間で読み終えることになっており､その範囲で読

める本というのが本の選択基準に含まれている｡1週間の読書の結果､例えば､1000語レベル

の本を選んだ学習者のうち､とても易しいと感じた者が20名､易しいと感じた者が 19名､や

や華しかったと感じた者が5名､大変難しかったと感じた者が 1名であった､というような印

象的な難易度をこの表は示している｡ ただし､このコースでは同じ学習者が複数の本を読んで

いるため､人数は延べ人数であり､特定レベルの個人のあり方を追うものではない｡ この表か

ら読み取れるのは､どのレベルの本なら学習者が1週間で読もうという気になるのかという点

とクラス全体の主観的語棄レベルの2点である｡

資料4 語桑レベルと学習者の主観的難易度

ordlevelimpression 300 400 600 700 1000 1200 1400 1700 1800 2000 2300 2500 3000

VeryeaSy 7 38 32 41 20 8 1 1 3

easy 8 23 44 75 51 19 4 3 3 3 2 1

slighdydifficult 6 4 7 35 7 5 6 9 l 4 4 1

この資料から､1000語レベル前後の本ならば 1週間で読めると判断した学習者が多いというこ

とがわかる｡そして読書後楽に読めると感じる境界線も1000語レベル前後であった｡学習者個

人の語糞力テス トで判定された語嚢レベルと多読の際の主観的難易度の相関については､別の

機会に扱うことにするが､全体的にみても多読という状況における語嚢レベルは､単なる語嚢

カテス トの結果より当然のことながら低くなることが数字にあらわれている｡

看護大学生の英語学習に関係する実状を付け加える｡多くの大学において､カリキュラム上､

英語必修科目は1･2年次に置かれている｡この時点で学習者の看護の知識 ･臨床実習経験は 1

年次においてはほとんどなく､2年次でもかなり乏しい｡さらに､看護大学生の進路は､現場

のナースの中でも看護師､保健師､助産婦と大きく3つの分類に分かれ､また他の多くの分野

と同様､研究 ･教育の分野に進む学生もおり､1･2年次において分野を将来の職業分野に特

定した英語教材 ･シラバスを提供することは不可能である｡
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学習者の実態と本稿で用いた ｢看護分野の研究者 ･大学院生 ･大学生が読めるようになりた

い｣ 6点のテキス ト及び臨床現場の看護職者が使えるようになっておきたいと感じている文の

リス トと関連づけると､いずれの進路を学習者がとったとしても土台として機能する基礎力を

身につけておくことこそが大学 1･2年次の英語科目に課せられた課題であると筆者は理解し
I

ている｡ したがって､少なくとも大学1･2年次という専門分野の学習初期段階におけるESP

頻出語桑とは､回数は多く出現するが特定のテキス トに偏っているような語桑ではなく､異な

る目的 ･学習段階にまたがってどのテキス トグループにも出現する語嚢として定義できるので

はないかと筆者は考える｡

そこで､最後の分析資料として､理論 ･事実の記述 ･会話の3種の文献に重なって出現する

語桑が具体的にどのようなものか観察する｡

3.4 異なる文献における語嚢の重なり

次の293見出し語は､テキス トグループ1-3のすべてに出てきた語嚢のレベル別分類で

ある｡

1000語レベル
a/able/about/after/agaL.n/aL'd/al//allow/aJlhough/always/an/and/another/any/are/area/around/as/at/avoL'd/away/

back/bad/be/because/become/bed/best/better/between/body/bring/but/by/call/can/care/case/cause/chaL'r/change/

chL'ld/close/come/condition/continue/control/cou/d/cut/day/death/d抑cu/t/dL-sease''do/doctor/does/durL'ng/each/easy/

eat/eHect/end/even/every/explaL'n/face/family/father/feel/feelL'ng/.first/fo/low/from/get/give/go/good/happen/hard/

has/have/he/head/health/hear/he/p/her/high/hL'S/hold/home/hospt'ta//how/I/LIce/Lf/important/ill,'insL'de/t'nto/LIs/I-(/

just/kind/know//eave/less/let/lL'e/like/IL-tile/live/long//ook/lose/low/make/many/matter/may,me/measure/meet/

mL'ght/month/more/most/much/my/necessary/need/new/no/not/notL'ce/now/number/of/QtT/often/o/d/on/once/one/

only/or/order/other/out/Outside/over/own/parent/pass/patient/peop/e/perLlod/person,,Iu'ece/p/ace/po.u'fion/prepare/
/

problem/provL'de/put/question/qul'et/raL'se/reach/reaction/recently/reduce/rest/result/return/room/same/say/see/seem

/serious/several/she/short/should/st'nce/situation/sz'x/so/some/something/someTL'mes/special/spend/s(art/stay/slL-ll/

lake/tell/test/than/thank/lhal/the/Them/(hen/there/these/think/thL.rd/thL'S/three/through/lime'to/today/logelher/too/

toward/try/turn/two/under/understand/until/up/use/usually/very/want,'way,'we/well/what/when,'where/which/whi/e

/whL'te/who/whole/why/will/wt'sh/wL'th/wt'lhout/work/wou/d/wrL-te/yet/you/your/yourself

2000語レベル
bend/cream/dat'ly/detaL'l/diet/entrance/explanafL'on/healthy/illness/labor/map/nurse/onto/prefer/reacfL-on/relt'gionI

request/sex/spell/temperature/(realment

3000語レベル
Severe

4000語レベル
assess/comp/aL'nt/consult/discharge/due/procedure

8000語レベル
excessively

リストに含まれないもの
am/been/children/did/had/made/psychological/seen/spicy/was/were

この結果から､語桑リス ト･頻度分析と同様､目的 ･学習段階別に分類したすべてのテキス

トグループに共通して出現する語桑もまた圧倒的な割合で 1000語レベルに属していることが
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わかる｡ これまでの2つの分析と異なる特徴は､難易度の高い語桑がほとんどないということ

である｡8000語のリス トに入っていなかった 11語のうち､1000語以内に含まれる基本語嚢が

9語であ り､残 りの2語 spicy,phychologicalも基本形 としてまとめれば spice(7000語),

Psychology(3000語)と同じwordfamilyに含まれ､8000語以内の知識で十分理解できる｡

つまり､著者の定義するESP頻出語桑の内容はきわめて基本的なレベルの語桑であり､これ

らの語嚢を深く定着させ､単に単語を見たら意味がわかるレベルでなく､多読力につながる受

容語桑や発表語嚢にまで発展させることが必要といえるのではないだろうか,

4.結び

本稿では､語桑､主に受容語桑に分析の焦点をしぼって､看護関連の資料 ･文献を目的 ･専

門分野の学習段階という視点から3つのテキス トグループに分け､テキス トに含まれる語桑の

特徴について分析するかたわら､対象となる看護大学生の英語語嚢力の実態を観察し､看護分

野において大学生が必要とするESP語嚢とはどういうものだろうか､という課題について考え

てきた｡

テキス トごと･テキス トグループごとの語嚢レベル分布､頻度を含めた語桑のカバー率､

学習者の語糞力の実態､テキス トグループに重なって出現する ｢ESP頻出語桑｣の調査すべて

に共通して､圧倒的に 1000語以内レベルといった基本的な語桑の出現率が多い傾向がみられた｡

本稿の分析が主に大学 1･2年次の為のESP語桑に焦点をあてているため､このような結論が

得られたのであって､大学院生 ･各領域の看護職者のためのESP語童ということであれば､や

や異なる結論が得られることが予想される｡

また､本稿では､資料不足から受容語桑に焦点をしぼらざるを得なかった｡英会話マニュア

ルの語桑リス トで8000語からもれた語桑として､もちろん病院に特有な語嚢もあるが､日常よ

く使いそうな生活語桑も多くもれているような印象をもった｡また､看護職者のコミュニケー

ション能力は､受信能力の高さ･深さとともに､看護対象の感情 ･知識 ･理解に沿った発信能

力が強く求められるO 英語を使って看護職務を遂行するためには､発表語嚢の習得につながる

学習方法を真剣に考えることが必要であると考えるOそのためには､今後､マニュアル英語で

なく自然なオーラルテキス トの分析が必要である｡

注)

(1)ここでは､看護職者が選んだ病院で必要な会話フレーズ集を使用した｡ 本来､会話文を分析
するならば､生の会話記録を使用するべきである｡今回は理想的なデータを入手することが困難で
あったため､代りにこの資料を代用しているため､比較分析の資料としてはあまり積極的には使わ
ないことにする｡今後､看護のためのオーラルコミュニケーション英語について､きちんと分析し
たい｡
(2)woLANは久留米工業大学の山内らが開発した学習語桑分析支援システムであり､WEB上で
テキストの語嚢分析ができる無料ツールである

http:a)lue.is.ktm e-it.acjp/wolan/
(3)wordsmithtoolsVersion3は､MikeScottが開発した語嚢分析ツールであるO現在は､Version4
も出ている｡ツールについての詳しい情報は､

hQ://ww .oup.co.tJk/elt/catalogtJmultimed/4589846/4589846.htmi を参照されたいO
(4)ただし､cultureの分布率の傾向は比較的テキストグループ1のものに類似している｡可能性
のある理由として､事実を記述したハンドブックであることから著者がテキストグループ2に入れ
たが､このテキストが看護学部の専門科目の授業用テキストとして使われる類のものであり､質的
にはテキストグループ1に近いという点が考えられる｡

(5)｢語桑知識｣が含む意味自体にも幅がある｡英語教育＼机52No.7(2003)で西滞氏が簡潔に解説
している｡ここでは､いわゆる受信に必要な受容語､つまり ｢読んで意味がわかる｣語桑知識まで
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をさしている｡
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電子 ･情報系工業高専レベルの英語語嚢分析

An An alysisofTechmicalTerm sintheFieldofElectromiCsandInform ationScience:

ACaseofKum amotoNationalCollegeofTeclmology

光永 武志

Abstract

ThispaperreportstheresultsofvocabularyanalysesofEnglishteclmicaltermSinthefieldofelectronicsandinformation

science,whichareeq)eciallyfTorthelevelofthestudentsofnationalcollegeoftechnology･Thetermsfbrthisstudyare

chosenfromtwosources:(1)basicwordlistfTorthestudentsofKNCT(Kum amotoNationalCollegeofTeclmology)

compiledbytheauthorand(2)wordscollectedfromEnglishpapersw加enbyfourJapaneseteacherswhoteachspecial

subjectsatKNCT. ThestudyconcludesthatconsideredfromtheviewpointofESP(EnglishfわrSpecificPurposes),one

ofthecharacteristicsoftechnicaltensinthisfieldcanberegardedas"sub-techmical"ratherthan'1echnical.H

1.はじめに

電子 ･情報系の工業高等専門学校 (以下高専と略す)における英語語桑にはい かなる特徴が

あり､またESP(EnglishforSpecificPurposes)の観点から見た場合､この分野の語桑ぽ technical'

なのか､あるいは s̀ub-techmical'なのかを分析することが本稿の主たる目的である｡またさらに

望ましい学習教材という点から､どのような語桑教材を使用すべきかに関しても考察する｡

2.語嚢選定方法

2.1語嚢集の場合

報告者はかつて ｢熊本電波工業高等専門学校生のための基礎語桑集｣(以下 ｢語桑集｣と略

す)1という語嚢集を編纂したことがあり､これを今回の語桑分析で利用する資料の一つとしたD

その際の語桑選定作業は以下のような基準のもとに行った｡

1.本校 5年生有志に対して､各自の4年間の学習経験から､また卒業研究のテーマから､各

自の所属学科の学生にとって重要だと判断する語菜を選出して貰う｡

2.学術用語集､工業英検問題集等から､報告者の判断で､本校学生に必要と思われる基礎語

桑及び英字誌の7訊4gや Newsweek等に頻出する科学技術用語も選出するO

以上の方針により､ 上記語嚢集に収録した語乗数は､基礎 ･共通編 (766語)､情報通信工学

科編 (186語)､電子工学科編 (244語)､情報工学科編 (188語)､電子制御工学科編 (203語)

の､計 1587語となった｡これを基にして学科編に重複している語を除いた 1,266語が本稿での

語嚢分析に使用した語嚢リス トである｡

2.2 教官論文の場合

学生による語桑選定を中心とした上述の語嚢集だけでは､電子 ･情報系の高専学生にとって

の語嚢としては不十分だと判断し､さらに本校専門4学科 (情報通信工学科/電子工学科/電

子制御工学科/情報工学科)の教官から､各自の執筆した論文 1編ずっの提供を求めることに
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した｡これら英語論文に含まれる語数は約 4760語である｡このうち重複したものを省き 907

語からなる語嚢リストを得た｡以下､これを ｢教官論文｣と記す｡

3.語嚢分析

3.1 WOL州 の使用

今回行った語桑分析には､山内ひさ子等 (久留米工業大学)の開発した語桑レベルチェック

ソフ トウェア'WOLAN'を用いた｡2このソフトウェアを利用すると､分析したい語桑リス トが

語桑データベースとして用いているリス トにどれだけ含まれているかを知ることが可能であるO

以下に､｢語桑集｣及び ｢教官論文｣の語桑が､各語桑データベースにどれだけ含まれている

かを百分率で表したものを示すO 3

中学生 英検 3級 英会話 Oxfbrd1500 Oxfbrd3000

語棄集(1266) 46 210 281 160 341

% 3.6 16.6 22.2 12.6 26.9

教官論文(907) 155 310 272 244 408

% 17.I 34.2 30.0 26.9 45.0

Oxfbrd4500 TOEFL3800 工業英検 1600 JACET4000 JACET8000

語柔集(1266) 496 398 512 593 880

% 39.2 31.4 40.4 46.8 69.5

教官論文(907) 505 313 279 605 745

3.2語嚢集の語嚢リス ト別含有率

上記3.1で示した表 1を基に､語桑集の場合の語桑リス ト別含有率をレーダーグラフで次に示

す｡

右のグラフから分かるように語桑集に関

して言えば､｢中学生｣｢英検3級｣｢英会話｣

｢oxford1500｣ で の 含 有 率 が 低 く､

｢0Xford3000｣以後 ｢JACET4000｣のリス

トまで は 3割 乃至 5割程度 で あ り､

｢JACET8000｣に至っては7割程度という

高い含有率である｡

図 1 語桑集の語桑リス ト別含有率

3.3教官論文の語嚢リス ト別含有率

次に教官論文の場合の語桑リス ト別含有率をレーダーグラフで以下に示す｡
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教官論文の場合の語嚢 リス ト別含有率は､語嚢集の場合と比較すると､全体的に含有率は高く

なっていることに一見して気づくであろう｡中でも ｢中学生｣17.0% ､｢英検 3級｣34.0%の二

つが､語嚢集のそれぞれ 3.6%､16.6%と比べると特に割合が高いことが注目される｡

3.4語尭集の全リス ト非含有語嚢

ここでは語桑集における､10の語嚢データベース全てに含まれていない語桑全てを次に示

す｡ (262語 /1266語→20.7%)

･ AC/acceptor/accum ulator/acquiescence/actuation/adaptlVe/adaptor/adder/algere/
aliasing/allowable/amplification/analogue/anodize/antenna/applicability /argon/
assembler/asym metrical/asymmetry /asynchronous/augmentation/bandtheory/blocking/
broadcasting/buzzer/byte/CAD/Capacitive/capacitor/Carbonic /Cartesian/CATV /
centroid/ceramic/charger/coaxial/compatibility/computation/concurrency/condenser/
conJugate/controllable/converter/convolution/cordless/correlative/countercurrent/
covalent/crank/ctusor/cybernetics/cylindrical/decipher/declination/decode/decoder/
decrement/deflection/demodulation/derivation/detunlng/diagonal/dielectriC/
differentiator/digitize /dimensional/dimmer/dipole/directional/distortionless/
diversiflCation/doubtlessly/duality/dynamically/dynamo/earphone/eavesdropping/
electriflCation/electro/electroextraction/electrohydraulics/electrolyze/electromagnet/
electromagnetic/electromagnetism/electrostatic/emitter/encode/encrypt10n/epltaXial/
equlPOtential/equvalence/exponential/extrinsic/faulting/fllament/fllled/flapper/
flowchart/forbidden/forerunner/gadget/gearbox/hamonic/headphone/Hertz/hexagonal
/hy血aulics/hy血ofhoric/hyperso山C/hypothesize/hysteresis/ IC/illogical/impedance/
imperfection/implantation/inductance/inductive/inflnity/ingot/initialization/initialize/
irLnOVate/insulate/integer/interchangeable/iomiC/ionization /ionize/ionosphere/
i汀eVerSible/ISO/isochronal /isosceles/isothemal/iterate/iteration/kemel/limiter/

logaritlm /loudness/loudspeaker/1um inescence/luminescent/lux/magneto/malfunction/
maneuverable/manually/matching /megabyte/metallic/micro/modulating/modulator
/mol/multi/multifunCtional/multiplexer/'multiplying/nonconductor/normalization/
num eriC/numerically/OCP/0lm iC/Oscillator/oscillograph/overcurrent/overvoltage/
oxi血zation/packed/parabola/pendulum/pemittivity/phasor/photodiode/photomultiplier
/photosensor/photovoltaiC/Playback/pneum atic/Pneum atics/polarization/poly/
precondition/predistortion/preparatory/presage /pnmeover/programmer/proliferate/
propagation/proton/quantization /quartz/quleSCent/radian /reactance/recombination/
rectifier/reiteration/repulsion/resistivity/resistor /restart/retry/ROM /Sampling/
sawtooth/scalar /scroll/selectivity /separator/Sequential/serializability /servo/
servomechanism/servovalve/sideband/sine/soldered/sortlng/spectra/spool/stabilization
/standardization/stored/subtracter/subtraction/superconduction/superconductivity /
superconductor/superposition/susceptance/
synchronize /synchroscope /synthesize /
systematize/tangent/tangential/timbre /
toothed / transducer / trapezoidal /
tngonometriC/tunlng/ultrahigh /unconditional
/uncontrollable/underestimation/upstream /
usability /uttermost/versa/vertex/wafer/
wa仕meter/wavefbm

3.5教官論文の全リス ト非含有語嚢

教官論データベース全てに含まれていない語桑全
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てを以下に示すO (108語文における､10の語桑/907語→11.9%)

adaptive/aerodynamic/analytic/approximation/arbitrarily/azimuthal/bandgap/bearable/
bigratlng/bisinusoidal/bitstnng/coincident/commercialize/converter/corrugate/corrugation
crossover/cyclotron/decelerate/decode/differentiable/diffract / dimensional
discretization/discretize/dope/eigenvalue/electrically/electromagnetic / epltaXial
epltaXy/evanescent/excitation/exponentially/fluence/frictional/harmonic/headway
homogenous/hydride /impedance/initialization/ionization/irradiation/isochronal

′/
/
′/I′/
′/

lexicographic/linearization/linearize/linearly/longitudinal/lossy/modal/nonionize/
nonlinear/nonlinearity /normalize/numerically/optimally/optimization/optoelectroniC/
Orthogonal/oscillatory/passivation/periodicity /permeability /photodiode/photoniC/

Planewave/plasm?n/plasm?rLreSOnanCe/polarization/prespecify /propagate/pro.pagation/
proton/recombinatlOn/reflectlvity/refractive/resistivity/rotor / sectionwISe /
semiinflnite/separative/sigmoid /singly/sinusoidally/spectral/splendidness/subdomain/
suboptlmal/suboptlmally/substrate/subsystem/superscnpt/Sym metric/Synthesize/throttle/
towards/transpose/transverse/trapezoidal/truncate/truncation /unrecovered/unsatisfied/
wider/widetilde

4非含有語嚢について

4.1語嚢集における非含有語嚢の分析

語嚢集における非含有語桑の内､『リーダーズ英和辞典』(研究社)において専門語として記

述がある語嚢を以下に示す｡

専門語桑 114語/262語 43.5% (全体9.0%)

AC/acceptor/accumulator/adaptor/aliaslng/amplification/anodize/antenna/argon/
assembler/asymmetrical/asym metry / asynchronous/bandtheory/blocking/buzzer/byte/
CAD/capacitive/capacitor/Carbonic/centroid/coaxial/compatibility/condenser/conjugate/
converter/countercurrent/covalent/crank/decoder/decrement/deflection/demodulation/

diagonal/dielectriC/dipole/directional/distortionless/duality/dynamo/electroextraction/
emitter/epltaXial/equlPOtential/exponential/flowchart/forbidden/gearbox/hamonic/Hertz/
hydrofluoriC/hypersonic/hysteresis/IC/impedance/inductance/inductive/infinity/integer/
ionic/iomization/ionize/isosceles/iteration/kernel /limiter/logaritlm /lux/magneto/
megabyte/modulating/modulator/nonconductor/oscillator/oscillograph/overvoltage/
oxidization/permittivity/phasor/photodiode/photomultiplier/photovoltaiC/Polarization/
proliferate/proton/quantization/quartz/radian/reactance/rectifler/resistivity/resistor/ROM
/Sampling/scalar/scroll/separator/sideband/sine/stored/superconduction/
superconductivity/superconductor/susceptance/synchroscope/tangent/tangential/transducer/
tunlng/vertex/wafer/wattmeter/waveform

専門語以外での特徴を述べると､複合語 ･略語 ･接尾辞を含む語などが少なからず見るこ

とができる｡

(a)複合語

eg.bandtheory,electroextraction,electrohydraulics,electromagnet,electrostatlC,
servomechanism,wattmeter,etc.

(b)略語

eg.AC,CAD,CATV,IC,ISO,OCP,ROM,etc.

(C)#尾#(-ize,-ization,etc.)

eg.digitize,nomalization,polarization,stabilization,synthesize,systematize,etc.

4.2教官論文における非含有語嚢の分析

教官論文における非含有語秦の内､『リーダーズ英和辞典』(研究社)において専門語として
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記述がある語嚢を以下に示す｡

専門語桑 35語/108語 32.4% (全体 3.9%)
･ approximation /bandgap/converter/cyclotron/differentiable/di缶act/discretization/
elgenValue/epltaXial/epltaXy / excitation/exponentially/fluence/harmonic/hydride/
impedance/ionization/irradiation/lossy/nonionize/orthogonal/periodicity/permeability/
photodiode/plasmon/polarization/proton /resistivity/rotor /sinusoidally/subdomain/
substrate/symme廿ic/throttle/truncate

(a)複合語

eg.bandgap,optoelectromc,photodiode,plasmonresonance,semiinfinite,widetilde,etc.

(b)接尾辞(-ize,-ization,etc.)

eg.commercialize,discretization,10mization,optlmZation,POlarization,synthesize,etc.

5高含有率語嚢について

これまで含有率が低い語を主に見てきたが､次に視点を変えて高い含有率を持つ語桑に目を

向ける｡

5.1語嚢集における高含有率語嚢

語桑集の中で､10のリス ト中8リス ト以上に含まれている語は全部で 100語あり､7.9% を

占める｡

' add/address/apply/back/base/board/body/boil/borrow/bus/carry /center/change/
close/common/cost/current/cut/demand/draw /drive/earth /electric/face/

factory/field/full/gain/gas/gate/glass/good/guess/hand/head/high/home/hot/in/
join/know/language/large/lead/life/light/low/machine/mathematics/matter/mean/
minute/moment/moment/nattml/num ber/off/on/only/open/order/ordinary/part/
performance/plate/power/program/purpose/quantity/read/rest/right/rule/save/
science/short/side/sign/size/sound/spnng/square/station/straight/subject/supply/
system/time/true/tum/up/view/wave/wear/wheel/word/work/Write/wrong/yard

5.2教官論文における高含有率語嚢

教官論文の中で､10のリス ト中8リス ト以上に含まれている語は全部で 126語あり､13.9%

を占める｡

' a/about/above/after/again/agree/all/almost/along/already/apply/at/away/base/
be/believe/call/can/carry /change/clear /close/come/common/cost/cross/current/
dark/deal/distance/down /drive/duty/easy/electric/equal/fast/few/field/find/

follow/for/from/full/gain/get/give/glass/good/grade/grass/hand/high/hold/in/
introduce/just/keep/know/large/lead/let/light/like/low/make/mean/much/near/
need/new/next/number/of/on/only/open/order/ordinary/out/paper/part/past/
performance/plate/popular/power/present/purpose/put/room/rule/same/science/
shallow/show/since/size/so/some/speed/square/stand/strong/study/subject/
suppose/system/table/take/the/time/to/together/traFIC/try/understand/up/use/
wave/way/well/wheel/white/without/year

6.結び

ここまでの分析によって以下の三点が指摘可能である｡

1)語桑集､教官論文のいずれの場合も全てのリス トで非含有な語童は､1割ないし

2割程度｡見方を変えれば､8割､9割 の語はいずれかのリス トに含まれている｡

2)語桑集､教官論文のいずれの場合も10%程度の語嚢は､極めて高い含有率D
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3)語嚢集の9%､教官論文の3.9%が全体での ｢非含有｣かつ ｢専門語｣｡

これらから言えることは､熊本電波工業高等専門学校の学生が学び習得すべき基礎語桑は､

それほど専門性の高い語嚢だとは言えない｡しかしながら､ 1割弱の語嚢がどの語桑リス トに

も含まれておらず､且つ辞書で専門語として扱われていることから､Hteclmical'で ないとも完全

には言えない｡ 従って､電子 ･情報系工業高専レベルの英語語桑特徴は､"technical"ではなく

"sub-technical"と一応結論づけることが可能だと言えようO さらに､学習教材に関して言えば､

この語桑特徴を十分考慮した上での選定或いは作成が重要であろう｡

本稿は､第42回大学英語教育学会(JACET)全国大会 (2003.9.5､東北学院大学) において行

われたシンポジウム ｢ESP語桑論- IsESPVocabularySub-Teclmical?｣で ｢電子 ･情報系工業高

専レベルの英語語嚢分析｣と題して口頭発表したものに一部基づいていることを付記しておく｡

注

1拙稿 ｢熊本電波工業高等専門学校生のための基礎語桑集｣(熊本電波工業高等専門学校 研究

紀要 第22号,1995,17ト226)を参照のこと｡

2 'WOLAN'に関しては､山内ひさ子 ｢語桑データベースの分析｣(『ESPの研究と実践 』第

2号 JACET九州沖縄支部ESP研究会編2003.3.31,61-69)を参照のこと｡

3本研究で使用した語桑データベースを以下に示す｡『文部省中学校学習指導要領- 外国語

編』(1991)､(｢中学生｣と表示)､日本英語教育協会編 『英検3級グループ別英単語 176

0』(1987)､(｢英検3級｣と表示)､日本レキシコ編 『話す英語の単語力』(2002)､(｢英会話｣

と表示)､L.A.Hill.(1982)WordPower1500.(｢Oxford1500｣と表示)､L.A.Hill.(1982)WordPower

3000.(｢Oxford3000｣と表示)､L.A.Hill.(1982)WordPower4500.(｢Oxford4500｣と表示)､

神部孝 『TOEFL英単語 3800』(2000)､(｢TOEFL3800｣と表示)､日本工業英語協会編 『工

業英語ハンドブック』(1998)､(｢工業英検 1600｣と表示)､JACET教材研究委員会編 『JACET

基本語 4000』(1993)､(｢JACET4000｣と表示)､JACET基本語改訂委員会編 『JACET基本語

8000』(2003)､(｢JACET8000｣と表示)｡
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工業大学大学院論文の語嚢分析とその利用

Lexicalanalystsanditspracticalusefわrteachingacademicwritingatagraduateschoolofnational

instituteoftechnology

中野 秀子

Abstract

ThispaperdescribesmainlytheresultofanalyzlngtheESPvocabularyusedinacademicwrltlngClassatgraduateschool

oftechnology.First,lexicalanalysISWasCarriedoutwithWONLANsoflwareinordertofindthelexicalfeaturesofthe

textsusedfわrteachingacademicwrltlng.Second,afterdiscusslngthelexicalfeaturesoftheESPteachingmaterials,the

academicthesestheleamerswereinvolvedwithwereanalyzedwithcommercialsoRware.Theresultofthelexical

analysisoftheacademictheseswascomparedwiththatofscientificnews.Lastly,itconcludesthatlexicalanalysISCan

helpESPteachersteachtechnicalvocabularyandtechnicalwrltlng.

1.はじめに

工学部のESP教育では学生･学科のニーズに応じたコースをデザインすることが望ましいが､

そのジャンルの専門語嚢の特徴を知ることはコースデザインをするに当たって基本的な要素で

ある｡本論文では国立工業大学大学院生命体工学科脳情報 ･生体機能専攻の1年生に対する英

語論文指導で行った語嚢分析とその結果について論じていく｡工業大学院 1年生はそれぞれが

研究室に属し､研究テーマの参考文献として英語論文を読んでいる｡中には既に研究成果を英

語で発表したり､英語論文を発表した学生もいた｡｢このような学生にESP教員が英語論文作

成指導をどのようにしてできるであろうか?｣ という命題のもと､今回かかわった学生が専

攻している生命体工学科脳情報 ･生体機能専攻の論文の語嚢の特徴を調べ､どのようなコース

デザインの可能性があるか検討したい｡

2.研究目的

(1)今回論文指導の前に読解 ･writing用 ESP教材として使用した工業英語検定試験 1,2級

の問題文 (以下 ｢工業英語｣)､及びvoA SpecialEnglish (以下 ｢vOA｣)の語嚢の特徴

を調べ, 工学部のESP教材として適当な教材とはどんなものか考えてみる｡

(2)専門分野の論文 (以下 ｢生体機能論文｣)の語嚢とニュース語桑 (以下 ｢ニュース｣)の

特徴を調べ比較する｡

(3)(1)と (2)の結果から語嚢リストを利用した英語論文指導の可能性を検討する｡

3.語嚢リス トの作成と分析

3. 1 語嚢リス ト作成

KWICConcordanceforwindows(http://www.chs.nihon-u.ac.jp/eng_dpt/tukamoto)を使って英文資

料の語嚢リストを作った｡さらに､語嚢の頻度と品詞分析をするために語桑分析ソフトウェア

ー､wordLab (Vl)を使った｡

3.2 ジャンル別語嚢含有率検索

WONLANl (山内等,2002)を使って ｢中学校基本語｣､｢英検 3級｣､｢英会話 2000｣､
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｢oxfbrd1500｣､｢Oxfbrd3000｣､｢Oxfbrd4500｣､｢工業英検 1600｣､｢JACET4000｣､｢JACET8000｣

の中にどれだけ実験試料の語嚢が含まれているかを調べた｡

3.3 語嚢資料

(1)ESP教材資料 :講義で使用した工業英検資料とvoAの科学記事を使った｡

｢工業英語｣:工業英語検定試験1･2級長文問題(320語嚢)

｢voA｣:VOA SpecialEnglishの中から "Slow TyrannosaurusRex", "MethodtoStop

smoke" 他4編 (480語嚢)を使用した｡

(2) 生体機能論文 (2326語嚢)

JoumalofNeuroscienceやJoumalofAmericanChemicalSocietyなどから学生が読んでいる論

文5編を使用した｡論文のタイ トルは以下のとおり:HASecondGenerationForceFieldforthe

SimulationofProteins,NucleicAcids,andOrganicMoleculesM,uCrystalStructureofaHumanAlkyl
base-DNA'ヽ,"RepairEnzymeComplexedtoDNA:MechanismsforNucleotideFlipplngandBase

Excision", "Ⅰnfectionandlmmunity"(他 1編)｡

(3) ニュース (2670語嚢)

7月に配信されたVOASpecialNewsのScriptとcNNSpecialReportの記事を使用した｡出

典は以下のとおり:VOASpecialNews(retrievedJuly28,2003fromhttD://www･VOaneWS･COm/

sDeCialenglish/index.cfm);CNNSpecialReport(retrievedJuly28,2003,from h仕p://www･cnn･com/

SPECIALS/2003/sars/index.html,h件p://www.cnn.com/SPECIALS/2003/iraq/)｡

4.結果

4.1 講義に使ったESP教材の詩集レベル

(1) 工業英語 (320語嚢)

｢工業英語｣の語嚢リストを作成し､WONLAN を使って試料の語嚢の ｢中学校基本語｣､｢英

検3級｣､｢英会話2000｣､｢Oxfbrd1500｣､｢Oxfbrd3000｣､ ｢Oxfbrd4500｣､ ｢TOEFL3800｣､

｢工業英検 1600｣､｢JACET4000｣､｢JACET8000｣における含有率を調べた (表 1,図1)｡こ

の結果から､工業英検1･2級の語嚢は｢JACET800｣の語嚢リストに89.7%も含まれていたが､

｢TOEFL3800｣や ｢英検3級｣の語嚢リストには50%以下しか含まれていなかった｡ このこと

から ｢工業英語｣の英文はかなり専門的であることが示唆される一方､｢JACET8000｣の語桑に

は専門性の高い語嚢も数多く含まれており､工業英語などの専門用語が日常よく使用されてい

ることも推測できる｡また､｢工業英語 1600｣の語嚢リスト中に 46.6%しか含まれていなかっ

たことは工業英語がジャンルによる特異性が高く､それぞれの専門分野の工業英語を学習する

には基本語嚢だけでは不十分であることを示している｡

表 1 ｢工業英語｣の語嚢が各語嚢リスト集に含まれる割合 (320語嚢)

中学生 英検3級 0.542 Ox1500 Ox3000 Ox4500 TOEFL3800 工英1600 J4000 J8000
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工業英検1,2級 (320Words)

27.8%
中学生

JACET8000

JACET4000
57.5%

工業英検1600
46.6%

TOEFL3800
39.7%
Oxford4500
63.8%

図1 工業英検 1,2級問題の語嚢分析結果

(2) VOA (480語嚢)

｢voA｣の語嚢リストを作成し WONLAN を使って ｢中学校基本語｣､｢英検 3級｣､｢英会話

2000｣､｢Oxfbrd1500｣､｢Oxfbrd3000｣､｢Oxfbrd4500｣､｢TOEFL3800｣､｢工業英検 1600｣､

｢JACET4000｣､｢JACET8000｣の中にどれだけ実験試料の語嚢が含まれているか調べた(表2､

図 2)0｢VOA｣の語嚢は ｢JACET8000｣に94.2% ､｢JACET4000｣に83.8% ､｢Oxfbrd4500｣に

78.3% ､｢Oxfbrd3000｣に70% 含まれていた｡これは ｢VOA｣ の語嚢には汎用性の高い語嚢が

多く含まれていることを示唆している｡しかしながら､｢工業英検 1600｣には 19.6%しか含ま

れていなかったので､ニュース英語の語嚢は工業英語の基本用語にはあまり含まれておらず､

工業英語の基本用語の専門性が高いことを示唆している｡さらに､｢JACET8000｣による含有率

に注目すると ｢工業英語｣と ｢VOA｣の語嚢リストの含有率が共に高いことがわかる (｢工業

英語｣:89.7% ､｢VOA｣:94.2%)｡そこで､｢工業英語｣と ｢voA｣の ｢JACET8000｣における

語嚢分析の比較を行った｡

表2 VOASpecialEnglishの語嚢分析結果

中学生 英検 3級 英会話 Ox1500 Ox3000 0Ⅹ4500 TOEFL3800 工英1600 J4000 J8000

News(480words)

28.8%

中学生
loos-ー

94.2% JACET8000

83.8% JACET4000

lll

≒19.6% 工業英検1600

二六 英会話 49.2%

77Oxford1500 49.0%
/

Oxford4500 78.3%

図2 VOASpecialEnglishNewsの語桑分析結果
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(3)｢工業英語｣と ｢voA｣の ｢JACET8000｣における語嚢分析の比較

表 1､2より ｢JACET8000｣に ｢工業英語｣の語嚢は89.7%､｢VOA｣の語嚢は94.2% 含ま

れていたが､両者の語嚢で ｢JACET8000｣に含まれていないものに注目した (表3)｡

表3 ｢JACET8000｣に含まれていない ｢工業英語｣｢VOA｣の語嚢

工業英語 aberration,angular++,arcsecond,astronomicalH,axial*,chemically,corrective, electrostatics,
evaporation+, foresee,HST (Hubble Space Telescope), Hubble, incorporate, infbrmational,
macromolecule,observatory榊,optics,outermost,photometer,planetary,polysaccharide,proton,subunit,
superconduct,superconductor,ultraviolet+(26)

VOA anti*,antidepressant,atypical,depose,distemper,inhale+,loot,mumps,nicotine,paleontologist,

*工業英語 1800に含まれている語嚢

**TOEFL3500に含まれている語嚢

この結果から ｢JACET8000｣には一般的に使われている病名､化合物､cu汀entEnglishの語

嚢､工業英語などの一部の語嚢は含まれず､日常使われているAcronym も含まれていないもの

があることがわかる｡ 例えば､SARS(SevereAcuteRespiratorySyndrome)のような新語は

cu汀ent性が高く､語嚢リストには含まれていないのは当然であるが､このような新語で知って

おく必要があると思われる語嚢にっては､教師による語嚢指導が重要になって来ると思われる｡

さらに､工業英語 1,2級の長文問題320語嚢中約90%が ｢JACET8000｣に含まれていたこと

は､ESPの語嚢がsub-technicalであるかどうかを問う今回のシンポジウムに一つの指針を与え

ている｡すなわち､｢JACET8000｣基本的にBritishNationalCorpus(BNC)から基準データを作

成し､JACETサブコーパスデータと照合して8000語を選び出しているが､サブコーパス頻度

順位表を作成するに当たっては､検定教科書､雑誌､新聞､映画､児童文学､BBC､CNNなど

のスクリプト､センター試験 ･sTEP･TOEFL･TOEICなどの資格試験などをデータとしてい

る｡それ故､｢voA｣の語嚢が94.2%含まれていたことは､当然であるかも知れないが､｢工業

英語｣が89.7%含まれていたことは､ESP語桑を ｢sub-technical｣､｢technical｣ という区別をす

る必要はなく広義の意味で一般語嚢の中に含むという考え方もできるのではないだろうか｡毎

日の新聞･報道ニュースのスクリプトには､医学､コンピュータサイエンス､化学､宇宙科学､

環境化学､栄養学とかなり専門的な内容が報道されている｡今回の語嚢分析で､このニュース

英語が工業英語ESP教材として汎用性が高いことが示唆された｡ では､さらに専門的な論文で

はどうであろうか｡

4.2 生化学論文とニュースの詩集分析の結果

前節で ｢VOA｣と工業系 ESP教材の語嚢が ｢JACET8000｣に 90%以上含まれていたことを

示し､工業英語ESP教材としてニュース英語を利用する可能性を論じた｡この節では､科学論

文英語とニュース英語の語嚢分析を行い､その特徴を調べる｡科学論文英語はESPであり､か

つEAPの要素を含んでいると思われるが､語嚢分析を行いその特徴を知り､また工業英語と同

様､ニュース英語語嚢との比較によってさらにどんな教材がESP教材として可能なのか検討す

る｡
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4.2.1生体機能論文の語柔 く2326語嚢/60000語)

著者が実践英語 Ⅰ/ⅠⅠで教えている､国立工業大学大学院 1年の専門分野は脳情報科学と応用

生命体機能情報である｡彼らの関わっている論文 (｢生体機能論文｣)についてKWICコンコー

ダンサーで語嚢リス トを作成し､WONLAN で語嚢リストの含有率を調べた (表4､図3)0

｢JACET8000｣の含有率は46%で前節のESP教材の約半分であった｡このことは､大学院の

論文英語がESP英語より､より専門性が高いことを示している｡さらに､工業英語 1800の含

有率が 6.2%､工業英語検定3級の含有率が 14.5%であったことから､専門性の高い工業英語

の内容の語嚢は､大学院レベルになるとそれぞれの分野の語嚢の特異性が高いことを示唆して

いる｡

表4 生体機能論文の語嚢分析結果

Oxfbrd3000 Oxfbrd4500 TOEFL3800 工業英検 1800 JACET4000 JACET8000

図3 生体機能論文語桑

4.2.2ニュース英語語嚢 (2670語嚢/54768語)

前節で使用した ｢voA｣の語嚢数が480であったが､さらに多くのニュースのコーパスを作

るため､2670語の語嚢リストを作成し､分析した (表5,図4)｡コーパス ｢ニュース｣は予想

通りJACET8000の含有率は84.2%と高い｡さらに､工業英語 1600､工業英検 3級の含有率が

それぞれ 8.0% ､15.1% と ｢生体機能論文｣の含有率とほとんど変わらないがむしろやや高かっ

た (6.2%､14.5%)｡この結果から､工業英語英検 3級レベルの語嚢では専門的な研究分野の

語嚢を包括することはできないことがわかる｡また､工学系の専門分野の語嚢の専門性の高さ

を示唆している｡

表5.｢ニュース｣の語嚢分析 (2670語嚢)

Oxfbrd3000 Oxfbrd4500 TOEFL3800 工業英検 1800 JACET4000 JACET8000
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図4 ｢ニュース｣語嚢分析 (2670語桑)

ここでJACET8000の語嚢で ｢生体機能論文｣にのみ含まれる語嚢と ｢ニュース｣にのみ含ま

れる語嚢､両方に含まれる語嚢の3つの条件で､Wbrdlabソフトウェアーを用いて分析を行っ

た (表6)0 JACET8000が ｢生体機能論文｣と ｢ニュース｣の両方に含んでいる語嚢は総数4157

語嚢中842語あり､そのうち動詞が356語､名詞が257語､副詞が56語､形容詞が52語､前

置詞が35語､接続詞が34語あった｡この結果から､JACET8000の語童が論文からニュースま

でかなりの範囲の語句を含んでいることが示唆される｡また､専門分野と共通した内容によっ

てはニュース英語が専門分野のESP教材として利用できる可能性を示しているように思われる｡

今後もさらに語嚢数を増やして研究していきたい｡

表6.｢JACET8000｣に含まれる ｢生体機能論文｣語嚢と ｢ニュース｣語嚢

論文のみのある単語 1483語 (総語嚢数 :2326)

ニューズのみにある単語 1832語 (総譜乗数 :2670)

両方にある単語 842語 :動詞(356),名詞(257),副詞(56),形容詞(52)､

5.品詞分析と頻度

つぎに､｢生体機能論文｣と ｢ニュース｣の語嚢の頻度と品詞分析をwordLab(V.1)をソフトウ

ェアーを使って行った (表7)0

表7.｢生体機能論文｣と ｢ニュース｣の語秦の頻度と品詞分析

品詞 生体機能論文 ニ ユ-ス

語数 頻度 語数 頻度

助動詞 9(0.07%) 1580(3.22%) ll(0.28%) 5239(6.07%)

動詞 920(7.79%) 7393(15.0S%) 1016(26.08%) 20132(23.32%)

副詞 195(1.65%) 921(1.87%) 141(3.62%) 2193(2.54%)

否定詞 4(0.03%) 117(0.23%) 7(0.17%) 522(0.60%)

形容詞 396(3.35%) 1680(3.42%) 258(6.62%) 2856(3.30%)

冠詞 3(0.02%) 2843(5.79%) 3(0.05%) 6061(7.02%)

名詞 2548(21.59%) 13813(28.17%) 1501(38.54%) 20887(24.20%)
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人称代名詞 6(0.05%) 629(1.28) 7(0.17%) 3742(4.33%)

指示代名詞 4(0.03%) 716(1.46%) 4(0.10%) 1828(2.11%)

不定代名詞 3(0.02%) 54(0.11%) 10(0.25%) 159(0.18%)

5WIH 1(0.00%) 4(0.00%) 1(0.02%) 257(0.29%)

接続詞 45(0.38%) 3021(6.16%) 40(1.02%) 5627(6.51%)

前置詞 47(0.39%) 4898(9.99%) 45(1.15%) 10457(12.11%)

数詞 16(0.13%) 315(0.64%) 347(8.90%) 455(0.52%)

数字 6898(58.45%) 8456(17.25%) 139(3.56%) 1818(2.10%)

間投詞 5(0.04%) 112(0.22%) l(0.02%) 3(0.00%)

その他 394(3.33%) 1779(3.62%) 30(0.77%) 311(0.36%)

この結果から ｢生体機能論文｣の特徴がみえてくる｡

(1) 数詞と数字の語桑数が多く､総語数 6914語で語嚢全体の 58.58%を占める｡

(2) 名詞の語桑数が多く､総語数 2548語で頻度の総数は 13813､全体の約 28%を占める｡

(3) 動詞は ｢ニュース｣に比べて語嚢数 (920語)が少なく､頻度 (7393)も低い (ニュ

ースは語嚢数は 1016､頻度 20132)0

そこで､両語群の頻度の高い語を上位 20語､抽出してみた (表 8)｡ 表 8からさらに ｢生体機

能論文｣の特徴として語嚢の頻度が低いことが示唆されるが､その中で､頻度の高い語嚢は動

詞と名詞である｡動詞はbe,have,use,showの4語､16語が名詞であった｡それに対して､｢ニ

ュース｣はbe,have,say,state,reportの5語､名詞はpeopleの

1語であった｡このことから ｢生体機能論文｣のような専門性の高い論文指導に特有な動詞が

ありその使い方を指導することが有効であるように思われる｡

表8 ｢生体機能論文｣と ｢ニュース｣の頻度の高い語桑

生体機能論文 be(1495),have(210),use(205),iron(176),protein(175),idea(167),site(150), theta(147),
figure(146),energy(130),show(128),gene(127),model(126),fTorce(121),base(120),
field(120),parameter(112),bond(106),structure(105),trial(96),task(92)

ニ ユ-ス be(2165),to(1627),of(1622),in(1550),and(1280),have(663),that(642),fTor(597),say
(491),people(331),with(325),from(317),by(310),on(310),as(272),state(259),also(245),

( )の数字は頻度｡the,a/an は省く｡

6.まとめ

本論ではニュース､ESP教材､生体機能論文の語嚢の特徴を調べるために語桑分析を行って

きたがこのようなジャンル分析によって専門分野の語嚢や文の特徴を知ることができる｡これ

らの特徴を知ることによって適切な教材の選択 ･作成､およびコースデザインが可能になって

くる｡例えば､ 科学記事などを利用して動詞の使い方､論理的な簡潔なエッセイの書き方を

教えるとともにtechnicalwritingの規則や形式を教えることができる｡また､technical語嚢の中

には日常使われている語嚢もある (病名など)のでできるだけ教えるべきである｡

また､大学院論文指導も学術論文の特徴を調べ､一般英語教員も科学ニュース教材などを代

用して論文の書き方を教えることができることを示唆 した｡さらに､専門分野の英語を取 り扱

う場合､その専門の英語語桑のコーパスを作り､そのコーパスを使って英語表現や形式を教え

ることも可能である｡
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今後さらに､専門分野ごとのコーパスを蓄積し､英語語嚢 ･表現の特徴を分析して論文指導

に利用したい｡

注 1

山内ひさ子､竹中市郎､中野克彦(2002)｢語桑学習基準の指導と語桑レベル検索ソフトウエア｣

『福岡大学言語教育研究センター紀要』
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福祉英語の語嚢リス トの作成と使用語嚢の分析

GeneratingaWordlisttoAnalyzeVocabularyfわrSocialWe胞Ⅰ.e

山口 千晶

Abstract

As afirststeptotheteachingofEnglishvocabularytostudentsmaJOrlnginSocialWelfare,thispaperbuildsawordlist
dedicatedtothatsubjectareaandcomparesthatlistslevelwithotherESPandgeneralwordlists･
Thecomparisonshowsthatthislistincludeslessertechnicalandspecialte-inologyanditcanbecategorizedasanESP
vocabularylist.VariousissueshavecometolightindetermlnlngCriteriafわrselectlngwordsunlquelyapproprlatetO
SocialWelfare.ThissuggeststhatcollaborationwithspecialistsofthatsubjectareaisessentialtoproduceanESPword
listforSocialWelfare.

0.はじめに

発信型のコミュニケーション能力に生かせる英語力の育成が声高に議論されている現在､教

材や指導法の開発に明確な目的を設定し､学習者に応じて知識 ･技能 ･価値観を育む実践が求

められている｡学生の専門分野に特化した指導は､また､学習者中心の授業運営のみならず､

学習動機を高め､自主学習を促進する鍵となる｡本研究では､大学社会福祉関係学科における

英語語嚢指導に注目し､必修語嚢-の理解を進める素地作りとして､福祉の英語語嚢の特徴と

語嚢レベルについての分析 ･考察をおこなう｡

1.福祉の英語語嚢リス ト作成

語嚢の特徴を研究するためには､福祉関係の英語語桑指導に必要な基本用語を選定する必要

がある｡使用教材の現状を捉えた専門用語の基本語リス トの作成はESP学習の一助となる(深

山他,2000)ことから､まず福祉の英語語嚢リス トを作成することにした｡語嚢の抽出は､大学

英語教科書で実際に使用されている英語語桑を手作業で抜き出した｡福祉の分野は非常に幅が

広く､医療から心理学にいたるまで多岐にわたるが､今回分析対象にした教科書は､その題材

に社会福祉関係を扱ったもので､著者が勤務校で担当したエクステンションコース ｢福祉の英

語｣での採用を検討した次の3冊とした｡

① EnglishforSocialWelfare-CommunicativeSkillsfわrCollegeStudents福祉の英語 (金星堂)

② AimingatImprovingSocialWelfare豊かな福祉社会 (成美堂)

③ TenderLovingCare TLC:介護医療の心得 (南雲堂)

語嚢の選定基準としては､｢JACET基本語 4000｣における語嚢選定基準である初版 ｢JACET基

本語第 1次案｣や､｢大学英語教育学会基本語 リス トJACETListof8000BasicWords｣を参考に､

以下の原則に基づいて候補語を精選した｡

(a)固有名詞 (国名 ･地名 ･人種名 ･人名 ･月名 ･曜目名 ･各種団体名等)､代名詞､数詞､序

数詞､接続詞は除外する｡

(b)語形は基本形とする｡(活用形や変化形は関連する基本形に変形させる｡縮約形は元の形に

戻す｡略語は除外する｡連語 ･複合語などハイフンやスペースで2語以上に分かれる語は個々

の単位に分ける｡)

ただし､今回の語桑表作成は特定分野の語嚢の特徴を知ることが主旨であるため､上記の原

則にかかわらず､現在分詞や過去分詞に由来する名詞や形容詞､派生語や複合語等で､独立し

た語として含めたものもある｡その結果作成したリス トの語嚢数は 1726語となった｡
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2.データベ-スと分析結果

作成した語嚢リス トの分析には､山内他により開発された､www対応語嚢レベル検索ソフ ト

ウエアWOLANを使用した｡WOLANに備えられている語嚢データベースの中より10種類の

語嚢リス トで比較分析を行った｡

分析結果によると､｢福祉の英語語嚢リス ト｣の含有率が最も高かったのは｢JACET8000｣で､

86.6%の語嚢が含まれていた｡次に ｢JACET4000｣の含有率が高く 70.3%｡｢Oxfbrd4500｣-の

含有率は62.3%､続いて ｢Oxfbrd3000｣は50.3%であった｡実用英語レベルでは､｢英会話｣ に

40.4%､そして ｢英検 3級｣は 37.7%､｢TOEFL3800｣36.6%であった｡基本語 レベルでは､

｢oxford1500｣が30.2%､｢中学校｣は 14.3%と極端に低かった｡また､ESP専門語嚢レベルの

｢工業英語｣-は 17.2%の語嚢が含まれていた｡図 1はこれらの分析結果を含有率および語嚢

数で比較するため､レーダーグラフで表したものである｡

中学校 工業英検 OxfTord TOEFL 英検3級 英会話 Oxfわrd Oxfわrd JACET JACET
ー500 3800 3000 4500 4000 8000

% 14.3 1了.2 30.2 36.6 37.7 40.4 50.3 62.3 70.3 86.6

中学年4.3%
Ern(ゝ-㌔

､工業英検1600172%
/＼＼＼

JACET4000
70.3%

㌔-iZ!
Oxford4500㌧
62.3% ＼

0Xford3000
50.3%

英会潜)4Q/o

～ゝ0Xford1500
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央
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検3級
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図1福祉の英語語嚢含有率

｢中学校｣とは､『文部省中学校学習指導要領外国語編』(1991)に含まれる中学校レベルの基本

語500語である｡分析結果では､含有率は 11種類の語嚢データベース中で最も低かった｡しか

しながら､語嚢数をみると､｢中学校｣基本レベルの語嚢数全体の約半分にあたる247語が含ま

れていた｡

｢工業英検｣は日本工業英語協会編 『工業英語ハンドブック』(1998)中の語嚢 1600語のリス

トである｡山内(2003)によると､このデータベースは専門性が高いESP語嚢リス トであり､｢中

学校｣中の基本語嚢は42語しか含んでいない｡また ｢福祉の英語｣と ｢工業英検｣の重複する

語乗数は297語あった｡従って ｢福祉の英語語嚢リス ト｣は ｢工業英検｣より専門性は低いが､

比較的専門性の高いESP語嚢も含まれていることが判る｡

｢TOEFL3800｣は神部孝著 『TOEFL英単語 3800』(2000)中の語嚢 3800語のデータベースで

ある｡｢英検3級｣は日本英語教育協会編 『英検3級グループ別 英単語 1760』(1987)中の中学卒
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あるo｢英検3級｣は日本英語教育協会編 『英検3級グループ別英単語 1760』(1987)中の中学卒

業レベル､つまり基本的な英語を理解し表現できる程度の語桑リス トである｡｢英会話｣は､日

本レキシコ編 『話す英語の単語力』(2002)中の語桑2000語である｡これら3種類はいずれも実

用英語語桑集であると考えられるので､分析結果から､｢福祉の英語語桑リス ト｣には実践的英

語運用能力に関わる語嚢が約4割含まれているとわかった｡

｢oxford1500｣｢Oxford3000｣｢Oxford4500｣はいずれも1982年のL.A.Hill編 『WordPower』

に掲載されているデータベースである｡含有率は､語乗数が 1500語づつ増すごとに､3割､5

割､6割と増えている｡一方大学英語教育学会編の ｢JACET4000｣(1993)と｢JACET8000｣(2003)

では､含有率は7割､8割強となっているO｢Oxford｣と｢JACET｣とでは､リス ト作成の目的､

語桑抽出方法や基準そして何よりも作成者が欧米人であるか日本人であるかに根本的な違いが

ある｡ 本分析結果についての考察より､両語桑リス トの設定語乗数が同じ程度であっても､作

成条件の違いによって､語桑リス トには異なった特徴が現れることがわかった｡

以上の結果から､今回作成した ｢福祉の英語語嚢リスト｣は､基本語はあまり含まないが､

実用レベルの語嚢を約4割含む､｢JACET8000｣レベルの ESP語嚢リストであると考えること

が出来る｡次に本語嚢リストの特徴的な部分をより詳細に調査するため､どのデータベースに

も含まれていない語嚢について考察する｡

3.他のリス トに含まれない語嚢

woLAN上の 10種類のデータベースのすべてに含まれない語桑は合計 180語あったOこの中

から厳密に福祉に関連する語桑だけを抽出するのは難しいが､おおよそ該当する語嚢を専門語

嚢①と分類する｡その他の語秦については､基本形と変化形や派生形とを分類した｡

① 専門的語桑(57語)

aging
ankylosing
CareglVer
COma

empathy
hospitalize
impalment
osteoarthritis
retardation

spondylitis
tease
血nat10m

ailment
arthritis
caretaker
commotlOn
fetus

hymen
inflamed

palsy
rheumatoid

stethoscope
teninally
weakling

② 基本形(26語)

abreast adage
b喝gy boon
depress detemin°
escort excite

Janitor kiln
sty

alleviate
bedridden

cartilage
daycare
geriatric
hyperactivity
inflammation

paralyze
schizophremic
swell

tympanic

amaze
ちumout

diary
false

anemla
bi血 ate
cervical
depressive
healing
hypodemic
insular
pediatrician
Segregate
Synnge
underdeveloped

aVlaIy
camouflage
docile
fhstrate

mannequln Patch

anesthesia
braille
childcare
diastolic
heartbeat

immunodeficiency
lymph

p.u町
Slmulator

systolic
unresponsive

Avid
CeramlC

embroidery
gaunt
spondee

③ 変化形と派生形 (97語)

adulthood alcoholism assisted babysitter bather
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ba血ng
coloring
deprived
endangenng
functionally
grOOmlng
he§itant

in°o汀eCtly
interpersonal
multicultural
ovcrdo

paycheck
reframe

skylight
sUFICiency
tlreSOne
undressed

upbeat
woodworking

billing
computer主ze
destroyed
endurable

furry
handbook

hourly
mSeCure
kitchenette
o氏entimes

0VerprOteCt
paymg
relieⅥng
slipplng
suicidal
tramsmitted
uneaSlneSS

upli氏ing
wounded

borderline certification

consumensm counterproductive
dissatiSfy divider
enlargement exIStenCe
gardening globalism
hm onious hm o山ously
Ignored illustrated
insplnng internationalizatiOn
lighthearted listlessness
opportunistiC outlng
oversee oversimplified
postwar practiced
semiskilled sheltered

smoking soapy
sundown tempered
treating trOublesomeness
unfounded unloved

visualizing votlng

cheaper
degenerative
eatmg
丘rsthand

globally
headset
ina仕entive

intemship
mis丘t
outlawed

passed
redness

smgalong
stramlng
thirties

unappらaling
unneCeSSary
witnessed

①のリス トは､｢福祉の英語語桑リス ト｣中の比較的専門性の高い福祉 ･介護 ･医療等で使

用されると考えられる語桑を集めたもので､180語中57語､31.6%である｡全体の1726語に対

して 3.3% と大変少ないO｢工業英検｣と重複する語嚢のなかに高度な語嚢が含まれていること

も考えられるが､本譜桑リス トは福祉分野の専門語桑はあまり含んでいないということが判明

した.｡

では､これらの専門語嚢はvocabularyforspecialistsと言えるのだろうか｡あるいはsub-technical

vocabularyなのだろうかO まず､このリス トは全体に派生語が多く目に付く｡ 近年の介護 ･福

祉-の関心の高まりを反映して､daycare･Caregiver･Caretaker等の複合語や aging･healing等の

派生語のように､このリス トの中には日常頻繁に耳にする語桑が多く含まれており､カタカナ

表記によって日本語として使用されているものもある｡また､p崎 ･retardation･segregate･

terminally等のように､福祉 ･医療に限らずあらゆる分野で広く使用されている語桑も多いDリ

ス ト①には専門的ではありながらも汎用性が高い語桑が多く含まれているのである｡ 従って､

これらの語桑はESP語桑 sub-teclmicalvocabularyと考えるのが妥当だと思われるO

また､リス ト②と③を比較すると､｢福祉の英語語嚢リス ト｣ のみに含まれる語桑の中には､

基本形に比べて､変化形や派生形､すなわち派生語や複合語などの数が約4倍とかなり上回る

ことが分かる｡前述のとおりリス ト①にも派生語や複合語が含まれていることから､本譜嚢リ

ス トは複合語や派生語が多いことが特徴であるといえる｡

4.考察

本研究の目的は､大学福祉系学科での英語語桑指導における必修語嚢の特徴を明らかにする

ことである｡これまでは今回作成した ｢福祉の英語語桑リス ト｣の分析を行ったが､このリス

トは既製の語裏表とその基準を参考に作成したものであり､比較の域を出ない｡従って次に､

これまでの分析結果に併せて､この語桑リス ト作成の過程で直面した課題について考察するこ

とで､福祉分野の英語語桑の特性-の理解を更に深め､今後の改善点を探りたいO

まず､テキス トデータについて考察する｡ 今回の語嚢リス トでは､福祉を題材に扱った3冊

の教科書をテキス トデータとした｡ それらの教科書は教養英語などの教科でも使用可能なもの
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として作成されている｡このテキス トデータの特徴が､そのままリス ト内の語桑の特徴､つま

り､専門性が低く､汎用性が高い､一般教養レベルのものであることに､大きく反映している

ことは十分に考えられる｡しかし､このテキス トデータが福祉を学ぶ学生達が必要とする英語

の領域を全てカバーできているとはいえないだろう｡

実際､社会福祉の教育分野は非常に実践的で国際性豊かであるO諸外国との交流も盛んで､

アジア諸国のみならず欧米等での福祉実習プログラム-の参加など､学生達の活動範囲は教科

書の粋にとどまらない｡ 日本の社会福祉の現状について報告するための全国社会福祉協議会

(JNCSW)の年刊なども英文で発行されているO以上から､福祉分野での基礎語嚢を確定する

ためには､大学教養レベルの文献のみならず､新聞雑誌や､研究論文､各種データ､海外の実

習先で渡される資料や､業務を体験する際に必要となる会話パターンなどの､いわゆる ｢話し

言葉｣の資料など､学習者にとって重要であるさまざまな英文テキス トデータをできるだけ広

範なジャンルから収集し､併せて分析する必要がある｡

次にテキス トデータの処理方法について考える｡語桑抽出の作業過程においては､今回は手

作業でおこなったため､正確さに欠き､データ上の不備から､何度も取り直しを繰り返した｡

また､抽出作業には主観が入るため､一貫した規則性を保ちながら判断して作業を進めるのは

困難であった｡テキス トデータの処理にはコンピューター処理が最適であろう｡しかし機械処

理での語嚢抽出には､可能な限り明確な語の定義が必要である｡その定義づけには以下の点で

検討が必要であり､主観が入るのもやむをえない場合もあるようである｡

固有名詞の扱いでは､病名等を固有名詞として除外するか否かが問題であった｡例えば風邪

などの一般的な名称は普通名詞であり固有名詞ではない｡しかし､病名には固有名詞として扱

われるものもあり､その判断は難しいOまた､2語以上で一つの意味をなす名称を扱う際は､

個々の語では意味をなさない場合があるO例えば､｢ankylosing｣と ｢spondylitis｣は､2語で
｢強直性脊椎炎｣という意味であり､インターネットによると､専門の研究会まであるようで

ある｡しかし､辞書等では､｢ankylosis(n)｣は ｢関節強直 (医)｣とあるが､｢ankylosing｣の形
では載っておらず､｢spondylitis｣はどこにも掲載がないO さて､この病名を固有名詞と判断し

て除外するかどうかが問題であったが､今回は普通名詞とし､個々の単位で採録した｡｢Braille｣

は個人名ではあるが､｢点字｣という意味でもあり､常識として知っておいた方がよいと判断し

たためリス トに加えた｡また､今回略語表記は一切含めなかったが､例えばAIDSのように､

病名として､正式名称よりも略語表記が一般的に周知度が高いものや､病名以外にも､IQの

ように､常識的語嚢だと判断できる略語があった｡このような語嚢を正式名称に戻し､個々の

単位に分割して､各々の基本形を採録するのは意味がないだろう｡

固有名詞や略語以上に判断に窮したのは､複合語や派生語であった｡先述の語の精選基準に

より､始めの段階では複合語は除外し､変化形や活用形､派生形を､基本形に直していた｡し

かしながら､多用されている語の中には ｢disabled｣のように基本形がない語もあり､福祉の語

嚢の傾向を明らかにするという主旨の元､基準を変更して例外を設け､頻出あるいは常識的に

用いられている語や､意味上一語として採録するのがふさわしいと考えられる語を主観的判断

により加えた｡一般的に語嚢表では複合語や派生語は基本形に直して採録されるため､データ

ベースの比較分析により､これらの語嚢はどこにも含まれない語嚢としてはじき出される結果

となった｡以上のことから､リス ト作成のためのテキス トデータの処理準備には､病名や略語

表記､複合語､派生語の扱いについて､専門家の意見を含めた検討が必要であるとわかった｡
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通常､語嚢のリス ト採録候補語を精選する基準には､使用頻度が有効とされている｡今回は

研究主旨に沿わないと判断し､考慮に加えなかったが､必修語嚢を選択する際の基準としては､

頻度は重要である｡ しかしながら､杉浦(2002)によると､調査 ･研究の使用目的および､その

語の ｢形式｣｢意味 ･機能｣｢使用場面｣ などにより､語の数え方は異なってくる｡特に変化形

や派生形の語嚢を特徴とする福祉の英語語嚢の頻度を数える場合には､基本形に変化形や派生

形がどこまで含まれるかを明確に示す必要があるだろう｡

また､頻度のみを語嚢選択の基準にすることができない場合もある｡福祉分野内での語用の

特徴についても検討の必要があるのである｡つまり､社会福祉分野では､使用される語嚢に一

種の流行や敏感な側面がある｡ 例えば､障害者という言葉はhandicappedではなくdisabledと呼

ぶのが現在主流のようである｡言葉はコミュニケーション活動の道具であり､どの語を使用す

るのが適当であるかは､場面や相手の感情-の配慮も必要なのである｡たとえ頻度が低い､た

だ-度しか使われていない言葉でも､大変重要な場合もあるだろう｡

これまでの考察より､｢福祉の英語語嚢 リス ト｣の作成には､そのテキス トデータ選びから

語嚢抽出に至るまで､文献や頻度などのデータばかりに囚われず､その分野の専門家や現場で

学ぶ学生達の視点を取り入れ､実践的な教育環境に幅広く対応する方法を検討する必要がある

と感 じられた｡

5.まとめ

本研究では福祉を題材に扱った基礎教養 レベルの英語教科書をテキス トデータとして ｢福祉

の英語語秦 リス ト｣を作成 し､その採録語のレベルと特徴を分析 した｡語嚢 レベル検索ソフ ト

ウエアWOLAN上での各種語桑表との比較分析により､本語秦 リス トが ｢JACET8000｣のレベ

ルであり､福祉分野のsub-technicalなESP語嚢を3% 程度 しか含まず､比較的専門性は低いと

いうこと､そして､複合語や派生語が多い点において特徴的であるということが明らかになっ

た｡

また､学習者主体を旨とするESP英語教育の一環として､この研究を大学社会福祉系学科

に特化した英語語秦指導に生かし､必修語嚢-の理解-と繋げていくには､その特徴的な教育

環境を加味した､より実用性の高いリス ト-と改善しなければならないことも示唆された｡今

後のリス ト作成の課題としては､テキス トデータの処理を準備する段階での､複合語や派生語､

略語､病名等の固有名詞等の扱い方や､語の使用頻度の数え方などの点で､他分野の語嚢表と

は異なった基準を検討する必要があることがわかった｡

なお､本稿は2003年度 9月 4日～6日にかけて宮城県仙台市の東北学院大学において開催さ

れた第42回大学英語教育学会 (JACET)全国大会において､筆者が口頭発表 した内容に加筆訂

正をおこなったものである｡
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医学部英語教材語嚢分析

-専門学部教員使用教材と英語担当教員自作教材の比較研究-

An alyzlngVocabularyinEnglishTeachingMaterialsusedinMedicalDepartment

-AComparativeStudyofMaterialsusedbyDepartmentStaffandEnglishEducators一

安浪 誠祐

Abstract

ItisimportantfわrEnglisheducatorstodelmeatetheEnglishvocabularyneededfわrmedicalstudentsbeforemaking
teachingmaterials.Inthispaper,Weselectedatextbookusedbyourmedicaldepartmentsta圧,analyzeditsvocabulary
levelusingtheanalyzingsystemdevelopedbyYamauchietal.(2002),andcomparedittothematerialswhichwehave
madeinordertoraisemedicalstudents'motivationforlearnlngEnglishTheanalysISOfvocabularywasmadeby
compar1ngthe"JACETBasicWord4000"listandthe"JACET8000"list.

0.はじめに
熊本大学医学部の英語教育は英語担当教員による一般教養科目としての英語と専門学部教

員による医学英語から成り立っている｡現在のところ､医学部の英語教育に関して､英語担

当教員と専門学部教員との間に何らの連携関係はない｡医学部から英語担当教員に対して医

学部学生のための英語授業に対する特別な要請はなく､英語担当教員にもESP的な発想で授

業内容を組み立て､教材を選定する教員がいないのが現状である｡ 医学部教員に中には英語

担当教員による英語教育には一般的な教養のみを求められる方も一部に見られるが､医学分

野における国際化のために実際的な英語力の向上を期待される方も多数存在しているのも事

実である｡

著者の担当科目はコンピュータを用いた英語授業であるが､この授業では1コマ90分の授

業でコンピュータを用いた教材を60分程度､残りの30分程度に副教材を用いている｡主教

材ではTOEIC試験成績向上を目指したリーディング及びリスニングの演習が行われる｡副教

材の選択は担当教員の裁量に任されている｡ 著者は従来一般的な教材を用いていたが､学生

の学習に対する意欲も反応も芳しくないような印象を持った｡この現状を打破するには学生

が興味を持っような トピックを取り上げる必要があると考え､医学的な話題を扱った教材を

開発し授業で使用した｡

本稿では専門学部教員が使用している教材と著者が作成した教材における語桑の比較分析

を行い､専門学部で求められる語嚢を把握すると共に､英語教員が取り扱 うことができる語

桑レベルを検討することとするO

1.医学部英語カリキュラム

学生は次の<A>または<B>のカリキュラムの何れかを選択することになっている｡ 科目

名は次の通りである｡ 1年次に履修するA-1:ネイティブスピーカー教員担当の会話､A-2:リ

スニング､B-1:リーディング&ライティング､B-2:CALL (コンピュータ支援語学学習)は

すべて必修科目である｡また､2年次の科目C-1･C-2は選択必修科目である｡ 学生は必要と関

心に応じて､1年次の応用コースである英会話 ･リスニング･リーディング&ライティング･

CALLから2科目を選択する｡D-1･D-2:医学英語は必修科目である｡但し､いずれの科目も

外部試験の成績及び海外研修による単位認定制度によって単位取得の ｢認定｣を受けることが

できるため､厳密な意味での必修科目ということではない｡
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<A> 英語⑥ 独語or仏語④

1 前学期 A-1① B-1① A ② B②

午 後学期 A-2① B-2① (通年)(通年)

2午 前学期 D-1①

<B> 英語⑧ 独語or仏語②

1 前学期 A-1① B-1(∋ aLe)

午 後学期 A-2(∋ B-2① (通年)

2午 前学期 C-1① D-1①C-2① D-2(丑

(○数字は単位数)

平成 15年度2年生の場合 (合計 101名)は<A>のカリキュラムを選択した者が 59名

(58.4%)､<B>のカリキュラムを選択した者が35名(34.7%)､他大学で英語単位習得したため

本学における履修を免除された者や ｢認定｣を受けた者が7名(6.9%)であった｡

2.担当教員 ･使用教材

l年次に履修するA-I･Al2･B-I･B-2及び2年次のC-1･C-2の各科目は英語担当教員が担

当している｡教材の選定は担当教員に任されており､その教材のレベルは高いものの､内容的

には医学部学生を意識したものではない｡ 担当教員毎のシラバスはなく､各科目の全体として

のシラバスが纏めて記されている｡

2年次で履修するD-1･D-2は専門学部教員が担当し､科目名も ｢医学英語｣と明記されてい

る｡ 教材も医学部学生を強く意識したものであり､D-1(前学期)が西勝英著 ｢医学英語-のアプ

ローチ｣ (南山堂)を､Dl2(後学期)がSilviaS.Mader著HumanBiology(McGrawHill出版)をそ

れぞれ使用している｡

3.ESP教材開発

筆者は医学部 1年生対象のB-2(CALL:コンピュータ支援語学学習)の副教材として使用す

るた 吟 に独 自に オ ン ライ ン教 材 を開発 した ｡ 教 材 の 素材 は VOA ニ ュー ス

(http://www.voanews.com)に求めたO このサイ トの素材は著作者の許可なしに使用できるパブリ

ック ･ドメインであるため､インターネット上で公開されているニュースのスクリプ トや音声

データが自由に教材として使用できるのである｡VOAニュースはネイティブスピーカー向けの

｢スタンダー ド英語｣と非英語圏の聴取者のための ｢スペシャル英語｣の二本立てになってい

るO ｢スペシャル英語｣では語乗数が約 1,500語に制限されていて､簡単な構文や文法しか用い

ず､話される速度も1分間に 100語程度に抑えられている｡一方､｢スタンダー ド英語｣では語

嚢に制限は無く1分間に150語程度の速度で話されることになっている｡医学部学生のための

教材であるため､後者の ｢スタンダー ド英語｣のHealth&Medicineに分類されているニュース
記事を素材とした｡

4.教材語嚢分析

4-1分析システム

教材の語桑分析には久留米工業大学の山内ひさ子､竹中市郎そして中野克彦氏のグループが

開発された ｢語桑レベル検索ソフト:WOLAN｣(2002)を用いた｡このソフトのデータベースと

して､次の語桑 リス トが納められている｡｢文部省中学校学習指導要領一外国語編｣(1991)､｢英

検3級グループ別英単語 1760｣日本英語教育協会編(1987)､｢話す英語の単語力｣日本レキシコ
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ン編(2002)､OxfordWordPower1500,L.A.Hill.(1982)､OxfordWordPower3000,L.A.Hill.(1982)､

OxfordWordPower4500,L.A.Hill.(1982)､｢TOEFL英単語3800｣神部孝著(2000)､｢JACET基本

語4000｣JACET教材研究委員会編(1993)､｢JACET8000｣JACET基本語改訂委員会編(2003)､｢工

業英語ハンドブック｣日本工業英語協会編(1998)O 分析対象となる英文を分析する前に､語桑

リス トに納められた単語の形態に準拠させる必要があるため､固有名詞や人名等を除外し､複

数形は単数形に､動詞は原形に直す作業を必要とした｡

4.2分析対象教材

教材の語桑分析に用いたのは､専門学部教員が使用したテキス トHumanBiologyと著者が開

発した教材であるoHumanBiologyは全25章514頁と膨大であるため､Chapter7Cardiovascular

System(心臓血管系)の15頁のみをその対象とした｡著者が開発した ｢vOAニュースESP教材｣

は､(l)China,IndiaCouldFaceAIDSEpidemic,SLD)SHealthExpert,(2)CommonColdRemedyMqy

TreatSARS,SのノGermanResearcher､(3)&pertsPleadforChildSurvl'valatWashingtonConference､

(4)Lh:perts-ChinaisFertileGroundforSARSTypeAnimalVZlnLStOInfectHumans､(5)FrancetoTrlPle
ContributiontoAIDSFund､(6)HongKongDoctorsMakeImportantDiscoveriesasmeyBattleSARS､

(7)HongKongMedicalWorkersBecomeHeroesinSARSCrisis､(8)ResearchersF7-ndGeneLinkedto

BreastCancer､(9)m OCautiouslyOptiml'sticonEARSinChina､(10)fmOUrgesEastAsZ'an
GovernmenttoActAgainstSARSの10回の授業で使用したものである｡平成 15年度前期はSARS

が大流行であったため､記事としてもSARSが話題の中心であった0

4.3結果分析

先ず､単語の重複の度合いについて検討する｡前者が総単語数 7,645語中で重複無しのもの

が 921語で 12.0%であるのに対して､後者では総単語数 5,421語中で重複無しが 1,120語で

20.7%である｡前者の場合､医学入門書であり繰り返しが多く､後者は一般向けのニュース番

組であるため単語も多様性があるようである｡

次に重複していない単語が各語桑リス トに含まれる語桑含有率を上記語嚢分析システムを

用いてみると次のデータが得られた｡

<HumanBiology>

中学生 英検 英会話 Oxfわrd Oxfわrd Oxfわrd TOEFL 工英検 JACET JACET

3級 1500 3000 4500 3800 1600 4000 8000

<voAニュースESP教材>

中学生 英検 英会話 OxfTord Oxfわrd Oxfわrd TOEFL 工英検 JACET JACET

3級 1500 3000 4500 3800 1600 4000 8000

｢JACET基本語4000｣と ｢JACET8000｣以外の語桑リス トでは ｢0Ⅹford4500｣を除いて教材の

語棄レベルに対応できない程のものであるO また､｢Oxford4500｣は日本人の大学生を意識して

作成されたものでないDそのため､ここでは日本人の大学生対象の教材を検討することを目的

としているので､大学英語教育学会作成による ｢JACET基本語4000｣と ｢JACET8000｣の語桑
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リス トに限定することとするO

専門学部教員使用のHumanBiologyで重複無しの921語の中で ｢JACET8000｣に含まれてい

ないものは 169語で 18.3%に当たる.内訳は専門用語 120語とそれ以外のもの 49語であるO

｢JACET8000｣には含まれているが ｢JACET基本語4000｣に含まれていない専門用語が43語

である｡ (資料(1)を参照のこと｡)専門用語と辞書的上で定義されるものは 120語と43語を合

わせた163語であり重複なしの921語の17.6% に当たることになる｡

一方､著者が開発したvOAニュースESP教材では､重複無しのI,120語の中で｢JACET8000｣

に含まれていないものは別表:3に示す 73語で全体の6.6% である｡その内訳は専門用語 23語

とそれ以外のもの50語である｡別表:4を参照のこと｡｢JACET8000｣には含まれているが｢JACET

基本語4000｣に含まれていない専門用語が15語である｡(資料(2)を参照のこと｡)専門用語と
定義できるものは23語と15語を合わせた38語であり重複なしの1,120語の3.39%になる｡

医学専門用語には2語以上で意味をなす連語も多く見られるが､今回の語桑分析は単語レベ

ルで行ったため連語レベルではこれを行わなかった｡

5.終わりに

専門学部教員が使用するHumanBiologyは医学を学ぶ上で必要とされる基礎的事柄が述べら

れているが､医学分野でしか用いない語嚢が多い｡そのため､英語担当教員が教材として扱う

ことは難しいものである｡しかし､学生にとっては医学英語学習に対する動機付けとなる教材

としては適当なものである｡勿論､英語だけでなく日本語に訳出された専門用語も専門で医学

を学ぶ際に欠かせないものである｡ 語桑レベルは ｢JACET8000｣のレベルを超えるものが見ら

れるが､それは専門学部の教育で必要とされ､学生が習得すべきものであると考えられる｡

著者は一般の人が聴取するニュース番組で ｢健康と医学｣に トピックを限定したものを素材

として医学部 1年生のための教材を作成した｡ その内容は特に医学を専門とする者にしか理解

できないものではなく､英語担当教員であっても理解できるものであり､授業で使用しても内

容を解説する際に言葉に窮するものではない｡日常的に話題となっているようなニュース番組

から選択した素材であるため学生の英語内容の理解を得やすいものであり､医学的な事項を扱

った一般的なものであっても英語学習に対する動機を高めるものである｡ 語桑レベル的には

｢JACET基本語4000｣だけでは厳しいものがあるが､｢JACET8000｣のレベルでは未知の語嚢

も文脈から推察できるものと考えられる｡

本稿は JACET全国大会 (平成 15年 9月5日､東北学院大学)のシンポジウム ｢IsESP

Vocabularysub-techmical?｣における口頭発表を基に字句の訂正を行ったものであることを付記

しておくO

資料(l)HumanBiology

｢JACET8000｣に含まれていないもの169語の中で一般向けの辞書で【医学】[解剖][生理】など

と記されているものが次の120語である｡

activator ammonia aneurysm angina angioplasty angiotensinogen aorta aortiC arterial
arteriole arteriovenous atherosclerosis atria atrial atrioventricular atrium brachial

brachiocephalic capillary cardiologlSt Cardiovascular carOtid cava cerebrovascular chordae
collagen collateral conduction congestive cranial CVA dilation diastole diastolic
digestive dorsal dorsalis electrocardiogram embolus endocrine endothelial endothelium
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eplnePhrine excrete excretion femoral fibrillation graft heartbeat hemorrhoid heparin
Hg homeostasishypertension iliac immunocompatible implantable lnCISIOn infarction
inflammation inhalation intestine Jugular lumen lymphatic lymphoid maJTOW meSenteric
mitral myocardial nitroglycerin noreplnePhrine obstruction pacemaker papillary paralysis
pathogen pedis pectoris phlebitis plasmin plasminogen popliteal precapillary proliferate
Purkinje-fiber radial rectum renal saphenous septun shunt sphincter sphygmomanometer
stethoscope subclavian systemic systolic tendineae thoracic thromboembolism
thrombolytic thrombus tibial tricuspid ureaurea varicose vascular vasoconstrictor vena
venae venous ventral ventricle ventriCular venule villus

上記(専門用語)以外のもの49語は次の通りである｡

adulthood ail apex blindness blockage bloodstream clinically clog clot compress
connective consbict constnct10n converge diagrammatic dilate dislodge ejection
experimentally fend forewam hepatic inflame inflatable inflate lining makeup
micrograph nourish numbness obstruct overactivity pervade posterior protrude
pulmonary radiate recourse rigidly safeguard saturate sectional semilunar skeletal
sprout squeezable stickiness stimulate unbroken untimely

｢JACET8000｣には含まれているが ｢JACET基本語 4000｣に含まれていない専門用語は次の

43語であるo

abdominal artery aspirin bulb bypass cardiac cavity Cholesterol coil complication
contraction coronary cuff diagnosis donor enzyme fatty fluid glucose hormone
intestinal kidney liver membrane metabolic mercury node nutrient plaque plasma-blood
platelet portal-vein prescribe progressive protein receptor respiratory Stimulus sym ptom
tract transplant trauma valve

資料(2)｢VOAニュースESPオンライン教材｣

｢JACET8000｣に含まれていないもの73語の中で一般向けの辞書で[医学】[解剖][生理1などと記

されているものが次の27語である｡

AlDS antibiotics antiviral coronavirus DNA estrogen fungl germ HIV ICU influenza
inhibitor intubation malaria mahutritiOn measles mucus mutant protease resplratOr
RNA SARS sputun steroid TB tetams tracheal

上記(専門用語)以外のもの46語は次の通りである｡

admonish aggravate ailment atypical behold bravery breastfeed caucasian Celsius
complacency condom curtail ER exhortation fatality gloss hospitalization hospitalize
hyperactive impalr inexpensive insecticide microbiologlSt microbiology mobilize obstruct

pandemic populous.preventable quarantine radiographer ravage .rectify .rehydration
replicate rodent soc10eCOnOmic stakeholder tinker unchecked vetennarian vlgOr Wand
wane windpipe worsen

｢JACET8000｣には含まれているが ｢JACET基本語 4000｣に含まれていない専門用語は次の

15語である｡

activate ca-er complication diarrhea disturbance emergence enzym e leukemia
pneumonia receptor reproduce sym ptom syndrome tuberculosis tumor
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医学分野の専門語妻分析

-HumanBiologyの語嚢分析からみえるもの-
An An alysISOfVocabulariesinMediccalTextbook

横山 彰三

Abstract

Theq ofthispaperistoexaminethesigmificanceof'sub-technicalvocabulary'(seeRobinson,1991),andto
investlgatethestand∬dorcriterionfわrteachingspecialistandnon-specialistvocabularylnESP,particularlyEMP
(EnglishfわrMedicalPurposes).Inthispilotstudy,thevocabularyfromthetextbookHumanBiology,whichisusually
usedby1styearmedicalstudents,wasanalyzedaccordingtoseveralcorpuses･Sub-technicalvocabulary,distinct&omthe
specialistvocabulary,lSagroupOfbasicwordswhicharemostlyusedineveryfieldofscience,andthusshouldbetaught
primarilyintheESPclasswiththeESPteacherfbcusmgonthattask.仙iscan createatxtterunderstandingoftheESP
teacher'sroleandavoidexcessiveexpect血ons丘omthespecialistinstructorsinthecollege.TheESPpractitioner,
however,shouldalsotx=arinmindthattheiN加ctionofaverybasicspecialistvocabularylSimportanttopreparethe
studentsforthespecializedcoursesfbundinhighergrades.Ideally,step-by-stepESPvocabularyinstruCtionshouldlX
appliedaccordingtothestageofthecourse.

1.日的

小論注1)の目的は､EMP (EnglishfわrMe血calPu叩OSe)において Robinson(1991)のいう
sub-technicalvocabularyが何かを検討し､医学生対象の ESPにおける語嚢教育を考える上で教

育すべき専門 ･非専門語桑の基準 ･手がかりを探ることにある｡

本研究は専門語桑教育のパイロットスタディーとして､本学医学科 1年生で生命科学入門と

して使用されるテキス トHumanBiologyの第 1章と第2章で使用される語桑をい くつかのコー

パスにより分析する｡ コーパスは山内ひさ子ほかが作成した分析ツールを通して利用した(山内

2003)0

2.Sub-technicalvocabularyとは何か

Robinson(1991)は､ESPを考える上での英語語桑は以下の 3つに分類されるべきであるとす
る :

a)SpePialistvocabulary:shouldnottofocusoninESP/EAP
b)Sub-teclmicalvocabulary:occurinmanyscientiflCOrteChnicalareas
c)Generalandnon-academicvocabulary

ここで提示されている分類の視点はは､我々ESP教師が専門-の橋渡しとしての語桑教育を考

える際に､まず気をつけなければならない重要な点である｡ すなわち､専門語桑(specialist

vocabulary)の教育はESP教師にとってmustではないということであるO 例えば､医学部におけ

る各診療科で使用する専門語嚢は､いずれ専門の講義で専門の医師から学ぶものである｡さら

にいえば､なまじ門外漢の語学教師が教えることでとんでもない間違いを犯すことにもなりか

ねない､という考え方である｡これに対しては医学部教官の間でも､様々な意見がある注2)a

3.利用するCorpusとその特徴

今回は､山内(2003)の分析ツールに含まれる以下6つのコーパスを利用したo

l)中学生基本語嚢

2)青山語棄

3)oxford1500

4)Oxford3000

5)JACET8000

6)JACET4000

前述の Human Biologyの第 1章と第2章のテキス トデータ (動詞はすべて原形､名詞はす
べて単数形に変換したもの)を､これら6つのコーパスのふるいに掛けたところ次のような結

果が得られた (グラフ1参照)0
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1.中学生語桑

2.青山語桑
3.Oxford1500

4.0Xfbrd3000

5.JACET8000

6.JACET4000

グラフ1.HumanBiology語桑

HumanBiologyは全くの専門書ではなく､Nature誌などの専門誌と医学に関する一般的読み物
(新聞記事を含む)のちょうど中間程度のレベルといわれている｡よって､もっとも語嚢数の

多いJACET8000で 1568語の含有率､もっとも語乗数の少ない中学生語桑で277語である｡ 中

学語桑はすべて基本的語桑なので､277といえど､これらの語桑なくして英語を理解すること

は全くできないという代物である｡ コーパスに収録された語桑数が多ければ多いほど､当然カ

バーする語桑の範囲も広がるO問題は､専門を学ぶ上で､いったいどのような語桑群が重要と

なってくるか､という問題である｡

そこで以下､JACET8000とJACET4000の語桑比較によって､比較的一般的な語桑と専門語

桑との狭間にある語桑群の相違について考察を加える｡

4.JACET8000とJACET4000による語嚢比較

4.1JACET8000に含まれ JACET4000に含まれない語嚢

JACET8000に含まれJACET4000に含まれない語桑は307語であった (資料 1を参照)｡この

中から厳密に医学 (あるいは近接する学問分野)に関連する語桑を抽出するのは難しいが､お

およそ以下の語桑が該当する (36語):

alga(藻類)､amino(アミノ(酸))､ape(猿)､clump(凝集させる)､backbone(脊柱)､biochemical

(生化学の)､biological(生物学の)､calcium(カルシウム)､carbohy血ate(炭水化物)､catalyst

(触媒)､cholesterol(コレステロール)､enzyme(酵素)､ genetic(通伝の)､gland(腺)､

glucose(グルコース)､hormone(ホルモン)､identical(一卵性の)､ion(イオン)､kidney

(腎臓)､membrane(細胞膜)､manipulation(触診)､metabolism (新陳代謝)､molecular(分

子の)､nerve(神経)､nitrogen､nucleus､organism (有機体)pharmaceutical(調剤 の)､physician

(内科医)､ potency((薬の)効能)､protein(タンパク質)､ra血)active(放射性の)､remedy

(治療､医薬品)､reproduce(繁殖する)､reproduction(生殖作用)､vim s

4.2 ACET8000･JACET4000どちらにも含まれない語嚢

JACET8000･JACET4000どちらにも含まれない語桑は223語であったO そのうち4.1と同様

に医学関連 (近接分野含む)語嚢はおおよそ以下の通りである (149語 ･訳語省略)0

acidic,adenine,adenosine,adipose,ADP,alkaline,alkalinity,Alzheimer,androstenedione,
antidepressant,antioxidant,aqueous,arsenlC,ATP,biosphere,bipedal,bipedalism,bonding,
Carbonic,Carcinogen,cardiovascular,Carotene,cellulose,Celsius, chlorophyll, clone,
contaminant,counteract,covalent,covalently,crystalline,curable,cysteine,cytosine,decomposer,
degenerate, dehydration, denattmtion,denature, dietary , digestion, digestive,digoxin , DIS,
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disaccharide, dismutase,DNA,duplicate, Echinacea,ecosystem.,electrolyte, elemental,
embellislm ent,enlargement,eubactena,eucarya,eukaryote,eukaryotlC,evaporation,excretion,
extrapolate,eyesight,FDA,foream,genus,gingko,ginseng,glycerol,glycogen,glycoproteln,
guamine, helix,hemoglobin,homeostasis,homo, hydrate, hydroxide,inactivate,inanimate,
inclusive, inorgan C , insoluble, interbreed, ionic,irradiate, irradiation,isotope,lipid,
macromolecule,maltose,mammary,melatonin,microorganism,misinformation,nates,neutralize,
neutron,nonliving,nonphysical,noxious,nucleic,nucleotide,null,oligosaccharide,osteoporosis,
oxidation,palmetto,peroxide,phosphate,phospholipids,phosphorus,photosynthesis,pigment,
polysaccharide,pnmate,prokaryote,prokaryote,prokaryotic,Protista,Protistan,proton,protozoa,
radioisotope,ramification,reactive,ribose, RNA,roughage,saline,saliva,saplenS,Saturate,
slime,spew,starch,sterile,steroid,superoxide,synthesize,termite,thymine,triglyceride,
triphosphate,ultraviolet,unicellular,uracil,vertebrate,visualize,vocalize

4.1における専門語桑の含有率は約 12%､4.2では約 67% であり､当然といえば当然の結果で

あるがJACET8000語からはじき出された語桑に専門語嚢が多く含まれる結果となった｡4.2で

それ以外の23%はIaborious,subclassify,subgroup,subumit,collectivelyのような派生語桑が目立っ｡

5.専門英語教育におけるsub-technicalvocabularyの位置づけ

では､4.1において 12%をしめる専門語嚢以外の､88%の非専門語桑はどのようなものであ

るかO資料 lの語から4.1を覗いたものがそれに相当するが､これらは医学に限らずあらゆる

専門分野で使用される語桑 (特に名詞 ･動詞)である｡ これらが ESPに共通したいわゆる

sub-technicalな語桑といえるかもしれない｡

6.まとめ

我々ESP教師が専門英語と関わる際に､いわゆるspecialistvocabularyの扱いをどうするかで
迷うことがある｡もちろん当該の専門にある程度精通していれば問題はないが､そうでない場

合や初級 (あるいは導入 として)の専門英語を担当する場合など Robinsonの提唱する

sub-technicalvocabularyに絞った語桑教育は効果的であろう｡むしろ初 ･中級の ESP教育にお

いては､専門教員と英語教師との棲み分けをはっきりさせ､ESP教師の職能を専門英語-の基

礎教育､橋渡し教育として位置づけることが必要である｡そうすることで､英語教育に対する

専門教員からの過剰な期待と､不条理な失望も多少は減るのではないだろうか注3)｡その一方

でスムーズな専門課程-の移行を可能にするため､ある程度基礎的なspecialistvocabularyの教

育をESP教師が担うことが重要であり(横山2003)､理想的には段階的なESP教育 (初級･中級 ･
上級)を､専門の度合いに応じて実施するべきであろう｡

また医学に限らないが､一般語桑とみえる語嚢も場合によっては専門語嚢である場合は注意

が必要である (例 :reproduction｢生殖作用｣など)a

科学技術などの専門語桑/高級語嚢は､基本的にはギリシア ･ラテン語の語源を持っ単義語

であり､それゆえに被る恩恵も多い注4)｡そのような性格を持つ語桑教育 (この場合はもちろ

んspecialistvocabularyをさすが)を考える場合､極論すれば要は学習者が当該の語桑とその意

味をただひたすら覚えることが重要なのである｡ それに対して､sub-technicalvocabularyは､｢プ

ロセス｣や ｢原因と結果｣などを説明したりする際に､どの分野にも共通して使われる語桑で

あり､特にテクニカルライティングなどでは最も重要な基礎英語力となる｡ESP学習者は､ま

ずは第一義的にこれに習熟することを目標にすべきであり､ESP教師もその役割を担うべきで
ある注5)(

注 1) 小論は､第42回大学英語教育学会全国大会 (東北学院大学､2003年 9月)で発表したも
のに､加筆修正したものである｡

注2) 例えば､平成 15年に宮崎大学医学部専門教官に対して実施したアンケート結果の中で､｢医

学部学生に対する英語教育では何を目標にすべきか｣という問いに対して最も多かったのは

読解力の養成や聴き取り (リスニング)となっている｡
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Q.医学部学生に対する英語教育では何を目標にすべきだと

思いますか

検定試♯対策

異文化交流

講演.発表などの聞き取り

英会話能力

発表能力の養成

幅広い教養

論文作成力の養成

論文練解力の養成

医学英語

0 20 40 60 80

人数

100 120

注3) 例えば､注1で触れたアンケー トで､以下のような意見が医学部専門教官から寄せられた(1

名):｢最大の問題は教える人がいないことでしょう (日本では無理と思います)｡英語教師

は ｢医学研究｣の英語を知らないし､医学研究者は英語を使えても学生に教えるほど暇な人

はいない｡｣

このコメントは､自由記述の部分がないにも関わらず､余白に書いて提出されたものなので､

実際にはこのような思いを持つ専門教官は多いのではないかと推察される｡

注4) 詳しくは横山(1996)を参照のこと｡また､国立国語研究所(1981)の ｢専門語の規定｣では､
｢専門語と一般語の差は､けっきょく､程度の問題だということになる｣と述べている｡

注5) 医学生に対する一般英語教育で､医学に関連する英語をどのように教えるべきかについて､

2003年度～2004年度の科学研究費補助金を取得して研究を継続している｡研究課題 ｢ESP

教授法に基づく大学専門英語教育のための効果的シラバスと教材開発の研究｣(研究代表

横山彰三)｡なお､この研究については､宮崎大学学術研究協力部発行の広報誌 ｢宮崎大学

に お け る 研 究 活 動 紹 介 (平 成 15 年 度 )｣ に 紹 介 さ れ た ｡ ま た ､

http://yokoyama.ned.miyazaki-u.ac.jp/にも公開している｡
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資

1.JACET8000にあってJACET4000にない語童 (307)

abnormal,abundance,abuse,accidentally,accommodate,accum ulate,accuracy,accurately,actively,
adjacent,administer,advent,adverse,advertisement,advocate,agenda,alga,altemate,amino,ape,array,
assurance,astronomy,availability ,awe,awesome,backbone,bacteria,barrier,behavioral,beneficial,
bias,biochemical,biological,biologist,breakdown ,buffer,Calcium ,capability ,Carbohydrate,catalyst,
category,certainty ,Chimpanzee,cholesterol, clari fy , classification, classify , clinical, clum p, cluster,
coalition,coil, coincide,collectively, combat,commonly, compatible, compel, complementary ,
comprehensive,compnse,concm ng,conductor,consciously,conseⅣe,consistently,consortium,
constantly,constituent,consum e,contemplate,continually,contractlOn,contradictory,conveniently,
convert,Correctly,correlation,coverage,cracker,creativity,Criterion,currently,decay,deduction,defect,
deliberately,depict,deploy,descnptlVe,detect,digest,diploma,displace,disruption,dissolve,distribute,
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diversity,documentation,dolphin,domain,donate,edit,effectiveness,elevate,emerge,emit,empirical,
encompass,englneerlng,environmental,enzyme,equilibrium ,erupt,essentially,ethic,evaluate,
evolution,evolve,exclusive,exert,exhibit,experimentation,explicitly,extensively,facilitate,fatty,
fewer,丘nding,fluctuation,fluid,formulate,fossil,fragment,functional,generalization,generate,

genetic,geology,gland,global,glucose,grandchild,grind,harmless,herb,homosexual,hom?sexuality,
hopelessly,hormone,hypothesis,identical,idle,implication,.iTPOrtantly,inappropriately,Increased,
independently,individually,infant,Ingredient,inherit,initially,lnJeCt10n,irmovatlOn,Intake,interact10n,
intemet,interpretationinvestigate,investlgatOr,ion,kidney,latitude,legltlmate,liberate,logo,loss,
manipulation,manufactwe,manufacturing,marketing,mathematical,membrane,mentality,metabolism,

methodology,minimや ,mislead,mobile,mode,molecular,motivate,mushroo甲,nerve,nitrogen,
notably,nucleus,nutnent,nubition,occasionally,oB:spring,online,opponent,organism,Organizational,
onginally,ownership,partial,partially,peer,perhanent,petition,phamaceutical,physician,pill,plasma,
polar,poll,poorly,positively,potency,potentially,poultry,pp,precisely,prediction,pregnant,preview,
priority,productivity,progressively,properly,prosperity,protein,qualify,quickly,radioactive,rarely,

reasoning,regulatory,related,remedy,reproduce,reproduction,researcher,respondent,resdct,riddle,
roughly,routinely,Salvage,segment,selective,sensor,similarly,slnCerely,slowly,sodium,sole,solvent,
span,speculation,spotlight,staⅣe,statistic,statistical,stimulus,strand,strict,strive,structural,sulfur,
supplement,surplus,surrounding,sustaln,Synthesis,systematic,tangle,teclmologlCal,tentative,
thereafter,thinker,thoroughly,tightly,tract,trait,transformation,transport,ultimately,understandable,
uneven,unfamiliar,unfold,umit,unlimited,unstable,uphold,Valid,Validity,vapor,viru s,vocal,volcanic,
wa汀ant,yeast

2.JACET8000･4000どちらにも含まれない単語 (223)

abdication,abscissa,acceptability,acidic,ademine,adenosine,adipose,ADP,alkaline,alkalinity,
Alzheimer,androstenedione,anecdotal,anecdote,anima,antidepressant,Antioxidant,aqueous,archaea,
arsenlC,ATP,biosphere,bipedal,bipedalism,bonding,Carbonic,Carcinogen,Cardiovascular,Carotene,
categorize,cellulose,Celsius,chaperone,Chemically,chlorophyll,clone,collectively,concentric,
concise,contaminant,counteract,covalent,covalently,covery,crystalline,Curable,cysteine,cytosine,
decomposer,degenerate,dehydration,denaturation,denature,dietary,digestion,digestive,digoxin,
dimensional,DIS,disaccharide,dismutase,disprove,DNA,duplicate,echinacea,ecosystem,electrolyte,
elemental,embellislm ent,enlargement,ered,ethical,eubactena,eucarya,eukaryote,eukaryotlC,
evaporation,excretion,extrapolate,eyesight,falsehood,FDA,rlreWOOd,forearm ,generalize,genus,

gingko,ginseng,glycerol,glycogeT,glycoprotein,g.uanine,helix,hemoglobin,hom?ostasis,homo,
hydrate,hydroxide,impurity,inactlVate,inanimate,Inappropriately,inclusive,inductlVe,inferential,

informally,inorganic,insoluble,interbreed,intertwine,ion,ionic,irradiate,irradiation,.irreversible,
isotope, kink, laborious, hpid, macromolecule, maltose, mammary, melatonin, 甲lCrOOrganism,
misinformat10n,nateS,negatively,neutralize,neutron,nonliving,nonphysical,noxious,nuCleic,
nucleotide,null,observable,oligosaccharide,opposable,oppositely,orbital,ordinate,orgy,osteoporosis,

outermostoversightoveruse,.oxidation,palmetto,peroxide,pend叫 phosphate,phospholipids,
phosphorus, photosynthesis, plgment, POlitic, polysaccharide, predictive, pnmate, prokaryote,

prokaryotiC, proponent, protista, protistan, proton,.protozoa, purify, quantifiable, radioactive,
radioisotope,ram泊cation,recapitulate,reactive,reassoclate,reattaCh,refold,repell,replemish,repulsive,
reversible,ribose,RNA,roughage,Saline,saliva,sapiens,saturate,skeptical,Skepticism,slime,spew,
spoonful,stabilize,stainless,starch,sterile,steroid,stockpile,subclassify,subgroup,subunit,superoxide,
synthesize,termite,testable,testimonial,thymine,transcribe,triglyceride,triphosphate,tugboat,turbine,
ultraviolet,unequal,unicellular,unverifled,uracil,utilization,utilize,verse,vertebrate,visualize,
vocalize
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6.｢医学英語教育｣関連資料､調査報告等
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医学英語テキス トの分析-海外で出版された事例をもとに-

横山 彰三

EnglishfわrMedicineについては､これまで国内を含め多くのテキス トが出版されてきた｡

そのうちのごく一部ではあるが､テキス トの構成や内容について簡単な分析を試みたい｡特に､

(医学の専門教員ではない)ESP教師からみたコメントも付け加えた｡調査した 10冊のテキス

トは､出版年の古いものも含まれるが､その多くはリーディングとライティングに関するもの

がほとんどである｡やはりEMP(EnglishfbrMedicalPu叩OSeS)において最も重要なスキルは ｢読

解力｣であることは､今も昔も変わらないようである｡一方､ニーズ分析からも明らかである

がコミュニケーション能力の必要性も看過できない｡調査テキス トの2.EnglishinMedicineな

どが版を重ねている所以でもある｡また､日本人によるテキス ト類も最近では多く出版されて

いるようであるが､今回は調査対象とはしなかった｡よくデザインされたものも多く､今後調

査する価値はあるだろう｡情報としては多少古いが､EMPに関する現状については､Maher,∫.

1986.Englishformedicalpurposes.LanguageTeaching,19.が網羅的でありこれを参照されたい｡

調査対象テキス ト

1.PracticeinMedicalEnglish
2.EnglishinMedicine

3.EnglishinMedicalLaboratory

4.EnglishfわrMedicalStudents

5.Medicine(EnglishfわrAcademicPu叩OSeS)

6.MedicallySpeaking.EnglishforMedicalProfession
7.EnglishinBasicMedicalScience

8.AManualofEnglishforOverseasDoctors

9.TheLanguageofMedicineinEnglish

10.Medicine:developlngreadingskillsinEnglish

1.PracticeinMedicalEnglish

著者 KennethMethold&ChuntanaMethold

出版社､出版年 Longman(London),1975

構成 (章立) MedicalHistory
TheProfessionofMedicine
PreventiveMedicine

DescrlptlVeMedicine
CaseHistories

内容 ヒポクラテスと医学､精神医学の発達､医師と患者の関係､結核との

戦い､院内感染､頭蓋骨､風邪､はしか､-どの毒､咳の発作､刺傷

など

中心 となる学習タス Reading
ク ComprehensionExercise

コメント 比較的一般的な医学に関する内容を扱っている○使用されている語嚢

は専門的なものが多い○特に読解力にポイン トをおいたテキス トであ

2.EnglishinMedicine(2ndedition)
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著者 EricGlendinnlng&BeverlyHolmstrom

出版社､出版年 CambridgeUniversityPress,1992

構成 (章立) Takingahistory
EXaminlngapatient
SpecialEXaminations
ⅠnVestlgations
Makingadiagnosis
Treatments

内容 機能シラバスを取り入れた内容で､例えば EXaminingapatientでは､

GivinginstruCtions, UnderstandingformS,Readingskills, Casehistory:
williamHudsonのように診療会話の方法や､authenticな材料を用いた技

能訓練が取り入れられているo 各レッスンには､必ず Rea血ngskillsと

CasehistoryがあるO

中心となる学習タス Listemng
ク Speaking

Reading
Writing

コメント 4技能を組み合わせた､いわゆるintegratedskillstextbookであるO現在
おそらく最もよく使われているテキス トであろうoただし､ESP教節

が､初級コースの段階で使用するには多少無理があるように思われるo

3.EnglishinMedicalLaboratory

著者 Jolm Swales&PaulFanmng

出版社､出版年 Nelson,1980

構成 (章立) Introductiontoinstructions
Linkedinstmctions
InstructionsandthePassives

MakinglnStruCtionsmoreprecise
Operationsandresults
Timeandpurposeinthelaboratory
Actionsandstates

AltematiVesinclinicaltestprocedwes
内容 科学論文のレジズタ-分析に基づいた､実験手順に特化した内容o例

えば､hstructionsandthePassivesでは､同じ内容を表現する際の受動態

を用いた文章とそうでないものを比較させ､科学論文の文体を学ばせ

るoさらに実験の手順に関する読解と内容理解､受動態を用いた基本

的なライティングについて学ばせているo

中心 となる学習タス Rea血ng&ComprehensionEXercise
ク Writing

コメン ト 自然科学系の論文を書く場合に､共通して使用されるsub-technicalな動

詞があるoESP教師の役割としてはこのsub-teclmicalwordの指導が中

4.EnglishforMedicalStudents

著者 CliVeBrasnett

出版社､出版年 MethuenEducationa1,1976

構成 (章立) Bacteriology
AcutePoisonlng
Nutritionalfactorsindisease

DiseasesofcomectiVetissues,JOmtSandbones
Paediatrics
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Terminology

内容 各章はすべて､英文の読解にあてられているO例えば､Bacteriologyで

はHowbacteriOlogybegan ,Sterilizationanddisinfection,Deiseasproduction

bybacteria,Ⅰmmunity ,Thebacteriologybywaterについての文章とそれに
ついての内容理解､語桑理解があり､全体を通して同じであるo

中心となる学習タス Reading
ク ComprehensionEXercise

Vocabulary

コメント∫ PracticeinMedicalEnglishと同様､典型的なリーディング中心のテキス

5.Me血cine(EnglishfわrAcademicP叩 OSeS)

著者 DaVidVJames

出版社､出版年 CassellPublishersLtd,1989

構成 (章立) Epidemiology1,2
Mahutrition

Biochemistry
DrugAbuse
InfectiousDiseases

PhamacologyandTherapeutics
Neurology
Psychiatry
Paediatrics

Oncology
Surgery
Anatomy
MedicalResearch
TheFuhreofMedicine

内容 医学の各診療分野を概観する内容となっており､リーディングスキル

と付属のカセットを利用したリスニングスキルを身につける内容であ

るoリーディングはauthenticなテキス トを使用しており､reallifeを反

映しているO語嚢と文法の確認も盛り込まれ､integratedskillを目指し
ている (ライティングを除く)○

中心となる学習タス Rea血ng
ク Listening(&Speaking)

Vocabulary
Gram ar

コメント リスニングは､caseconferenceや講義の内容を聞き取るタスクなども多

く含まれるoリーディングはかなりの分量からなるo 学習者を飽きさ

せない内容構成であるが､予習を必要とする実際の授業では学生には

6.MedicallySpeaking:EnglishforMedicalProfession

著者 lp.L.Sandier

出版社､出版年 BBCEnglish1982

構成 (章立) Unitl～Unit10

内容 各uNITは､以下のように分かれている :

ListemngPracticeA ListenmgPracticeC
LanguageStudyA LanguageStudyC
ListemngPracticeB ListemngPracticeD
LanguageStudyB LanguageStudyD
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Rea血ngPractice

中心となる学習タス Listening(&Speaking)
ク Writing

Reading
Vocabulary

コメント 医師､医学生､その他医学に関わる者 を対象 とした､多 目的

(multi-pu叩OSe)な用途に使用できるテキス トといえるo そのため､リー

デイング部分はsemi-authenticな材料となっているoLanguageStudyの
部分は､機能表現の分析とその演習となっているo非常によぐデザイ

ンされたテキス トといえるが､そもそもnatiVespeakerを対象として書
かれたものであるため､分量的にも内容的にもadVancedleVelであるo

日本人というコンテクス トで考えた場合､果たしてESP教師が扱うべ

7.EnglishinBasicMedicalScience

著者 JoanMclean

出版社､出版年 OxfordUniversityPressl975

構成 (章立) Thecompartmentsofthebody
Sourcesofenergy
Grossanatomyofthetrunk
Epithelialtissue
Thestudyofcellstructure
Theheart

TheneⅣoussystem
内容 Authenticなテキス トではない､一般的な医学に関する文章について､

パラグラフの構成や､文の構成 (例えば関係代名詞について)などを

中心に学ぶo

中心となる学習タス Reading
ク ComprehensionEXercise

コメント 30年近く前の出版でもあり､多少面白みに欠けるが硬い文章を読む塞

8.AManualofEnglishforOverseasDoctors

著者 JoyParkinson

出版社､出版年 ChurchillLiVingstone,1976

構成 (章立) ThestructureoftheNationalHealthService

Theorganizationofahospital
LetterⅥmtlng
Medicaltraining,reglStratiOnandspecialistdiplomas
MedicalabbreViation
PIげaSalVerbs
Ⅰ血oms
Casehistories

ColloquialEnglish
DescnptlVelanguage
Languageofdentistry
Languageof血Ⅶgad血ction

内容 もともと英国で働く､外国人医師のために書かれたマニュアルである

ため､利用者はすでにかなりの英語力があることを前提としているo

英国の医療制度について書かれているのはそのためであるo
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コメント テキス トというよりはマニュアルなので､実用的な側面が非常に強いo

通常テキス ト類は (特に医学英語などは)､市場の要請から常に最新の

ものが要求されるため､それを実際にクラスで使用したあとで改訂を

重ねることは､はなはな莫怪しいOつまりすぐに消え去る運命にあると

いってよいo ところがこのテキス トの著者によれば､海外の使用者 (医

師､看護婦)から新しい語桑やイディオムに関する情報が送られてく

9.TheLanguageofMe血cineinEnglish

著者 EthelTiersky&MartinTiersky

出版社､出版年 PremiceHall,1992

構成 (章立) Highlightsfromthehistoryofmedicine
Hun ananatomy
Disease:itssym ptomsandtreatments
Conmondiseasesandailments

Physiciansandmedicalspecialties
Surgery
CareersinhealthCare

Firstaidinmedicalemergencies
Hi-techme血cineanditsconsequences

内容 Semi-authentiCなパラグラフのテキス トを読みながら､専門語桑を同時

に学ぶO特に､後に続く練習問題が豊富であるOディスカッションの

ための トピックも準備してあるo

中心 となる学習タス Reading
ク ComprehensionEXercise&DiscussionExercise

Vocabulary
Pronunciation

10.Me血cine:developlngrea血ngskillsinEnglish

著者 LukeProdromou

出版社､出版年 PrenticeHall,1989

構成 (章立) Theendocrinesystem
Proteins

Mecha血csofbreathing
StructureandfunCtionofthelung
Bloodflow
Disbibutionofbloodflow

Diphtheria
MeaslesandGermanmeaslescompared
Mumpsandinfluenzacompared
Medicalheadlines

Myocardialin血ction
Thenervoussystem
Thebrain
Braintissuetransfer
Genesandchromosomes
Nomalandabnomalcells

AMongolbaby
Neoplasia
StartlingfindAidscancerfight
Thelimitstomedicine
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中心となる学習タス Reading
ク ComprehensionExercise

Note-taking
コメント パラグラフについてのノー トティキング作業を練習に盛り込んでいる

ところは､自作教材の参考になるo そのほかは､大筋において今回調

-147-



英国大学医学部におけるコミュニケーションスキル教育について

一日本のEMP教育への応用は可能か一

横山 彰三

本稿は英国の大学医学部におけるコミュニケーションスキル教育についての調査報告であ

る｡調査は平成 15年 9月 16日にバーミンガム大学医学部付属のISU(ThelnteractiveSkillsUnit)
において実施した｡

1.調査日的

本調査は､文部科学省科学研究費補助金基盤 (C)(研究課題 ｢ESP教授法に基づく大学専門

英語教育のための効果的シラバスと教材開発の研究｣研究代表･横山彰三､課題番号 15520362､

平成 15年度～16年度)を受けて､諸外国における ESP､特に医学英語 (EnglishfわrMedical
Purposes:EMP)教育について調査を行ったものであるO以下､雑駁ではあるがその内容につい
ていくつかの考察を加える｡

2.英国の医学教育

イギリスには医学部を擁する国立大学が 28校あり､私立の医学部はない｡学生は高校卒業

後医学部に入学するが､中にはギャプイヤー (gapyear)を利用して入学前に1年間海外でボラ
ンティア活動をしたりするものもいる｡入学に際しては書類審査と面接を経て､高校卒業前に

A-1evelという統一試験を受験し､各大学の要求を満たしたものは大学から入学許可を与えられ

る｡年間約7000名の医師を輩出している｡

医学部の教育は5年制で前半の2年が講義中心のpre-clinical､後半の3年が臨床実習中心の

climicalとなっている｡pre-clinicalでコミュニケーションスキル教育を実施していることが多い｡
Pre-clinicalでは毎日､生理学､生化学､解剖､病理､免疫､薬理､微生物学等の講義があるO

このほかに基本的な臨床スキルの練習や､コミュニケーションスキルのための役割演習 (role

play)､模擬患者を使っての話を聞く練習､上手な説明の仕方､願告知などの方法 仲reakingbad

news)などをグループに分かれて学ぶOその他､心理学や倫理の講義などがあるo Clinicalでは

グループごとに各病院､病棟に分けられ臨床の基礎を徹底的に仕込まれるO

イギリスでは日本のような国家試験はない｡卒業試験がその代わりとなるが､臨床スキルを

みるOSCE(ObjectiveStructuredClinicalExamination)などは最近日本でも採用されたシステム
である｡ (馬場2003)

現在のイギリスは医者不足であり､そのためインドや他のヨーロッパ諸国 (スペイン､オラ

ンダなど)やアラブなどからの医師が多く働いている｡

3.英国における医師のコミュニケーションスキル教育の必要性

1993年 に公的機 関である GeneralMe血CalCouncilが発行 した HTomo汀OW'sdoctors:

RecommendationsonundergraduatemedicaleducationHとい う小冊子がある｡ これはイギリスの大
学医学部が教育カリキュラムと評価をデザインする際の枠組みを示したものである｡ この冊子

による報告が出された背景としては､昨今のイギリスにおける医療を取り巻く様々な事情があ

るが､特に医師と患者との関係や医療現場におけるチーム医療の重要性など日本と同じような

問題を抱えているようである｡

この冊子は以下の内容からなる :
Themainrecommendations
CurriCularoutcomes

Cmi Cularcontent,structureanddelivery
AssesslngStudentperformanceandcompetence
Studenthealthandconduct

Puぬngtherecommendationsintopractice

なかでもThemainrecommendationに以下の記述があるように､医学部のカリキュラムを作る上

でコミュニケーションスキル教育の重要性が強調されている｡
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Thecurriculum muststresstheimportanceofcommunicationskillsandtheotheressentialskillsof
medicalpractice.

それについてさらにCurricularoutcomesのRelationshipswithpatientsで次のような記述がある0

...b.Beabletocommunicateeffectivelywithindividualsandgroups.

さらに､それが実際の教育カリキュラムで具体的にどのように反映されるべきかについて､

Curricularcontent,structureanddeliveryで以下のように詳述されているO多少長いが重要な部分
なので引用する｡
Communicationskills

20Graduatemustbeabletocommunicateclearly,sensitivelyandeffectivelywithpatientsandtheir
relatives,andcolleaguesfromavarietyofhealthandsocialcareprofessions.Clearcommunicationwill
helpthemcarryouttheirvarioustoles,Includingclinician,teammember,teamleaderandteacher.
21Graduatemustknowthatsomeindividualsusedifferentmethodsofcommunication,forexample,
DeafblindManualandBritishSignLanguage.
22Graduatemustbeabletodothefollowlng.
a.Communicateeffectivelywithindividualsregardlessoftheirsocial,culturalorethnicbackgrounds,or
theirdisabilities.

b.CommunicatewithindividualswhocannotspeakEnglish,includingworkingInterpreters.
23Studentsmusthaveopportunitiestopracticecommunicatlngindifferentways,Includingspoken,
d ttenandelectronicmethods.Thereshouldalsobeguidanceabouthow tocopeindiWICult
circum stances.Someexamplesarelistedbelow.
a.Breakingbadnews.
b.Dealingwithdifficultandviolentpatients.
C.CommunicatlngWithpeoplewithmentalilhess,lnCludingcaseswherepatientshavespecial
difficultiesinsharinghowtheyfeelandthinkwithdoctors.
d.CommunicatlngWithandtreatlngPatientswithSeverementalorphysicaldisabilities.
e.Helpingvulnerablepatients.

以上のような公的機関のrecommendationに基づいて各大学の医学部ごとに決められたカリキ

ュラムに基づいてコミュニケーションスキルの教育が組み込まれている｡

今回調査したバーミンガム大学では特にそこに力を入れておりhteractiveSkillsUnitという

医学部に付属の組織がその任を担っている｡

4.バーミンガム大学 ISU

ISUは 1993年に臨床医学､教育学､言語学､コミュニケーション学､ESLなどを統合した

multi-disciplinaryeducationalteamとして設立された｡当初role-playシナリオ､ビデオプログラ

ムを利用した教育コース (breakingbadnews,dealingwithaggressivepatients,talkingaboutriskな
ど)を提供した｡ '90年代には医療関係者に対するパイロットプログラムの開発を行い､現在

はコースの多様化が進められている｡現在のプロジェクトは GP(GeneralPractice)における 150
の診療例をビデオ録画したものの談話分析を行っている(ビデオ録画にはethicscommitteeの承

諾を得る必要があるが同意までに1年半かかった｡20名の医師について承諾を得た｡問題点と

して特に人種による地域差があげられ､黒人が多く居住する地域では医師の了解が得られにく

い｡また貧困層の地域でも得られにくい｡バーミンガムの場合人工の約30%が非白人系である｡

調査方法は､patientに対して満足度を質問用紙で調査する､とのことである)0

4.1 1SUにおけるcomunicationskHl教育

バーミンガム大医学部 (1学年 390人)では 10年前からコミュニケーションスキル教育を
1､2､5年次で実施している｡今後3年次にも組み込む予定である｡ 1､2年次では1クラ

ス 16人×22クラスに分けて教育し､3年次では個別面談 (各 20分)を実施し､問題があれば

援助を与える (約 10%が何らかの援助を必要とする)05年次では-これがもっとも重要であ
るが-1クラス 16人をさらに4人ごとのグループに分けた少人数で教育する｡教育の内容は大

まかに以下の通りである｡

1年次-コミュニケーションスキルとは何かについての講義､小グループに分かれての教育､

役割演習
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2年次一役割演習

3年次一実習現場 (病院)でのスクリーニング

5年次-4-5人のグループに分かれての役割演習､実際の診療に基づいたシナリオ､医療関

係者による進行､VOICE試験

どちらかというと､男子学生の方がこのクラスに対してはあまり積極的ではない (冷めてい

る)態度で臨む傾向にあるらしいが､学年が進むほど授業に対する真剣さが出てくる｡

1年次に使用するビデオを見せてもらった｡ 授業では､いくつかのビデオを見ながらどこが

良い/悪い ドクターかをディスカッションする｡

今回の調査においてビデオで見たパターンは､避妊についての対応であった｡3パターンが

準備されていたが､それらは 1)医師がリー ドするパターン､2)医師がピルの使い方を勝

手にしゃべるパターン､3)患者の意思を確認しながら進めるパターン､であったO

米国のDeborahRoterの研究によれば､医師と患者における診療パターンには4つの型がある

とい う ｡ それらは :

1)｢消費者的(consum eristic)｣

2)｢父親温情主義的batemalistiC)｣

3)｢相互的 ･先見的(mutual+proactive)｣

4)｢デフォル ト･制御不能(default)｣

｢消費者的(consum eristic)｣とは､例えば患者が欲するままに薬をたくさん与えたりするよう
な場合で､患者にとって本当に良い治療を特に考えているわけではない｡｢父親温情主義的

batemalistic)｣な医師は､ほとんどの場合患者の訴えに対し､｢こうすべきである｣というよう
に指示を下すタイプである｡日本では､比較的最近まで (あるいは今でも)このタイプの医師

が多かったのではないだろうか｡｢相互的 ･先見的(mutual+proactive)｣というタイプが､英国
に於いてこれから目指すべき診療パターンであるらしい｡ 患者の訴えを十分聞いてやり､その

上で最も適切と思われる診療方針を説明し､同意を得る｡さらには､その後予想される病気の

展開やその予防などについても､助言を与える｡このパターンでは患者の十分な理解を導くこ

とが必要である｡ ｢デフォル ト･制御不能(default)｣は上記3つのどれにも当てはまらないもの
で､診療の結果として患者にとって何も益するところのないパターンである｡診療が終わって

も､患者は不安を残したまま病院を出ることになる｡

ビデオの3パターンでは､言語表現の方法 (例えば､診療の最後に Ànyquestion?'という質問

ではなく､̀Are血ereanyotherproblemsyou'dliketotalk?'と質問する)､非言語コミュニケーショ

ン (例えば､診療中の笑顔を保つこと)､proactive的なア ドバイス (Htakeyour opportunity to

promoteyourhealth")､あるいはcontraceptionpillによる頭痛の症状を聞きながら､以降のpill
の処方を変えていくmutualな方法､などについてディスカッションを行った｡

4.2 Bandingsystem(評価基準)

5年次で学生は､実際に小グループに分かれての役割演習を行う｡また､OSCEでは､3回

のコミュニケーションスキルのテス トが組み込まれているO ただし､現時点ではコミュニケー

ションスキルの点数は参考点としての位置づけである (今後はOSCEの合否に関わるような試

験制度に変更するよう働きかけている)a

コミュニケーションスキルは､Ban°ingsystem と呼ばれる基準によって評価される｡6段階
に分かれており､70点以上がA､60-69点はB､50-59点はC､45-49点はD､I-44点はE､

0点はFとなっている｡ 合格はA､B､Cで､それ以下は不合格となる｡ 評価内容は､総合的観

点 (GeneralProfessionalisation)､診療内容 (Contentofconsultation)､診療構成 (Structureof

consultation)の3項目からなる (下記表を参照 :もとの表を省略したもの)0

BAND General Contentof Structureor pass/
(marks) Professionalisation consultation consultation fail

A(70+) sensitive,courteous, agendaclearlyaddressed,offerclear sense of pass
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human,etc

B(60-69) sensltlVe, courteous, agenda ad血essed but clear sense of pass
generallycompetent& slightdegreeofinhibition progress, sometimes
human,etc loseway

C(50-59) generally adequate as agendaad血essedbutnot overallcontrolledbut pass
communlCatOr,etC understanditsimportance,partly wrong turn1ng

etc taken,etc

D(45-49) notadequate littleopportunitytopresent Overallconfused,little fail
communicator,patient agenda,little regardsto isresolvedeffectively

notwishtoseeagaln,etc patient'sconcernS,etc

E(1-44) clearly dysfunctional:little/no opportunity to co血 sed, fail

rude,timid,incomprehensible,etc presentagenda incomprehensible

5.実際の role-playから

ISUのスタッフがrole-playの実例を見せてくれたので､それについて触れておこうO女性が

扮する医師が､息子のことで相談に来た母親役に対して叱りつける(toldo丘)ような､あるいは

拒絶的(denial)な態度で接するパターンを演じてみせた｡この中では､医師役は特に早口でしゃ

べる (talkquickly)､話の途中で周りを見回す (lookaround)､母親の話を途中で遮る (interrupt)､

母親を口やかましい (pushy)やつというような扱いをし､それに対しそっけない (血personal)
態度をとるという内容であったO

例えば､家族のことを話す母親に対して､"Wh o?Hというようなぶっきらぼうな質問を投げか

けることに対しては､"Couldyourefreshmymemory?門のような質問が適切であったりするよう

なことを､role-play後のディスカッションでフィー ドバックするO ここでの例は前述のDeborah
Roterの分類ではdefaultconsultationになるO 実際のクラスでは､feedbacksessionは 15分程度で

あるO また､feedbacksessionでは演技者も討論に加わるが､その際自分が演じた医師 (あるい

は患者)に言及する際は Ìfelt…'とは言わず､ T̀hecharacterfelt…'のように3人称で客体化す

る｡そのことで討論の際､個人攻撃になるような事態を避けることができるし､演技者自信も

正直な感想を述べることができる｡

6.日本との比較

現在､医学部学生の英語教育に携わっているものとして､今回調査したコミュニケーション

スキル教育は大変興味深いものである｡ただ､これをそのまま日本における英語教育に当ては

めるという意味においてではなく､むしろ ｢日本語によるコミュニケーションスキル｣ の教育

という観点から非常に興味深いO

日本の病院は3分診療と言われつづけて久しいが､英国の平均診療時間は7分である｡ また､

日本と英国との医療制度の違い､すなわちGeneralPractice(以下GP)の位置づけも大きく違 う｡

英国ではGPに､所謂 gatekeeperの役割を持たせてあり､地域医療における重要な社会的役割

を担っている｡特に掛り付け医(familydoctor)としてdepressedpeopleのケアや､幼児虐待の予防
など｡ 日本と違い､なにかあったときはまず GPにかかり､診察後患者を専門医に差し向ける

referralとして機能している (そのため診断書(sicknote)は無料Oただし､privateinsuranceがあ

れば directhospitalが可能)Oそのため､守秘義務 (confldentiality)が重要である (もっとも､
通常は守秘義務は大変厳しいものの､例えばェイズ患者の場合などはかかりつけの歯科医に対

しては､歯科医の生命に関わることなのでそのことを伝えることが可能)0

一概に比較をすることはできないが､コミュニケーションはあらゆる社会生活の基本であり､

特に医療現場における重要性は洋の東西を問わないであろう｡その意味では今後日本において

も､日本語による医師のコミュニケーションスキルの重要性がますます認識されるであろうO

すでに大学では､一般教育の中に ｢日本語コミュニケーション｣を取り入れる大学も多いよう
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である｡

7.結語

｢行為｣や ｢思考｣､または ｢感情｣などを言語化するという作業は､最近の医療倫理教育

などですでに取り入れられてその効果を上げている｡ 一方､日本でも近い将来OSCEが導入さ

れるが､今回の調査により明らかにされた英国のコミュニケーションスキル教育が､日本での

EMP教育にそのまま導入可能であるのか､また導入すること自体､意味があることなのか､今

後さらに詳しく分析する必要がある｡所謂 ｢診療会話｣とはかなり趣の異なる内容であり､実

際にはそのまま導入することは意味がないにしても､なんらかの形で日本の EMP教育-の応

用は可能かもしれない｡
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馬場 恵 (2003)｢世界の医学教育 イギリス編｣週間医学界新聞第2523号 (医学書院)イン
ターネットリソース

GeneralMedicalCouncil,"Tomorrow'sdoctors:Recommendationsonundergraduatemedical
education''
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熊本赤十字病院国際医療救援部での英語研修に関する調査報普

横山 彰三

近年､日本も積極的に参加している国際医療救援の現場において､英語がどのような位置づ

けで教育されそして実際に使用されているのかについては､語学教育､特にESPの視点から取
り上げられることは殆どなかったと言って良い｡

本調査は､文部科学省科学研究費補助金基盤 (C)(研究課題 ｢ESP教授法に基づく大学専門
英語教育のための効果的シラバスと教材開発の研究｣研究代表･横山彰三､課題番号 15520362､

平成 15年度～16年度)による研究の一部として行った｡

すでに医療分野においても､グローバリズムすなわち他国との連携や競争という現実を避け

て通ることはできなくなっているO 大学医学部におけるESP教育を考える上においても､単に
狭義の医学英語という視点だけでなく､いま世界で何が起こりそのために医師/医療人として

何ができるのか､という問いかけをするような教材づくりが必要ではないか｡そのような問題

意識から今回の調査を行った｡調査は2003年 7月 11日(金)午前9:00-12:00､調査参加者は､

安浪誠祐､光永武志､キャサリン･ブラウン､横山彰三の4名､熊本赤十字病院では､加藤安

孝氏 (国際医療救援部 ･派遣係長)に応対して頂いた｡

以下の順に報告する｡

1.国際医療救援について

2.英語研修 ･特別研修について

3.使用教材など

4.調査を終えて

<資料 1>河口湖畔研修 1週間のスケジュール表

<資料2>河口湖畔研修のEVALUATIONsheet

<資料3>赤十字国際委員会(ICRC)の派遣要員の資格要件

1.国際医療救援について

この病院では日本赤十字社 (以下､日赤)の重要な事業である国際医療救援事業に力を注い

でおり､これまでに延べ76名の国際救援要員を派遣してきた｡全国の赤十字病院でもトップの

実績を誇る｡ 全国93の赤十字医療施設に先駆けて国際医療救援部を設置し､国際救援要員の派

遣ばかりではなくその育成にも力を注ぎ独自の研修体制を整備している｡今回ESP研究会の4
名 (安浪､光永､ブラウン､横山)が実施されている英語研修について調査した｡

日赤の国際救援部は日本国内では4カ所 (東京､名古屋､和歌山､熊本)にあり､熊本は九

州ブロック･沖縄の派遣事業の取りまとめを行っている｡派遣要員の年齢は､20歳台後半から

30歳台を目処としているが､現在はそれよりも多少上がり気味である｡次の世代を担う若いス

タッフの育成を目指している｡実務経験3年以上プラスαを基準としている｡熊本赤十字病院

は全国でも数少ない国際医療救援部を擁しているということもあり､希望して移ってくる医師､

看護士も多いとのこと｡熊本赤十字病院から要員が派遣された場合はスタッフの補充はせず､

協力しあって日常業務をこなす｡

派遣期間は基本的に医師が3ケ月単位､看護士が6ケ月単位のミッションで延長は可能｡詳

細なjobdescriptionがあり､それを熟読して行くかどうかは最終的に本人が決める｡ 医師の場合
だと収入は確実に減る｡危険地域-の派遣に応ずるか否かは､家族がある場合などは熟慮する

ことも多いという｡現地の任務は基本的に過7日24時間 (これはつまり､いっいかなる時も即
応する､という意味)である｡現地での給与は月額 1,200-1,500スイスフラン (日本円にして
15万円程度)である｡

英語能力に関して現地で必要な点はいくつかあるが､他国のdelegateとの共同業務であるた
め他者に対して自分の仕事をアピールできることや現地職員を使いこなすだけの管理職として

の資質などが重要である｡また､毎日のミーティングではお互いのミスやあらためるべき点な

どが容赦なく叩かれるO それに対して説明､反論するためのディベー ト能力が非常に重要であ

るとのこと｡ またミッションの最後には評価(evaluation)が行われる (この点は驚きであった)0
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現地の責任者が派遣要員に対して業務内容に関する評価を行うが､その際一方的な評価ではな

く､納得がいかない評価に対しては意見や反論を述べる機会が与えられる｡そして (評価する

側とされる側)双方のサインをもって最終的なevaluationsheetとして認められるO 民主的な手

法である｡

現地では基礎的な会話力が必要であり､医師よりはむしろ看護士にいえるようである｡ Head

nurseともなると機材の選定から始まって､院長並みの権限が与えられる｡また看護士は特にそ

の地域と密着し､患者との信頼関係を築くためのコミュニケーション手段としての英語力が問

われるO現地の通訳はかなり優秀であるO また現地語の習得はmustではないものの､看護士の

場合は簡単な挨拶程度でも習得すると患者とのコミュニケーションがうまくいく｡

2.英語研修 ･特別研修について

熊本赤十字病院では以下のように英語研修を組んでいるO

･院内英会話教室 (初級レベル)

派遣とは関係なく希望者全員に対して実施O英語-の興味を育てる｡ イギリス人ボランティ

ア (gapyearで来日している :年4人)による週2回の会話教室｡15-20名程度が受講｡
･英会話研修 (6ケ月)

国際救援希望者のうち書類選考を経た 10-12名が仕事終了後に､委託契約した英会話学校-､

週2回通って英会話能力の向上を目指す (6ケ月間)｡会話学校の教師と協議の上､各自が目標

設定(TOEIC)を行う｡3ケ月の時点で出席が 70% を切ったらフェイルさせる (3ケ月でまず評
価)｡さらに6ケ月を終了した時点でTOEIC 500点以上を取得する義務がある｡その後次の集

中研修に投入するかを協議する｡ 面接を行って個人のやる気をみる｡ 今年は熊本､福岡から7

名が集中研修にグレー ドアップした (例年は4名程度)a

･集中英語研修 (4ケ月)

通常の業務を離れ､月-金まで終日､専任の外部講師による講義を受け､海外で医療救援活

動を行うために必要な英語力を高めるO次の特別研修に送り出すための研修O受講者数はH14

年は医師2､看護士2､事務職員 1｡ H15年は医師1､看護士4､事務職員2である｡経費的

には400万円｡費用対効果の点でいうと4名が最低限度必要｡

･特別研修 (6日間)

山梨県河口湖畔の日赤研修所で年2回実施される｡朝9:00から夜9:30まで6日間集中し

ての研修で非常にハー ド(資料参照 1)｡ 講師は国際赤十字から派遣される (アジア地域 (バン

コク､クアラルンプール)或いはスイスから)｡赤十字の7原則 ｢人道 (hum anity)｣｢公平

(impartiality)｣｢中立 (neutrality)｣｢独立 (independence)｣｢奉仕 (voluntaryservice)｣｢単一 (unity)｣

｢世界性 (universality)｣をここでたたき込む｡在ペルー日本大使館占拠の際､ゲリラ組織との
交渉仲介の中に赤十字職員がいたことは我々の記憶に新しいが､これは赤十字が ｢中立｣であ

ることのひとつの例である｡ それゆえあらゆる場面において使用する言葉には細心の注意を払

わねばならないO例えば ｢反政府勢力は ･･･｣というような表現はできないことなども研修

で学ぶ｡

特別研修は当然英語で行われるが､この段階で学ぶことは英語だけではなくむしろ業務を遂

行する上でのリーダーシップ､問題解決方法､適正な判断などが重要な項目である｡最終的な

評価がEvaluationsheetに基づいて行われる (資料2参照)｡ 派遣に向いている性格なども判断

されるOまた 1日の研修終了後には昼間の研修では話せなかったようなことなどを､酒を酌み

交わしながら自由に話す｡お酒の飲み方も重要な項目である｡ 現地ではかなりのス トレスがか

かるためス トレス発散の方法が重要な鍵となる｡ス トレスマネージメントがうまくいかないと

酒におぼれるようなケースも出てくる｡このような資質を6日間で評価し約 9割が最終的な派

遣要員となる｡不合格の場合､英語能力のような問題であれば再度チャレンジは可能であるが､

性格的な問題の場合は不可能であるO語学レベルでは最終的にTOEIC 850点以上､Berlitsレ

ベル (新基準)で 10段階中の7段階以上であるoBerlitsレベルではインタビューが含まれるの

でかなり厳しいともいえる｡

3.使用教材など

上記 1)-3)の研修までは市販の英語教科書や部内資料等を使って研修が行われている｡
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またレベルが進むにつれ､国際赤十字が発行しているビデオや専門テキス ト類などを使用するD

これらは市販されているoホームページから検索が可能であるo hq):://www.icrc.org/publication

4.調査を終えて

ある程度の高度な英語力が要求されるだろうとは予想していた｡しかし英語力以上に他国の

delegate(例えばスイス､ドイツ､イギリス､或いはアジア)たちと英語で意志を伝え合いなが
ら国際救援という共同業務を遂行するには､詰まるところ英語が出来るだけではだめだという

事実に納得し共感した｡ 大学の英語教育においても､いったい英語を学んでその先に何がある

のか､何ができるのかという素朴な問いにわれわれ英語教師はこれまで本当に応えてきたのだ

ろうか｡結局のところ今の英語教育に最もかけているのは動機付けではないか｡ 担当者の方-

ご本人もdelegateとして何度も行っておられる-との話を通してその意をさらに強くした｡
今回の調査から､そもそも英語を何のために学習 ･教育するのかの本質的な目的について喚

起させられる思いであった｡ある意味でのエリー ト集団であるとはいえ､医療という分野で世

界の第一線で英語を使いながら､しかも国際救援という銭金とは無関係の世界にあって時には

命を危険にさらして働く人々の話は､我々英語教師にとって大変示唆的で今後の専門英語教育

を考える上で得るところ大であった｡つまり､より現実的で､人類に共通な目的のために英語

を使う必要性があることを学生に伝えることである｡
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(以下に示す部内資料は､熊本赤十字からの許可を得て掲載する)

<資料 1>河口湖畔研修 1週間のスケジュール表
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<資料2>河口湖畔研修のEVALUATIONsheet
EVALtjAT10N

EvaluatethepartlClpantaccordingtoeachheadir)gbasedonevideTICefromtheBTC.Thisincludes

observationsofgroupwork,presentationsandalsofrom discussionswiththeparticipaflt･The
evaluationisdoneonascaleofI,whichmeanslow,to5･whichmeanshigh･Youcandsoptltyour
markbetweentwonumbers.7fyouonlyevaluateoneiOfthekeywords,underlinethatword,for

eXamDleinitiative/leadership･lfyoudonothaveevidencefromtheBTCtocommentonaspecific
topic,PleasecircleorputamarkbesideNE･

1.UnderstBLndingoftheRC/RC:

Demonstratesmotiyation,commitmenttoandunderstaLndirlgOftheprinciples,goalsandvalues,

ト_一一一一一一一一一--------一一-一一2------I-------------I--3-----------------------4I-------～-------一一一一一--5 NE

2.ConmunicationskillS:

Expressesownideascleiirly,understands･consults,listenstoothers,com- nicateswiththemopenly,

g"esandseeksfeedback･

1-----------I---一一一一一一一一一一2A---I--I----------3-一一一･一一--I-----･一一一一一一一4---------I--一I-I-ll----5 NE

3･PlanniJlg/analy2itlgSkills･'
Forwardthinkng,abilitytoidemifyandevaluatekeyinformation,makesdecisions,organizesand

solvesproblems.

トーーー一一Il-･一一一-一一一一一一一1--I2I------------------3-------------一一11----一･一4------I---------------5 NE

4.Teamworkskills:

Collaborative,ideTltifieswithaTldhe一pstodeveloplearngoals,motivatesothers,resolvesconflicts,
showssensltlVlty【Othegroup.

I------------一一一一一一-一一2----------一一一一一一一---一一3------------------一一一一4------------------一一5 NE

51lnitiatjveJkadership･

Takesinitiativesandresponsibility,Innovative/creative,self-diTeCted･

1I--------------L---一一-- 2I---I---一----一一一一一一一一-3-一一1--------------一一一-4----I------------一一一---5 !ヾE

6.F]exibiljty/adaptability:
Copeswiththeunexpectedanddifferent,abilitytoreconsider,opentochange.

1------------------一一日-2---------------3------------------4--～------------一一---5 NE

7.Senseofresponsibility:

Serlseofresponsibility,punctual,conscientious,setsexampleforothers,geTluineconcernforothers

i-----------A--------------2----I-I----I-I---I-I3I-日--I---ll--一一一一一一一一-4･1---I---I-I--------ll-5 NE
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<資料3>赤十字国際委員会(ICRC)の派遣要員の資格要件

一般的資格要件

･専門職としての実習および実務経験があること

･26歳以上､分別のある方
･未婚者が望ましい (既婚者は配偶者同伴なし)

･ワープロ､表計算等のOA機器操作が可能なこと

･良好な健康状態 (身体的､精神的にス トレスな状態に対応できること)

･有効な運転免許所持者

･派遣先での業務に支障のないレベルの語学力 (原則として英語もしくはフランス語)があること

･人道援助活動に貢献する意志のあること

･冷静かつ外交的

･単独または､チームの一員として､どちらの環境下でも活動できること

･異なる文化､社会そして地理的な環境に適応できること

･政治的､潜在的な安全状況を的確に判断し､対応できること

資格要件 /医療職全般

･専門職としての実習もしくは､実務を欧米もしくは同等の国の基準で経験していること

･英語で業務を遂行できること (構文力､読解力､会話力)ベルリッツ英検レベル 7以上､フラン

ス語もしくは､その他の言語の知識があればなお可

･海外勤務経験があればなお可

外科医

･外科医として医師免許取得後3年以上の経験があること

･診断から退院までの一般的な外科医としての基礎的実務経験があること

･以下の施術が可能なこと

･大小腸の開腹術､吻合

･血管縫合

･皮膚移植

･膝上切断

･帝王切開

･骨折治療に関する基礎知識があること

･熱帯医学に関する実務経験があればなお可

･自発的に活動できること

･脳 ･胸部損傷の治療経験は特に要さないが､外科医として処置､治療が可能なこと

･ICRC戦傷外科セミナーに受講経験があればなお可
･最短3ケ月間の派遣が可能なこと
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おわりに

横山 彰三

以下に､本研究のまとめと今後の課題について述べて､本成果報告書の締めくくりとしたい｡

まず､医学､看護､工学の各分野について実施したアンケー トについて､近年のコミュニケー

ション志向を反映して教育現場のニーズは ｢話す､聞く｣ことが中心と予想したが､かなり違

う様相を呈していることが明らかになった｡今回の分析結果から判断する限りに於いては､医

学､看護､工学のいずれの分野においても､専門教育でもっとも必要とされている英語能力は

｢読解力｣であった｡どの分野においても､専門教員から見た学生の英文読解力低下が著しい｡

さらに ｢専門教育を実施する上で学生の英語力に問題はあるか｣との質問に対して､専門教員

の7割以上が問題有りとしている｡事態はかなり深刻であり今後なんらかの早急な手だてが必

要である｡一方､コミュニケーション能力の重要性についての認識は､教員 ･学生ともに強い

が､その正確な内容について明確に把握しているかどうかは疑問の残る結果となった｡今後さ

らに調査すべき点である｡ また､専門英語語桑については､いわゆるsub-technicalな語桑の

重要性を指摘した｡

本研究のもうひとつの柱であるシラバスと教材開発のモデルについて､山内､安浪､中野が

LAN環境下で使用可能な初 ･中級レベルの ESP教材を作成した｡山内は工学関連のリーディン

グと語嚢習得を重点に置いた教材､安浪はインターネットのオンラインリソースを利用したリ

スニング教材､中野は近年その必要性が高いリメディアル教材､というそれぞれ異なった教材

作成モデルを提示した｡一方､横山はコミュニケーション能力養成を絡めた従来型のテキス ト

教材作成モデル (医療)を提示した｡川北は独自の視点から看護英語をとらえ､幅の広いリー

ディング教材を開発した｡ 今後､実際の授業で使用しLAN環境型 ･テキス ト型それぞれの利点 ･

欠点を相補う形での教材開発の研究を引き続き行 う｡本研究で提示された成果が､今後日本の

大学における効果的な英語教育カリキュラム開発の足がかりとなり､授業内容の改善に少しで

も役立つことを願っている｡

最後に､今後どのように本研究の成果を深化させていくべきかについて触れて結びとしたい｡

それはなにより専門教育における ｢英語読解力｣の必要性に対して､特に EAP(Englishfor

AcademicPurposes)の観点から系統立った教育システムを構築することにあると思われる｡医

学英語教育でいえば､基本的な専門語嚢を暗記させることや医学を題材とした一般的読み物や

ニュースの聴取り練習などが､初級 ･中級英語教材の役割である｡今後はさらに､より高度で

かつ専門教育では避けては通れない専門英語論文の基本的な読みこなし方や書き方を､英語教

師であっても教育できる､そしてできれば学習者が自律的に学ぶことにできるシステムを早急

に提供しなければならない｡ほとんどの大学で一般教育の ｢英語｣が2年生までしか実施でき

ない現状では､必修単位の範囲内で専門課程に繋ぐだけの完全な ESP授業を展開することは

不可能に近い｡その意味でも､必要に応じて学習可能な英語専門論文のリーディング ･ライテ

ィング教育システムの構築が必要である｡
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